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く ら し

シ ン ポ ジ ウ ム

と ・う み ・ ひ

●色々なコラボの可能性を探る！

●2019年9月14日（土） 松山市男女共同参画推進センター ＣＯＭＳ
　［主催］ 愛媛県漁協女性部連合会、うみ・ひと・くらしフォーラム、一般財団法人東京水産振興会
　［後援］ 愛媛県、国立研究開発法人水産研究・教育機構、東海大学海洋学部

うみ・ひと・くらしフォーラム

2019 in 松山
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く ら し シンポ
ジ
ウムと・う み ・ ひ

2019 in 松山

うみ・ひと・くらしシンポジウムは、地域の漁業やコミュニティを何とかしたくて一歩踏み出した人たち、
長く活動を続けさらに次の一歩を踏み出した人たち、何かやりたくて一歩踏み出したいと思っている人たち、
そんな人々が一堂に会し、食べたりおしゃべりしたり、自由に交流をする会です。今年のテーマは『色々な
コラボの可能性を探る！』。みなさん、楽しい時間を作っていきましょう！

うみ・ひと・くらしフォーラム（副島 久実）

ごあいさつ

●愛媛県農林水産部水産局局長　岩井 誠司 氏
本日は、全国各地からたくさんの皆様に、ここ愛媛松山にお越しいただき、心から

歓迎を申し上げたいと思います。近年水産業を取り巻く状況は、就業者の高齢化、そ
れから後継者不足、また水産資源の減少や食の多様化により、消費者の魚離れが進む
というようなこともあり、一段と厳しい状況が続いています。このような中で、全国
各地でご活躍されています、パワー溢れる女性グループの皆様が、このように一堂に
会しまして、意見交換を行うこのシンポジウムは、誠に意義が深く、今後の皆様の活動力の向上に寄与
するものではないかと確信しています。
今回のテーマは、いろいろなコラボの可能性を探るということですが、本県の農業関係者の皆様、そ

れから学生の方々にもご参加、ご協力をいただいています。日頃の皆様の活動分野を越えた、人と地域
との連携だけではなく、新たなアイデアの創出につながることを期待しています。

●愛媛県漁協女性部連合会会長　喜田 ヒサ子 氏
この度は松山でのシンポジウムの開催にあたり、このようにたくさんの皆さんにご

参加いただき、ありがとうございます。今回のシンポジウムのテーマは、「いろいろな
コラボの可能性を探る」です。県内の女性部でも、これまで高校生や大学生とコラボし、
商品化の取り組みをしていますが、参加される皆様方の地域におけるさまざまなコラ
ボ、取り組みについて、日頃の思いや情報、意見を交換し合う場となりますよう期待
しています。
短い時間ではありますが、愛媛でのこのシンポジウムが有意義なものとなりますよ

う、そして、皆様方がここで得られたものを地域に持ち帰り、地元ならではの創意工夫により、これか
らますますご活躍、ご発展されることを祈念申し上げまして、ごあいさつとさせていただきます。

●東京水産振興会 振興部　早乙女 浩一 
本日は、本当に皆さんお忙しい中お集まりいただき、どうもありがとうございまし

た。また、このシンポジウムの開催に当たりまして、いろいろな準備等は、愛媛県の
皆さん信漁連の皆さん、そして試食会の開催等では、女性部の皆様にはいろいろ努力
をいただきまして、本当にありがとうございます。
私たちは、浜の皆さんが活動して作り出している製品と同時に、活動自体をよりよ

く知ってもらうために、うみ・ひと・くらしフォーラムの先生方と一緒にシンポジウムを開いたり、シー
フードショーへの出展をやっています。
今日は短い時間ですが、ぜひ積極的にいろいろな議論をしていただいて、それを持ち帰って明日から

の活動の参考にしていただければと思います。

来賓挨拶

主催者挨拶
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参加グループ及び参加者
参加グループ

愛媛県 渦浦漁業協同組合　女性部 高知県 土佐ひめいち

愛媛県 津倉漁業協同組合　女性部 高知県 すくも湾漁業協同組合柏島加工クラブ

愛媛県 大浜漁業協同組合　女性部 鹿児島県 垂水市漁業協同組合　女性部

愛媛県 中島漁業協同組合　女性部 鹿児島県 牛根漁業協同組合　女性部

愛媛県 上灘漁業協同組合　女性部 その他の参加者・参加機関

愛媛県 下灘漁業協同組合　女性部 愛媛県 漁政課

愛媛県 八幡浜漁業協同組合　女性部 愛媛県 水産課

愛媛県 うわうみ戸島漁業協同組合　女性部 愛媛県 今治支局水産課

愛媛県 愛南漁業協同組合　女性部 愛媛県 中予地方局水産課

愛媛県 遊子漁業協同組合　女性部 愛媛県 愛媛県信用漁業協同組合連合会

愛媛県 魚島村漁業協同組合　女性部 愛媛県 済美高校食物科学コース

東京都 八丈島漁業協同組合　女性部 愛媛県 一次産業女子ネットワークさくらひめ（(株)丸京農園）

石川県 輪島・海美味工房 東京都 全国漁業協同組合連合会

福井県 福井県漁協女性部連合協議会 福井県 福井県農林水産部水産課

岡山県 牡蛎の家しおかぜ 福井県 福井県漁業協同組合連合会

徳島県 こまつしま漁と農ゆめ会議 滋賀県 有限会社ヤマサ水産

プログラム

９月14日(土)

■試食会

■基調講演 中村 和憲 氏 食文化・料理研究家／作曲家

■みんなでトーク

パネリスト
中村 和憲 氏 食文化・料理研究家／作曲家
喜田 ヒサ子 氏 愛媛県漁協女性部連合会　会長
武部 月美 氏 株式会社あこやひめ　代表取締役社長
阿部 祐加 氏 株式会社あこやひめ　取締役
小林 望 氏 山口県漁協向島支所／ Iターン漁師の妻
谷岡 真衣 氏 たにおか農園

９月15日(日)

■ ミニシンポジウム
in内子フレッシュパークからり
（愛媛県内子町内子2452番地）
出荷者自らが勉強会を積み重ね、
組織を運営する -内子フレッシュ
パークからりの取組-

パネリスト
土居 好弘 氏 株式会社内子フレッシュパークからり代表取締役社長
野田 文子 氏 からり直売所出荷者運営協議会　名誉会長
稻田 由美子 氏 からり直売所出荷者運営協議会　会長
谷岡 真衣 氏 たにおか農園
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本
日
は
、
暑
い
中
、
う
み
・
ひ
と
・
く
ら
し
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
こ
の
よ
う
に
大
勢
の
方
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
日
の
う
み
・
ひ
と
・
く
ら
し
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
実
は

十
五
回
目
に
な
り
ま
す
。
い
つ
も
皆
さ
ん
に
は
自
ら
参
加
す

る
意
識
で
た
く
さ
ん
意
見
を
頂
い
た
り
、
活
発
に
意
見
交
換

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
日
も
せ
っ
か
く
来
ら
れ
た

の
で
す
か
ら
、
み
ん
な
で
口
を
開
い
て
、
み
ん
な
で
つ
く
り

上
げ
て
い
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
発
言
の
場
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
の
で

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

試
食
会
も
そ
う
で
す
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
そ
う
な
の
で

す
け
れ
ど
も
、
楽
し
い
わ
、
お
い
し
い
わ
と
ま
ず
思
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
私
た
ち
の
一
番
の
望
み
で
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
分
た
ち
の
活
動
や
こ

れ
か
ら
や
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
こ
と
に
何
か
ヒ
ン
ト

を
、
そ
れ
か
ら
何
か
に
役
立
つ
こ
と
を
一
つ
で
も
つ
か
ま
え

て
帰
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

色
々
な
コ
ラ
ボ
の
可
能
性
を
探
る
！

趣
旨
説
明

2
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うみ・ひと・くらしフォーラム 年次報告
（2018年９月～2019年８月）

● 情報発信のための活動

● 横のつながりを広げる活動

うみ・ひと・くらし通信 
vol.13（2019.1）vol.14（2019.6）
　うみ・ひと・くらし通信では、シンポジウムの記録や
漁村で行われている活動や活動を支えている人を取材
し、発信しています。

うみ・ひと・くらしシンポジウム
in 塩竃報告書

うみ・ひと・くらしシンポジウム2018 in 塩竃　
2018年9月8日～9日
「多様な経験と価値観をミックスさせたら何が生まれる？」

● 具体的課題を解決する活動

うみ・ひと・くらしミニシンポジウム in 佐賀
2019年5月11日「商談会参加のココロエ」
FCP展示会・商談会シート作成のポイント
写真撮影の基本とポイント
魅力的な写真を撮ってみよう（実技指導）
　ミニシンポジウムは皆さんからの要望に柔軟に対応します。小さなきっか
け作りでも、具体的な手法についてでも、アイディアがあればまずは私たちに
ご連絡ください。一緒に考えて、実践に結び付けていきたいと思います。

皆さんの地域に取材に伺うこともあります。ご協力よろしくお願いします。
また、ご意見や寄稿なども大歓迎です。

● 実践につなげる活動
ジャパン・インターナショナル・シーフードショーへの出展
　昨年に引き続き、シーフードショーに「うみ・ひと・くらし」ブー
スを設け、佐賀市漁村女性の会、漁村女性グループめばる、あこやひ
め、ヤマサ水産、その他、水産高校２校が出展しました。
　大変盛況で、いくつかの商談がまとまりました。
うみ・ひと・くらしフォーラムも活動について展示しました。
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新鮮な小魚を使い、ヘルシーで
カルシウムたっぷりのハート型の

じゃこ天です。

地元で獲れる新鮮な魚介類のすり身
とヒジキを合わせて揚げました。

上灘漁協女性部
（愛媛県）

ラヴじゃこ天 ひじき天

かえりのちりめん、干したエビ、
昆布、大豆、干し大根、ごぼう、
ニンジン、レンコンなどを炒って、
酢と砂糖と、秘密のだしに
漬け込んだ酢大豆です。

酢の中にゲソの焼いた身を刻んで、
それをだしにして作りました。

渦浦漁協女性部
（愛媛県）

魚介入り酢大豆 ちらし寿司

塩茹でにした鯛をフレーク状にして、野菜を合わせて塩コショウ、
醤油、マヨネーズで味付けした餃子です。

原料が通年手に入る商品として開発しました。

愛南漁協女性部
（愛媛県）

タイギョウザ

漁村女性グループが手作りする商品
それは　目の前にある輝くうみとあったかいひとたちに育まれて

くらしを明るく彩る　そんな商品です

おもわずほっこりした気持ちになれる
うみ・ひと・くらし試食会で

うみと　ひとと　くらしをゆっくり楽しんでみませんか？

うみ・ひと

くらし

試食会
松山
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野菜の入ったすり身で
チーズを包み、それをパン粉
で包んで揚げました。

魚のすり身、まろやかさを
つけるチーズと、ふわふわを
出すはんぺん、みじん切りの
ニンジンと玉ネギが入った

春巻きです。

すり身と細かく刻んだ野菜を
入れた餃子です。

餃子にすると魚独特の臭み
や苦さがなくなり、とても
食べやすくなっています。

済美高校食物科学コース
（愛媛県）

チーズボール Theチーズ春巻き すり身揚げ餃子

富士山のような形をしている日本最大級ともいわれる富士柿を使った
ドライフルーツです。高級柿として首都圏に出荷されることが多く、
意外に地元の方が知らないので、規格外のものに付加価値をつけて

商品開発をしました。

株式会社丸京農園
（愛媛県一次産業女子ネットワークさくらひめ）

シュクレア（セミドライ富士柿）

魚島のタコと砥部の七折小梅が入っているコロッケです。
隠し味はマヨネーズです。

済美高校とのコラボ開発商品です！

魚島村漁協女性部
（愛媛県）

魚島梅たころっけ

会場風景

☆上灘漁協女性部とのコラボ活動によるものです。
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環境浄化とリサイクルを目的とした石けんです。
ひどい汚れや魚調理後の流しの臭いもとれる手作りEM石けんです。

ぜひ食前食後に手洗いに使ってください。

遊子漁協女性部
（愛媛県）

EM手作り石けん

トルコの伝統料理のサバサンドを、高知県風にアレンジしてみました。
自分たちが獲ったサバをどうにか皆さんに食べてもらえないかなと

思って考えました。

土佐ひめいち
（高知県）

サバサンド

琵琶湖産のスジエビを
使っています。エビのように

腰が曲がるまで、
まめに長生きできるように
という願いが込めらた
郷土料理です。

琵琶湖の小糸網漁（刺網）で
獲った小鮎の醤油煮です。

岩手県のアミエビという
エビを使って、

これから海のものにも
シフトしていこうと新しく
開発した商品です。

有限会社ヤマサ水産
（滋賀県）

えび豆 小鮎醤油煮 あみえびのうま煮

小さめのちりめんにしょうゆや
砂糖、みりんなどを加えて、

炊かずにそのまま混ぜてふりかけに
しています。

紀伊水道に面した鳴門海域で
養殖しているワカメの茎（元茎）で

作ったきんぴらです。

こまつしま漁と農ゆめ会議
（徳島県）

ちりめんのふりかけ 茎ワカメのキンピラ
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farmer’s kitchen HIMARINO
（愛媛県）

野菜のオイル漬け、フルーツのコンポート（今回は展示のみ）

株式会社あこやひめ
（愛媛県）

アコヤ貝の貝柱のオイル漬けなど（今回はパンフレットのみ）

会場風景
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中
村　

本
日
は
、い
ろ
い
ろ
な
コ
ラ
ボ
の
可
能
性
を

探
る
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
で
す
。私
た

ち
が
愛
媛
で
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
一
つ

を
題
材
に
し
て
、お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
は
、
未
来
は
ど
ん
な
種
を
ま
い
た
か
に
よ
っ

て
で
き
て
い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
生
の
中

で
、
日
々
、
い
ろ
い
ろ
な
小
さ
な
種
を
た
く
さ
ん

ま
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
い
つ
か
花
を

咲
か
せ
て
、
実
を
結
ん
で
い
き
ま
す
。　

人
の
つ
な
が
り
が

大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
む

豊
か
な
産
物
を
産
む
水
産
と
農
業
が
つ

な
が
り
、
い
ろ
い
ろ
な
食
材
同
士
が
つ
な

が
っ
て
い
く
と
、
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
何
と
い
っ
て
も
人
の
つ
な
が
り
が

一
番
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
む
と
思
っ

て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
小
さ
い
学
校
で
も
運
動
会
に
向

か
っ
て
ク
ラ
ス
が
一
致
団
結
し
て
頑
張
っ

た
と
き
に
、
と
て
つ
も
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

生
ま
れ
て
き
ま
す
。
あ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と

だ
ろ
う
と
、
あ
る
と
き
考
え
ま
し
た
。

人
が
一
人
で
頑
張
っ
て
も
、
一
人
は
一
人

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
二
人
が
同
じ
目
標
で
つ

な
が
る
と
、
こ
の
二
人
の
間
に
は
、
一
つ
で

す
が
一
本
の
絆
が
で
き
ま
す
よ
ね
。
こ
れ
が
一
人

加
わ
っ
て
三
人
に
な
る
と
三
本
に
な
り
ま
す
。
人

が
ど
ん
ど
ん
一
人
ず
つ
増
え
て
い
く
ご
と
に
、
絆

が
非
常
に
増
え
て
い
く
。

十
人
の
人
が
集
ま
る
と
、
最
大
四
十
五
本
の
つ

な
が
り
が
で
き
ま
す
。
人
が
三
十
二
人
集
ま
る

と
、
五
百
本
に
な
る
の
で
す
。
き
ょ
う
こ
こ
に
は

百
人
以
上
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
こ
こ
か
ら
生
ま

れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
の
は
す
ご
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

漁
協
女
性
部
と
高
校
生
・
短
大
生
の

コ
ラ
ボ

今
、
愛
媛
県
の
事
業
と
し
て
、
高
齢
化
時
代
に

対
応
し
た
水
産
加
工
品
実
践
活
動
支
援
事
業
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

漁
協
女
性
部
の
皆
さ
ん
は
、
長
年
の
経
験
や
知
恵

が
本
当
に
豊
か
で
す
。
一
方
で
、
高
校
生
は
経
験
・

知
識
が
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の

分
発
想
が
自
由
で
す
。
さ
ら
に
、
そ
れ
が
本
当
に

正
し
い
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
研

究
を
し
て
裏
付
け
て
い
く
実
践
力
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
何
で
も
面
白
い
と
思
っ
た
ら
、
ど
ん

ど
ん
楽
し
く
や
っ
て
し
ま
う
と
い
う
力
も
あ
り
ま

す
。
高
校
生
が
頑
張
る
と
き
に
は
、
マ
ス
コ
ミ
も

含
め
多
く
の
応
援
団
が
誕
生
し
ま
す
。
彼
ら
の
そ

ば
で
先
生
が
い
つ
も
見
守
り
な
が
ら
、
導
い
て
く

だ
さ
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
事
業

に
、「
漁
村
の
夢
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
タ
イ

ト
ル
を
つ
け
、
東
予
・
中
予
・
南
予
の
三
つ
そ
れ

ぞ
れ
に
、
漁
協
女
性
部
と
高
校
生
、
あ
る
い
は
短

大
生
を
コ
ラ
ボ
さ
せ
ま
し
た
。

本
日
参
加
し
て
い
ま
す
済
美
高
校
は
、
中
予
の

漁
協
女
性
部
の
皆
さ
ん
と
二
年
間
コ
ラ
ボ
し
ま
し

た
。南
予
地
区
は
、愛
南
漁
協
女
性
部
と
う
わ
う
み

戸
島
漁
協
女
性
部
、
遊
子
漁
協
の
皆
さ
ま
と
宇
和

島
水
産
高
校
が
コ
ラ
ボ
し
て
い
ま
す
。
東
予
地
区

に
お
き
ま
し
て
は
、今
治
ブ
ロ
ッ
ク
の
漁
協
女
性
部

の
皆
さ
ん
と
、
去
年
か
ら
は
調
理
師
養
成
過
程
の

あ
る
今
治
明
徳
短
期
大
学
の
未
来
の
シ
ェ
フ
を
目

指
し
て
い
る
方
々
と
の
コ
ラ
ボ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
由
な
ア
イ
デ
ア
を
活
か
す

キ
ッ
ク
オ
フ
で
ま
ず
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し

基調講演

私
た
ち
の
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
未
来
に
種
を
ま
こ
う

司
会
進
行
：
関 

い
ず
み

中
村 
和
憲 

氏

食
文
化
・
料
理
研
究
家
／
作
曲
家
（
愛
媛
県
）

松
山
市
出
身
。
T
V
・
ラ
ジ
オ
・
イ
ベ
ン
ト
他
、
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
食
育
・
料
理
監
修
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
、
い
の
ち
の
授
業
等
、「
幸
せ
の
種
ま
き
」
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
愛
媛
県
内
を
中
心
に
活
動
。

県
内
の
商
品
開
発
等
に
広
く
携
わ
る
一
方
、

高
校
生
の
発
想
力
を
取
り
入
れ
地
域
と
つ
な
ぐ
な
ど
新
し
い
手
法
で
取
り
組
む
。

ま
た
、
作
曲
家
と
し
て
も
活
躍
。
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て
、今
年
度
の
進
め
方
を
皆
で
相
談
し
た

後
、実
際
に
商
品
開
発
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
間
、
イ

ベ
ン
ト
も
行
い
ま
す
。
最
初
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、自
己
紹
介
が
終
わ
っ
た

後
、
今
年
は
こ
の
食
材
を
使
い
た
い
、
こ

の
水
産
物
か
ら
何
か
新
し
い
商
品
を
生

み
出
し
た
い
と
い
う
提
案
を
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
自
由

に
出
し
、そ
こ
か
ら
方
向
性
を
決
め
て
い

き
ま
す
。

済
美
高
校
で
は
、
今
年
は
じ
ゃ
こ
天
の

す
り
身
を
使
お
う
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ま
ず
最
初
に
、
四
十
数
人
全
員

が
一
人
ず
つ
自
分
の
ア
イ
デ
ア
を
考
え

て
、
そ
こ
か
ら
や
っ
て
い
き
ま
し
た
。

現
地
で
風
や
人
を
感
じ
る

可
能
な
場
合
は
生
産
地
に
行
き
ま

す
。
今
日
来
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
魚
島

村
漁
協
の
皆
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
魚

島
は
瀬
戸
内
海
の
ど
真
ん
中
に
あ
り
、

か
つ
て
は
人
口
が
千
人
い
た
島
で
す

が
、
現
在
は
百
四
十
六
人
で
、
中
学
生

一
人
、
小
学
生
四
人
の
島
で
す
。
で
も
、

こ
こ
は
瀬
戸
内
海
の
竜
宮
城
と
言
っ
て

も
い
い
ほ
ど
水
産
物
の
豊
か
な
と
こ
ろ

で
す
。

三
年
前
に
魚
島
村
漁
協
に
一
緒
に
行

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
魚
島
に
は

定
期
便
が
広
島
の
因
島
か
ら
し
か
出
て

い
ま
せ
ん
。
ど
う
し
よ
う
と
な
っ
た
と

き
、
魚
島
村
の
漁
協
の
方
々
が
、
高
校

生
ら
二
十
一
人
を
船
で
今
治
ま
で
迎
え

に
き
て
く
れ
ま
し
た
。
や
は
り
現
地
で

風
を
感
じ
た
り
、
新
鮮
な
も
の
に
触
れ

た
り
、
何
よ
り
も
そ
こ
の
人
々
に
触
れ
合
っ
て
、

は
じ
め
て
加
工
品
の
い
い
味
が
出
て
く
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

各
地
で
試
作
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
進
め
て
い

く
と
き
に
、
漁
協
女
性
部
の
い
ろ
い
ろ
な
知
恵
や

技
術
を
私
た
ち
に
伝
承
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
昨

年
、
宇
和
島
水
産
高
校
と
コ
ラ
ボ
で
作
っ
た
、
ヒ

ジ
キ
を
使
っ
た
う
ど
ん
で
は
、
海
藻
を
使
い
な
が

ら
も
不
思
議
と
麺
類
に
ツ
ル
ツ
ル
感
が
出
た
お
い

し
い
う
ど
ん
が
で
き
ま
し
た
。

発
信
と
出
展

一
生
懸
命
や
っ
て
も
外
に
向
か
っ
て
発
信
し

て
い
か
な
い
と
人
に
伝
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
積
極

的
に
発
信
し
て
い
ま
す
。
と
同
時
に
、
実
際
に
あ

る
程
度
商
品
が
で
き
て
き
ま
し
た
ら
出
展
を
し

て
、
お
客
様
の
声
を
聞
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
買
っ
て
く
れ
た
方
全
員
に
高
校
生
が
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
、
こ
の
値
段
で
適
当
か
、
味
は
ど

う
か
、ま
た
食
べ
た
い
か
な
ど
を
質
問
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
百
パ
ー
セ
ン
ト
お
い
し
い
と
い
う
答

え
を
い
た
だ
き
、
自
信
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
松
山
の
大
き
な
祭
り
で
、
思
い
切
っ

て
千
個
を
販
売
し
て
み
た
の
で
す
。
そ
う
し
た

ら
、
両
日
と
も
、
約
三
時
間
で
五
百
個
ず
つ
売
れ

ま
し
た
。
高
校
生
と
漁
協
女
性
部
の
皆
さ
ん
が

協
働
し
、
実
際
に
多
く
の
方
に
お
買
い
上
げ
い

た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
自
信
を
深

め
ま
し
た
。

「
コ
ン
ビ
ニ
で
販
売
し
た
い
！
」

高
校
生
か
ら
は
「
こ
の
コ
ロ
ッ
ケ
を
ロ
ー
ソ
ン

で
売
り
た
い
」
と
い
う
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
済

美
高
校
の
隣
に
あ
る
ロ
ー
ソ
ン
で
売
っ
て
く
れ

た
ら
友
達
が
食
べ
ら
れ
る
の
に
と
い
う
高
校
生



うみ・ひと・くらしシンポジウム 2019 in 松山 10

ら
し
い
、
非
常
に
か
わ
い
い
発
想
か
ら
で
す
。
皆

さ
ん
も
ご
承
知
の
と
お
り
、
こ
れ
は
非
常
に
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
で
す
。
そ
こ
で
「
じ
ゃ
あ
、
自
分
た

ち
で
プ
レ
ゼ
ン
し
よ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

高
校
生
の
実
践
力
の
す
ご
さ
で
す
。
高
校
生
自

ら
が
、
ロ
ー
ソ
ン
の
全
国
お
客
様
相
談
窓
口
に
電

話
を
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
岡
山
の
中
四
国
本

部
や
済
美
高
校
の
隣
の
ロ
ー
ソ
ン
の
店
長
さ
ん
を

含
め
、
ロ
ー
ソ
ン
か
ら
四
人
来
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
そ
の
他
、
多
数
の
企
業
さ
ん
、
テ
レ
ビ
局
に

も
入
っ
て
い
た
だ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
を
し
、
そ
こ
で

揚
げ
た
て
の
コ
ロ
ッ
ケ
を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

彼
女
ら
は
見
事
に
全
部
暗
記
し
て
、
思
い
を
伝

え
る
素
晴
ら
し
い
十
分
間
の
プ
レ
ゼ
ン
を
し
ま
し

た
。
私
た
ち
も
す
ご
く
手
応
え
を
感
じ
、
も
し
か

し
た
ら
と
い
う
期
待
が
あ
り
ま
し
た
が
、
コ
ン
ビ

ニ
さ
ん
か
ら
は
手
が
挙
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
瞬
で
、
高
校
生
の
顔
色
が
変
わ
り
ま
し
た
。

で
も
、
お
礼
に
ち
ょ
っ
と
回
っ
て
ご
ら
ん
と
話
を

し
た
ら
、
企
業
の
方
々
が
温
か
い
言
葉
を
掛
け
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
高
校
生
が
頑
張
っ
て
い
る
こ

と
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
か
ら
こ
そ
、
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
実
際
の
商

品
化
の
段
階
で
は
き
ち
ん
と
対
等
に
向
き
合
っ
て

く
だ
さ
る
。
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
や
っ
て
次
の
宿
題
を
い
た
だ
い
た
わ
け
で

す
。
う
ち
で
売
る
に
は
ち
ょ
っ
と
大
き
す
ぎ
る
。

そ
の
分
値
段
が
抑
え
ら
れ
な
い
。
値
段
を
も
っ
と

こ
う
し
て
ほ
し
い
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題
を
そ

れ
ぞ
れ
の
企
業
ご
と
に
き
ち
ん
と
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
そ
れ
で
ま
た
彼
女
ら
の
や
る
気
に
火
が
つ

い
て
、
こ
の
後
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
っ
た

わ
け
で
す
。
そ
う
や
っ
て
、
思
い
を
一
つ
の
も
の

に
込
め
て
い
く
。
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
な
が

ら
、
デ
ザ
イ
ン
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
に
も
全
部

関
わ
っ
て
、
思
い
を
込
め
た
分
だ
け
そ

れ
が
実
際
に
商
品
に
な
る
と
き
の
力
と

い
う
の
は
大
き
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
、
た
こ
の
コ
ロ
ッ
ケ
は
、
愛

媛
県
庁
漁
政
課
が
健
康
増
進
課
と
コ
ラ

ボ
し
て
く
だ
さ
り
、
ス
ー
パ
ー
セ
ブ
ン

ス
タ
ー
で
夏
菜
彩
弁
当
と
い
う
形
で
発

売
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
販
売

予
定
数
が
一
万
食
だ
っ
た
の
が
三
カ
月

間
で
二
万
食
売
れ
、
好
評
で
し
た
。
人

が
つ
な
が
っ
て
い
く
と
き
、
き
っ
か
け

は
食
材
や
地
域
だ
っ
た
り
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
人
の
パ
ワ
ー
と

い
う
の
は
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

漁
村
体
験
に
も
強
い
関
心

こ
の
事
業
で
は
多
く
の
人
に
つ
な

が
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
が

あ
り
、
昨
年
か
ら
漁
村
体
験
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
て
い
ま
す
。
愛
南
町
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
タ
イ
の
養
殖
場
を
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
タ
イ
の
養
殖

の
い
け
す
の
網
を
洗
う
ロ
ボ
ッ
ト
の
操

縦
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
ま
し

た
。海

鮮
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
は
、
魚
が
苦

手
な
子
も
親
が
び
っ
く
り
す
る
く
ら
い

魚
を
食
べ
ま
し
た
。
愛
南
漁
協
は
大
手

回
転
寿
司
店
に
タ
イ
を
出
荷
し
て
い
ま

す
。
そ
の
時
に
来
て
い
た
三
歳
の
男
の

子
が
、
そ
れ
以
来
、
そ
の
回
転
寿
司
店

に
行
く
と
、「
愛
南
の
タ
イ
を
く
だ
さ

い
」
と
言
う
そ
う
で
す
。
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。

今
年
は
喜
田
会
長
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
今
治
市
の
島
で
、
地
引
網
体
験
な
ど
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を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
七
十
名
の
募
集
に
、

六
百
人
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
海
で
の
体
験
に

皆
さ
ん
す
ご
く
興
味
、
関
心
、
憧
れ
を
持
っ
て
い

る
こ
と
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
食
べ
た
も
の
は
、
必
ず
記
憶
に
残
る
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
旅
行
を
し
た
と
き
に
、
後

で
何
を
思
い
出
す
か
と
い
う
と
、
僕
は
料
理
と
い

う
よ
り
は
食
材
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
例
え

ば
、
北
海
道
で
食
べ
た
ボ
タ
ン
エ
ビ
や
イ
カ
が
お

い
し
か
っ
た
と
か
で
す
。
そ
う
い
う
風
な
記
憶
の

残
し
方
に
つ
な
げ
て
い
け
た
ら
い
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

思
い
が
け
ず
、つ
な
が
っ
て
い
く

こ
の
事
業
で
は
、
今
度
は
消
費
者
の
皆
さ
ん
を

つ
な
げ
る
イ
ベ
ン
ト
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
考
え
た
の
が
、
お
さ
か

な
食
堂
で
す
。
最
初
は
、
お
さ
か
な
レ
ス
ト
ラ
ン

と
い
う
名
前
を
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
や
は
り

女
性
部
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
雰
囲
気
と
か
を
考
え

た
と
き
に
、
こ
れ
は
食
堂
の
ほ
う
が
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昨
年
、
愛
媛
県
で
一
番
大
き
い
エ
ミ
フ

ル
と
い
う
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
食
品
館
の

催
事
場
で
、
お
さ
か
な
食
堂
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

そ
の
時
に
、
Q
R
コ
ー
ド
を
作
り
、
フ
ラ
イ

パ
ン
一
つ
で
ソ
テ
ー
が
で
き
ま
す
と
い
う
レ
シ
ピ

を
開
発
・
開
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
そ
の
後
、

思
い
が
け
な
い
こ
と
に
、
英
語
に
翻
訳
さ
れ
、
今

年
、
七
月
に
ア
メ
リ
カ
の
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で
行
わ

れ
た
見
本
市
に
、
愛
媛
県
庁
漁
政
課
の
皆
さ
ん

が
、
ブ
リ
を
こ
の
味
で
持
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
方
々
に
も
非
常
に
好
評

だ
っ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
思
い
が
け
な

い
こ
と
が
つ
な
が
っ
て
い
っ
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
に
種
を
ま
く

人
を
つ
な
ぎ
、
食
材
が
つ
な
が
っ
て

い
く
。
去
年
、
ど
う
や
っ
た
ら
未
来
に

も
っ
と
種
を
ま
け
る
の
か
と
考
え
ま
し

た
。
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
子
ど
も
た
ち

で
す
。

こ
れ
は
、
私
の
中
に
強
い
思
い
が
あ

り
ま
す
。
人
間
の
味
覚
の
基
本
形
は
、

大
体
七
歳
か
ら
九
歳
ま
で
に
ほ
ぼ
出
来

上
が
り
ま
す
。
そ
の
頃
食
べ
て
い
た
も

の
と
い
う
の
は
、
大
人
に
な
っ
て
何
十

年
か
た
つ
と
、
必
ず
そ
こ
に
戻
り
、
ま

た
食
べ
た
く
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
僕

は
、
春
の
ツ
ク
シ
が
好
き
で
す
。
子
ど

も
の
時
、
一
緒
に
採
っ
た
ツ
ク
シ
を
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
卵
と
じ
に
し
て
く
れ
る

と
苦
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

三
十
五
歳
を
過
ぎ
た
ぐ
ら
い
か
ら
、
三

月
が
来
る
と
ツ
ク
シ
を
食
べ
た
く
な
り

ま
す
。
皆
さ
ん
は
そ
う
い
う
こ
と
は
な

い
で
す
か
。

学
校
の
給
食
で
も
、
中
学
時
代
よ
り

も
小
学
校
の
低
学
年
の
頃
に
食
べ
た
も

の
の
ほ
う
が
記
憶
に
残
っ
て
い
る
は
ず

で
す
。
こ
れ
が
人
間
の
舌
の
仕
組
み
な

の
で
す
。
九
歳
だ
と
、
小
学
校
三
年
生

ぐ
ら
い
ま
で
に
食
べ
た
も
の
と
い
う
の

が
、
一
生
の
記
憶
に
残
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
時
期
、
子
ど
も
が
食
べ
て
い
る
も

の
は
、
子
ど
も
が
自
分
で
決
め
て
い
ま

せ
ん
。
周
り
の
大
人
が
決
め
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
未
来
の
た
め
に
、
今
の
子
ど

も
た
ち
の
健
康
や
未
来
の
た
め
に
、
私

た
ち
が
き
ち
ん
と
食
べ
る
も
の
を
決
め

て
あ
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
う
い

う
責
任
を
大
人
は
背
負
っ
て
い
ま
す
。
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ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
目
標
は
、

地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
給
食

そ
こ
で
、
今
年
の
こ
の
事
業
で
の
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
の
目
標
は
、
愛
媛
県
の
学
校
給
食
で
す
。
実

は
、
私
、
長
年
愛
媛
県
の
学
校
給
食
会
の
理
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
給
食
人
口
は
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
松
山
市
の
場
合
は
四
万
人
ぐ

ら
い
い
ま
す
。
一
食
当
た
り
の
予
算
は
小
学
校
が

二
百
三
十
円
、
中
学
校
が
二
百
八
十
円
で
す
。
そ

の
う
ち
大
き
な
お
か
ず
に
使
え
る
金
額
は
、
大
体

平
均
八
十
円
、
最
大
で
百
円
ぐ
ら
い
で
す
。
こ
の

よ
う
に
学
校
給
食
は
、
予
算
や
食
材
サ
イ
ズ
の
制

約
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

で
も
、
や
は
り
未
来
の
た
め
、
小
学
生
の
と
き

に
愛
媛
の
お
い
し
い
水
産
物
を
給
食
で
食
べ
さ
せ

て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
給
食
か
と
い
う

と
、
全
て
の
子
ど
も
た
ち
に
同
じ
よ
う
に
し
て
あ

げ
ら
れ
る
の
は
、
給
食
だ

け
な
の
で
す
。

今
年
は
最
初
か
ら
出

口
を
決
め
て
、
商
品
開
発

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
私

は
、
昨
年
の
県
内
の
別
の

事
業
で
、
東
中
南
予
の
小

学
生
が
考
え
る
給
食
献
立

を
実
現
す
る
と
い
う
こ
と

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学

校
給
食
会
の
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
化
に

関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
愛
媛
県

の
給
食
会
も
県
産
品
を

使
い
、
こ
の
二
年
間
で
約

八
十
の
P
B
商
品
を
開
発

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
給

食
人
口
の
減
少
の
な
か
で

の
財
源
確
保
の
た
め
で

す
。
こ
れ
を
さ
ら
に
増
や

し
て
い
き
た
い
。

と
こ
ろ
が
、
水
産
加
工

品
と
い
う
の
は
、
非
常
に

難
し
い
の
で
す
。
な
ぜ
か

と
い
う
と
、
給
食
と
い
う

の
は
公
平
さ
が
前
提
と
し

て
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
魚
を
出
そ
う
と

思
っ
た
ら
形
が
揃
い
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
加

工
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
給
食
で

出
す
た
め
に
、
今
年
は
、
済
美
高
校
、
宇
和

島
水
産
高
校
の
生
徒
さ
ん
、
今
治
明
徳
短
大

の
学
生
さ
ん
と
試
作
し
ま
し
た
。
未
来
の

シ
ェ
フ
た
ち
が
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
開
発

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

人
は
食
材
や
人
の
つ
な
が
り
、
地
域
な
ど

を
通
し
て
、
ふ
る
さ
と
の
素
晴
ら
し
さ
に
気

が
付
き
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
郷
土
愛
を
深
め

て
い
く
こ
と
が
、
人
生
の
自
己
肯
定
感
を
非

常
に
大
き
く
す
る
力
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は

高
校
生
ま
で
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
子
供
た
ち

に
は
ふ
る
さ
と
愛
媛
や
高
校
時
代
の
い
ろ

い
ろ
な
思
い
出
と
か
豊
か
な
も
の
を
た
く

さ
ん
持
っ
て
、
今
後
の
人
生
を
送
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

出
会
い
が
大
き
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
む

振
り
返
り
ま
す
と
、
漁
協
女
性
部
と
学

生
を
コ
ラ
ボ
さ
せ
よ
う
と
い
う
、
こ
こ
か

ら
全
て
が
始
ま
り
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
方

や
メ
デ
ィ
ア
の
方
の
応
援
や
地
域
イ
ベ
ン

ト
へ
の
出
展
、
そ
し
て
、
今
は
給
食
で
の
メ

ニ
ュ
ー
採
用
を
目
指
し
て
、
給
食
会
の
商
品

の
加
工
企
業
さ
ん
や
小
売
企
業
さ
ん
と
も

つ
な
が
り
も
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
人
が
つ

な
が
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
だ
け
い
ろ
い

ろ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
ま
す
。

は
じ
め
に
、
人
が
三
十
二
人
つ
な
が
り

皆
が
本
当
に
同
じ
気
持
ち
で
一
つ
の
方
向

を
向
い
た
ら
、
五
百
人
分
だ
と
い
う
よ
う

な
計
算
を
し
ま
し
た
。
昔
か
ら
、
本
当
に
志

が
あ
る
人
が
二
十
人
集
ま
っ
た
ら
国
は
変
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わ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
日
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
同
じ
思
い
や
同
じ

課
題
を
抱
え
た
同
士
が
出
会
っ
た

ら
、
も
っ
と
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

生
む
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
魚
島
村
の

コ
ロ
ッ
ケ
は
、
昨
年
度
九
月
に
水
産

庁
の
長
官
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

済
美
高
校
の
先
輩
た
ち
は
、
昨
年
、

愛
媛
県
の
E
G
F
ア
ワ
ー
ド
の
グ

ラ
ン
プ
リ
を
、
高
校
生
と
し
て
初
め

て
受
賞
し
ま
し
た
。
魚
島
の
コ
ロ
ッ

ケ
の
取
り
組
み
に
一
緒
に
コ
ラ
ボ
し

た
お
互
い
同
士
が
、
素
晴
ら
し
い
賞

を
受
け
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

人
が
つ
な
が
っ
た
と
き
に
、
い
っ

ぱ
い
化
学
変
化
を
起
こ
し
ま
す
。
今

は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
課
題
が
多
い

大
変
な
時
代
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

う
い
っ
た
し
ん
ど
い
時
代
を
乗
り
切

れ
る
秘
訣
は
、人
の
つ
な
が
り
で
す
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
元
気
な
活
動

の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
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副
島　

皆
さ
ん
、
今
か
ら

み
ん
な
で
ト
ー
ク
を
開
始

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
う
み
・
ひ
と
・
く
ら
し

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
副
島
で
す
。

ま
ず
は
四
人
の
パ
ネ
リ
ス

ト
に
自
己
紹
介
を
兼
ね
て

活
動
の
報
告
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

愛
媛
県
の

漁
協
女
性
部
の
活
動
と

渦
浦
漁
協
の

来
島
き
っ
ち
ん

喜
田　

今
か
ら
愛
媛
県
漁

協
女
性
連
、
今
治
ブ
ロ
ッ
ク

の
こ
と
、
そ
れ
か
ら
私
が
所

属
し
ま
す
渦
浦
漁
協
に
つ

い
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
愛
媛
県
漁
協
女
性

連
の
部
員
数
は
五
百
二
十

人
。
す
ご
く
減
っ
て
い
ま
す

が
、
あ
る
意
味
、
活
気
あ
ふ

れ
た
や
る
気
の
あ
る
人
が

残
っ
て
い
ま
す
。

活
動
は
花
を
植
え
る
漁
港
美
化
、
販
売
を
す

る
商
品
レ
ビ
ュ
ー
事
業
で
す
。
そ
し
て
、
活
動
力

ア
ッ
プ
事
業
で
す
。
こ
れ
は
新
し
く
何
か
事
業
を

す
る
人
と
か
、
こ
ん
な
機
械
が
欲
し
い
と
い
う
人

が
、
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
か

ら
、
中
村
先
生
が
担
当
く
だ
さ
っ
て
い
る
加
工
品

実
践
活
動
支
援
事
業
で
す
。
今
治
ブ
ロ
ッ
ク
は
今

治
明
徳
短
期
大
学
と
コ
ラ
ボ
し
て
い
ま
す
。
総
会

の
と
き
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
持
ち
寄
っ
た
も
の
の
試

食
も
し
ま
す
。

今
治
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
八
漁
協
が
あ
り
ま
す
が
、

魚
島
、
上
島
、
弓
削
な
ど
島
が
多
い
で
す
。
そ
の

た
め
郷
土
料
理
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
去
年
は
大

浜
漁
協
女
性
部
が
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
さ

い
お
店
で
す
が
、
馬
力
が
あ
り
審
査
員
の
先
生
か

ら
も
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

渦
浦
漁
協
の
来
島
き
っ
ち
ん
は
、
平
成
十
一
年

に
橋
が
開
通
し
た
と
同
時
に
始
め
ま
し
た
。
は
じ

め
は
す
ご
い
人
で
、
て
ん
や
わ
ん
や
で
し
た
。
そ

れ
か
ら
二
年
間
は
、
私
た
ち
の
じ
ゃ
こ
天
が
す
ご

く
売
れ
ま
し
た
。
視
察
に
来
た
方
か
ら
運
営
費
は

ど
う
し
た
の
と
心
配
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
売
れ

す
ぎ
て
困
る
く
ら
い
で
し
た
。
今
年
は
橋
が
で
き

て
二
十
周
年
と
い
う
こ
と
で
、
私
た
ち
の
活
動
も

二
十
年
に
な
り
ま
す
。
早
か
っ
た
よ
う
で
遅
か
っ

た
よ
う
な
あ
っ
と
い
う
間
の
二
十
年
で
し
た
。

「
あ
ん
た
の
と
こ
ろ
の
じ
ゃ
こ
天
じ
ゃ
な
い
と
い

か
ん
。
ほ
か
の
は
食
べ
れ
ん
」
と
言
っ
て
く
れ
る

お
客
さ
ん
が
姫
路
、
広
島
、
岡
山
、
そ
れ
か
ら
西

条
、
松
山
の
ほ
う
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
か
ら
、

今
も
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
渦
浦
漁
協
は
一
本
釣
り
な
ど
が
多
い

漁
協
で
す
が
正
組
合
員
が
少
な
い
た
め
、
前
組
合

長
が
漁
業
に
携
わ
っ
て
い
る
漁
業
者
の
妻
も
正
組

合
員
に
し
て
は
と
い
う
こ
と
で
、
妻
も
出
資
し
て

正
組
合
員
に
な
っ
て
い
ま
す
。

寒
ヒ
ジ
キ
の
採
捕
は
場
所
に
よ
っ
て
違
い
ま

す
が
、
私
た
ち
は
三
月
の
終
わ
り
ぐ
ら
い
で
や
め

ま
す
。
雪
が
パ
ラ
パ
ラ
降
っ
て
も
、
朝
早
く
四
時

頃
に
起
き
て
、
五
時
に
行
っ
て
採
り
ま
す
。
ヒ
ジ

キ
は
炊
い
て
加
工
し
て
、
販
売
に
持
っ
て
い
っ
て

い
ま
す
。
採
っ
て
き
た
の
を
一
週
間
ぐ
ら
い
水

に
浸
し
、
あ
く
抜
き
を
し
ま
す
。
炊
い
て
干
す
の

は
、
一
日
中
長
靴
を
履
い
て
す
る
大
変
な
仕
事
で

す
。
で
も
、
渦
浦
の
ヒ
ジ
キ
は
有
名
で
、
全
国
か

ら
引
っ
張
り
だ
こ
で
す
。
ヒ
ジ
キ
を
袋
詰
め
を
す

る
と
、
売
り
物
に
な
ら
な
い
粉
が
た
く
さ
ん
出
ま

す
。
そ
れ
を
入
れ
て
揚
げ
た
長
寿
じ
ゃ
こ
天
も
売

り
出
し
て
い
ま
す
。

うみ・ひと・くらしフォーラム

司
会
進
行
：
副
島 

久
実
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先
日
は
家
族
経
営
協
定

を
し
ま
し
た
。「
私
の
と
こ

ろ
は
跡
取
り
が
い
な
い
か

ら
、
も
う
こ
の
代
で
漁
業
は

終
わ
り
な
の
で
、
家
族
経
営

協
定
は
で
き
な
い
」
と
言
う

の
に
、「
い
や
、夫
婦
二
人
だ

け
で
も
で
き
ま
す
」
と
い
う

こ
と
か
ら
で
す
。
結
婚
し
て

何
十
年
た
っ
て
第
二
の
人

生
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

よ
う
で
涙
が
出
ま
し
た
。
そ

う
し
た
ら
、
皆
さ
ん
か
ら
、

「
結
婚
式
よ
り
も
涙
が
出
る

の
う
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

中
村
先
生
が
言
わ
れ
た

よ
う
に
、
一
人
で
は
何
も
で

き
ま
せ
ん
。
漁
協
の
女
性
部

が
仲
間
に
な
る
と
、
強
い
の

で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

で
き
ま
す
。
今
日
は
こ
れ
を

強
調
し
た
い
で
す
。

「
真
珠
の
輝
き
は
絆
の

輝
き
、企
業
組
合
で

つ
か
ん
だ
夢
、

株
式
会
社
化
で
さ
ら
に

展
開
」あ
こ
や
ひ
め

武
部　

株
式
会
社
あ
こ
や

ひ
め
の
代
表
の
武
部
で
す
。

今
日
は
娘
に
話
し
役
を
譲

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

阿
部　

娘
で
取
締
役
の
阿

部
で
す
。
母
で
代
表
の
武
部

に
は
、
朝
四
時
半
か
ら
夕
方

の
五
時
ま
で
、
毎
日
十
二
時
間
こ
き
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
私
に
は
三
歳
か
ら
小
学
校
三
年
生
ま
で
の

三
人
の
子
供
が
い
ま
す
。

あ
こ
や
ひ
め
は
平
成
十
八
年
に
発
足
し
ま
し

た
。
宇
和
島
市
は
、
真
珠
の
生
産
量
が
日
本
一
を

誇
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
十
七
年
に
貝
の
大
量
へ

い
死
が
あ
り
ま
し
た
。
男
性
陣
は
落
胆
の
色
を
隠

せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
母
や
真
珠
養
殖
の
妻
た
ち

は
地
元
を
盛
り
上
げ
ら
れ
な
い
か
と
、
漁
協
女
性

部
の
加
工
部
を
作
り
ま
し
た
。

翌
年
、
助
成
事
業
を
活
用
し
企
業
組
合
あ
こ
や

ひ
め
が
誕
生
し
ま
し
た
。
助
成
事
業
で
急
速
冷
凍

庫
や
、
各
種
調
理
器
を
揃
え
ま
し
た
。
真
珠
貝
か

ら
は
、
身
に
着
け
る
真
珠
と
同
時
に
、
貝
柱
が
採

れ
ま
す
。
貝
柱
を
使
っ
て
真
珠
産
業
を
ア
ピ
ー
ル

し
よ
う
と
作
っ
た
の
が
、「
あ
こ
や
ち
ま
き
」で
す
。

こ
の
頃
は
、
漁
協
の
二
階
を
一
万
円
で
借
り
、
加

工
し
て
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
し
た
。

あ
こ
や
ひ
め
は
そ
の
時
、
組
合
員
十
四
名
と
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
三
名
で
し
た
。食
品
加
工
部
以
外
に
、

製
品
に
な
ら
な
い
玉
を
活
か
し
て
パ
ー
ル
パ
ー

テ
ィ
ー
と
呼
ぶ
真
珠
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
制
作
体

験
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
販
売
を
し
て
い
ま
し
た
。

あ
こ
や
ひ
め
の
成
功
の
秘
訣
は
、
日
々
戦
い
続

け
る
こ
と
と
柔
軟
な
考
え
を
持
つ
こ
と
で
す
。
何

か
で
き
な
い
か
、
こ
う
い
う
も
の
は
食
べ
ら
れ
な

い
か
、
売
れ
な
い
か
と
日
々
試
行
錯
誤
し
て
い
ま

し
た
。「
あ
こ
や
ち
ま
き
」
の
次
は
、
う
ち
の
看
板

商
品
で
あ
る
「
パ
ー
ル
コ
ロ
ッ
ケ
」
で
す
。
貝
柱

を
刻
ん
で
野
菜
と
炒
め
て
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
和
え

た
コ
ロ
ッ
ケ
で
す
。
初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
出
品
で

一
日
で
千
個
売
れ
、
す
ご
く
達
成
感
が
あ
り
ま
し

た
。
い
ま
千
個
ま
で
は
い
か
な
い
で
す
か
ね
。

武
部　

作
ら
な
い
か
ら
。

阿
部　

突
っ
込
み
が
入
り
ま
す
。
そ
う
で
す
ね
。

今
は
手
が
足
り
な
く
て
作
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も

一
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
五
百
個
以
上
は
確
実
に
売

れ
る
主
力
商
品
に
は
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
こ
や
ひ

め
の
年
間
売
上
金
額
は
ス
タ
ー
ト
の
百
五
十
万

円
か
ら
、
平
成
二
十
年
度
に
八
百
万
円
に
な
り

ま
し
た
。
平
成
二
十
年
度
は
、
四
畳
半
の
お
弁
当

屋
さ
ん
を
建
て
、
私
の
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
が
や
っ

て
八
百
万
で
し
た
。
道
の
駅
の
き
さ
い
や
広
場
が

で
き
た
翌
年
の
二
十
一
年
に
は
、
そ
こ
に
テ
ナ
ン

ト
と
し
て
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
お
か

げ
で
、
コ
ロ
ッ
ケ
や
貝
柱
の
か
き
揚
げ
、
お
弁
当

が
重
宝
さ
れ
て
、
翌
年
に
は
二
千
万
円
、
二
十
三

年
に
は
二
千
六
百
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
頃

か
ら
、
売
上
は
大
体
二
千
五
百
万
円
程
度
を
保
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
店
の
ス
ペ
ー
ス
約
八
畳

に
、
冷
蔵
庫
、
フ
ラ
イ
ヤ
ー
、
ス
チ
ー
ム
コ
ン
ベ

ク
シ
ョ
ン
が
入
り
、
残
り
の
机
二
枚
分
ぐ
ら
い
が

人
の
作
業
ス
ペ
ー
ス
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
は
現
在
、
午
前
三
人
、
午
後
一
人
と
い
う

体
制
で
す
。
母
の
夢
だ
っ
た
真
珠
P
R
は
後
廻
し

で
し
た
。
販
売
ス
ペ
ー
ス
が
な
か
っ
た
の
で
す
。

い
つ
か
自
店
舗
を
持
ち
た
い
と
い
う
そ
の
夢
が
三

年
前
に
や
っ
と
か
な
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
は
黒
字
経
営
で
落
ち
着
い
て
き

た
頃
で
し
た
が
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
さ
ら
な

る
雇
用
を
進
め
た
い
と
、
株
式
会
社
あ
こ
や
ひ
め

を
設
立
し
ま
し
た
。
育
児
世
代
や
旦
那
か
ら
独
立

し
た
い
女
性
に
と
っ
て
は
、
社
会
保
険
も
厚
生
年

金
も
欲
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
メ
ン

バ
ー
で
法
人
化
に
つ
い
て
話
を
し
、
母
を
代
表
と

す
る
株
式
会
社
に
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
私
の
世

代
が
三
〜
四
名
、
さ
ら
に
下
の
世
代
も
入
り
ま
し

た
。
ス
タ
ッ
フ
間
の
交
流
を
欠
か
さ
な
い
よ
う
、

年
一
回
は
食
事
会
な
ど
を
開
い
て
い
ま
す
。

本
当
は
三
年
前
の
「
い
や
し
博
」
に
向
け
て
店

舗
を
建
て
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
銀
行
さ
ん
か
ら

な
か
な
か
融
資
の
オ
ー
ケ
ー
が
出
ず
、
施
設
が
建

愛媛県今治市吉海町出身。渦浦漁協女性部部長、
愛媛県漁協女性部連合会会長等を務めています。道
の駅「いきいき館」横の「来島きっちん」では、「島
じゃこ天」等の実演販売や漁業体験交流を通じて漁
村の素晴らしさや漁業の魅力を知ってもらおうと「地
引網体験」も行っています。

2012年に主人の実家がある、内子町大瀬に帰ること
をきっかけに就農。今は、家族で柿、ブドウ、キュウリ
の生産をしています。
2018年4月に5名の農業女子仲間と共に「農業女子

グループぷらいまりぃ」を立ちあげました。
2018年１月には「farmer's kitchen HIMARINO」

のブランドで野菜のオイル漬け、コンポートなどの商品
作りにも着手しています。

主人が脱サラし平成28年12月から山口県防府市
の向島で新規就業者となり、私も心機一転しようと
思い一緒についてきました。夫は今年の6月に独立。
陸の上で何か海や船に関わりながら楽しくやって

いける仕事がないか…模索中です。

「あこやひめ」は地元の特産品
を使った食にこだわる店です。現
在、宇和島市内に本社のカフェレ
ストランと道の駅きさいや広場に
テナント店の2店舗を運営してい
ます。

喜田 ヒサ子 氏

谷岡 真衣 氏小林 望 氏

武部 月美 氏 ／ 阿部 祐加 氏
愛媛県漁協女性部連合会 会長　（愛媛県）

たにおか農園　（愛媛県）

（山口県）

株式会社あこやひめ 代表取締役社長、取締役　（愛媛県）

パネリスト
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ち
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
近
く
の
企
業
や

県
か
ら
お
声
掛
け
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
企
業
か

ら
施
設
を
借
り
て
ア
ク
セ
サ
リ
ー
制
作
体
験
や
タ

コ
の
代
わ
り
に
真
珠
の
貝
柱
を
使
っ
た
「
あ
こ
焼

き
」
の
販
売
、
お
弁
当
作
り
な
ど
の
仕
事
で
す
。

県
か
ら
お
声
掛
け
い
た
だ
い
た
「
う
み
し
ご
と

キ
ッ
ズ
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
で
は
、
親
子
合
わ

せ
て
百
三
十
名
の
制
作
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
い
や
し
博
終
了
直
前
の
十
一
月

の
一
日
に
や
っ
と
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
自
店
舗

で
最
大
三
十
五
名
ま
で
真
珠
の
制
作
体
験
や
真
珠

の
勉
強
会
が
で
き
ま
す
。

飲
食
部
門
で
は
、
普
通
の
定
食
屋
さ
ん
み
た
い

に
と
ん
か
つ
定
食
な
ど
も
作
っ
て
い
ま
す
が
、
う

ち
で
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
も
の
を
提
供
す
る
の
が

目
標
で
す
。
宇
佐
水
産
が
朝
に
仕
入
れ
た
貝
を
そ

の
ま
ま
入
れ
る
人
気
の
和
ラ
ン
チ
は
、
貝
柱
の
コ

ロ
ッ
ケ
と
か
き
揚
げ
で
す
。
ソ
フ
ト
干
物
の
乾
燥

機
で
二
時
間
乾
燥
し
た
も
の
を
焼
い
て
出
す
う
ま

み
干
し
は
、
う
ち
で
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
も
の
で

す
。
マ
ダ
イ
の
ク
リ
ー
ム
パ
ス
タ
も
、
女
性
に
も

男
性
に
も
結
構
人
気
で
す
。
貝
柱
の
オ
イ
ル
パ
ス

タ
も
あ
り
ま
す
。

三
年
前
に
は
、
え
ひ
め
国
体
の
お
弁
当
を
請
け

負
い
ま
し
た
。
十
日
間
の
開
催
で
、
当
初
約
八
日

間
だ
っ
た
の
で
す
が
、
追
加
で
約
十
一
日
間
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
期
間
中
は
、
日
に
三
百
個
で
合

計
三
千
個
作
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
若
い
世
代

だ
っ
た
ら
、
も
う
こ
れ
だ
け
で
十
分
な
と
こ
ろ
、

代
表
が
無
理
や
り
ラ
ン
チ
も
す
る
と
言
う
の
で
、

私
た
ち
も
朝
の
三
時
か
ら
店
に
出
ま
し
た
。
子
ど

も
が
起
き
て
学
校
に
行
く
時
間
帯
に
一
度
帰
宅

し
、
も
う
一
度
職
場
に
U
タ
ー
ン
で
す
。
こ
の
時
、

宇
和
島
で
働
い
て
い
る
母
の
世
代
の
方
は
み
ん
な

睡
眠
時
間
が
毎
日
二
〜
三
時
間
で
し
た
。
何
と
か

乗
り
越
え
ま
し
た
。
地
域
の
養
殖
経
営
体
か
ら
の

弁
当
の
注
文
も
あ
り
ま
す
。
ど
こ
か
一
軒
が
頼
む

と
、
他
か
ら
も
注
文
が
ま
と
ま
っ
て
き
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

地
元
の
企
業
さ
ん
に
は
恩
が
あ
り
、
ま
た
、
地

元
の
代
表
企
業
に
な
る
た
め
、
地
域
に
対
し
て
は

丁
寧
な
対
応
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
か
ら
の
観
光
客
対
象
の
制
作
体
験
や
中
学
生
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
る
他
に
、
梅
ま
つ
り

や
し
ょ
う
ぶ
祭
り
、
し
ら
う
お
祭
り
な
ど
で
は
、

イ
ベ
ン
ト
出
展
も
し
て
い
ま
す
。
三
十
年
目
の
結

婚
の
記
念
に
真
珠
を
贈
る
イ
ベ
ン
ト
で
も
、
制
作

体
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
忙
し

い
日
々
な
の
で
す
が
、
ラ
ッ
キ
ー
な
こ
と
に
年
に

一
回
は
N
H
K
さ
ん
や
、
南
海
放
送
さ
ん
な
ど
地

元
の
放
送
局
が
来
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
こ
で
営

業
を
し
て
次
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

武
部　

今
年
は
初
め
て
シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
行
っ
た
か
い
が

あ
り
、
三
〜
四
件
の
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
新
し
い
出
会
い
が
あ
り
、
私
た
ち
の
加
工

品
を
求
め
て
く
れ
る
人
が
い
ま
す
。
現
在
は
、
常

勤
雇
用
が
一
名
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
が
九
名
、
私

た
ち
含
め
て
合
計
十
三
名
で
す
。
一
見
う
ま
く

い
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
正
直
な

と
こ
ろ
施
設
が
無
駄
に
広
く
、
建
物
の
借
金
と
固

定
資
産
税
の
支
払
い
に
奮
闘
す
る
毎
日
で
す
。
そ

れ
で
も
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
新
し
く
加
工
品
を

作
っ
た
矢
先
に
、
ま
た
稚
貝
の
大
量
へ
い
死
が
あ

り
ま
し
た
。

阿
部　

ど
う
に
か
も
う
一
回
盛
り
返
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
大
量
へ
い
死
は
私
た
ち

に
対
す
る
試
練
で
す
。
自
分
は
乗
り
越
え
て
い
こ

う
と
勝
手
に
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

武
部　

こ
ん
な
感
じ
の
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す

が
、
結
構
楽
し
ん
で
や
っ
て
い
ま
す
。

副
島　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ち
ょ
い

ち
ょ
い
本
音
の
ぼ
や
き
も
入
り
な
が
ら
、
面
白

か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

山
口
県
へ
の
移
住
、

新
規
漁
業
就
業
者
の
妻

副
島　

次
は
山
口
県
か
ら
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た

小
林
さ
ん
で
す
。
三
年
前
に
旦
那
さ
ん
が
ハ
モ
の

漁
師
さ
ん
に
な
っ
た
ば
か
り
の
奥
様
で
す
。
二
歳

の
息
子
さ
ん
と
親
子
で
登
壇
で
す
。

小
林　

山
口
県
防
府
市
の
向
島
か
ら
来
ま
し
た

小
林
で
す
。
奈
良
県
で
生
ま
れ
育
ち
暮
ら
し
て
い

た
の
で
す
が
、
あ
る
日
、
突
然
主
人
が
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
を
辞
め
る
と
言
い
出
し
た
の
で
、
辞
め
て
も

い
い
と
話
を
し
た
ら
、
本
当
に
次
の
日
に
辞
め
て

き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
何
を
す
る
の
か
と
様
子
を

見
て
い
た
ら
、
漁
師
に
な
る
と
言
い
出
し
て
、
山

口
県
に
来
た
と
い
う
の
が
経
緯
で
す
。

大
学
生
の
上
の
娘
か
ら
奈
良
に
残
り
た
い
と
言

わ
れ
、
当
初
、
私
も
主
人
だ
け
山
口
に
行
か
せ
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
途
中
で
、
気

分
転
換
み
た
い
な
感
じ
で
行
っ
て
み
よ
う
か
と
思

い
、
娘
を
奈
良
に
残
し
、
山
口
に
き
ま
し
た
。

下
の
子
が
生
ま
れ
る
頃
に
山
口
に
来
ま
し
た

の
で
、
初
め
の
頃
は
仕
事
を
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

山
口
県
で
は
夏
に
は
ハ
モ
を
た
く
さ
ん
獲
り
、

そ
れ
を
関
西
の
ほ
う
に
出
荷
し
ま
す
。
活
魚
出
荷

み
ん
な
で
ト
ー
ク
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の
前
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
ハ
モ
は
普
通
捨
て
ら
れ

て
し
ま
う
の
で
す
が
、
死
ん
だ
ハ
モ
が
も
っ
た
い

な
い
か
ら
と
女
性
た
ち
が
死
ん
だ
ハ
モ
を
全
部
さ

ば
い
て
、
か
ま
ぼ
こ
用
に
お
ろ
す
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
か
ま
ぼ
こ
が
作
れ
る
状
態
に
魚
を

さ
ば
い
て
出
荷
を
し
て
い
ま
す
。
あ
と
は
近
所
の

か
ま
ぼ
こ
屋
さ
ん
が
作
る
か
ま
ぼ
こ
と
か
、「
魚

ろ
っ
け
」
と
言
っ
て
、
魚
の
す
り
身
で
作
る
じ
ゃ

こ
天
や
コ
ロ
ッ
ケ
の
材
料
に
な
る
も
の
を
、
私
た

ち
が
さ
ば
く
と
こ
ろ
ま
で
や
っ
て
い
ま
す
。

私
は
陸
上
作
業
の
手
伝
い
は
し
て
い
る
の
で
す

が
、
船
の
こ
と
が
全
然
分
か
り
ま
せ
ん
。
周
り
の

人
か
ら
は
、
ゆ
く
ゆ
く
は
一
緒
に
船
に
乗
っ
て
出

る
の
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
も
、
私
は

全
然
そ
の
気
は
な
く
、
海
に
は
出
ず
に
陸
の
上
で

何
か
海
に
携
わ
れ
る
仕
事
が
し
た
い
と
思
い
、
今

は
魚
を
さ
ば
く
程
度
の
と
こ
ろ
を
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

今
後
は
何
か
し
て
い
き
た
い
と
思
う
の
で
す

が
、
私
が
個
人
的
に
感
じ
て
い
る
の
は
、
田
舎
の

島
に
住
ん
で
い
る
女
性
の
方
は
、
何
か
を
や
ろ
う

と
い
う
気
持
ち
の
少
な
い
方
が
大
半
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
女
性
た
ち
で
何
か
を
立
ち
上
げ
よ
う
と

い
う
人
が
私
の
周
り
に
は
い
な
い
の
で
、
皆
さ
ん

の
経
験
を
聞
い
て
、
そ
れ
を
自
分

の
と
こ
ろ
の
島
に
持
ち
帰
り
何
と

か
漁
協
の
人
た
ち
の
力
を
借
り
な

が
ら
、
私
た
ち
に
し
か
で
き
な
い

何
か
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
、

こ
う
い
う
場
に
参
加
を
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
い
ろ
い

ろ
な
ア
イ
デ
ア
や
、
経
験
談
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　結
婚
を
き
っ
か
け
に
し
た

農
業
従
事
後
に
、

加
工
販
売
・
一
次
産
業

女
子
グ
ル
ー
プ
作
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ

谷
岡　

愛
媛
県
内
子
町
の
山
間
部

で
、
家
族
と
柿
や
キ
ュ
ウ
リ
の
生

産
を
し
て
、ま
た
個
人
で「farm

er’
s kitchen H

IM
A
R
IN
O

」
と
い

う
名
前
で
野
菜
の
瓶
詰
め
の
製
造

販
売
を
し
た
り
、
隣
の
市
の
大
洲

市
と
内
子
町
の
一
次
産
業
女
子
五

人
で
作
っ
た
「
ぷ
ら
い
ま
り
ぃ
」
と
い
う
グ
ル
ー

プ
の
代
表
を
し
て
い
ま
す
。

私
は
今
治
市
の
出
身
で
、
実
家
は
タ
オ
ル
工
場

を
経
営
し
て
い
ま
す
。
今
治
で
も
割
と
、
海
と
山

に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
場
所
で
育
っ
た
の
で
す

が
、
都
会
に
憧
れ
大
学
は
広
島
、
就
職
は
松
山
と
、

農
業
に
無
縁
の
生
活
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の

松
山
で
夫
と
出
会
い
、
結
婚
し
、
夫
の
父
が
亡
く

な
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
農
業
に
関
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
今
で
は
運
命
と
思
っ
て
い
ま
す
。

愛
媛
県
は
温
暖
で
一
年
を
通
じ
て
住
み
や
す

く
、
柑
橘
の
生
産
が
す
ご
く
有
名
で
す
が
、
私
の

住
む
内
子
町
は
山
間
部
で
、
冬
の
気
温
が
氷
点
下

に
な
る
こ
と
が
普
通
で
す
。
私
の
住
む
場
所
は
標

高
が
大
体
三
百
五
十
メ
ー
ト
ル
で
、
農
園
は
標
高

五
百
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
場
所
に
あ
り
、
二
年
前

に
は
五
十
セ
ン
チ
級
の
積
雪
が
三
回
あ
っ
て
び
っ

く
り
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
内
子
町
で
は
、
落
葉
果
樹
の
桃
、
梨
、

ブ
ド
ウ
、
柿
、
栗
な
ど
の
生
産
が
盛
ん
で
す
。
そ

の
柿
の
生
産
農
家
だ
っ
た
夫
の
実
家
に
帰
っ
た
の

が
七
年
前
で
す
が
、
内
子
町
の
柿
農
家
と
し
て
は

小
規
模
で
、
一
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
園
地
を
耕
作

し
て
い
ま
す
。
現
在
の
生
産
量
は
、
渋
柿
の
早
生

の
刀
根
柿
が
十
二
ト
ン
、
甘
柿
の
代
表
種
の
富
有

柿
が
六
ト
ン
ぐ
ら
い
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
柿
を

少
し
ず
つ
一
ト
ン
程
度
と
、
夏
の
キ
ュ
ウ
リ
を
三

ア
ー
ル
、
昨
年
作
付
け
し
た
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
十
本
を
、
育
て
て
い
ま
す
。
規
模
が
小
さ
い
の

で
、
七
年
前
は
生
活
の
こ
と
を
考
え
て
夫
は
勤
め

て
い
ま
し
た
。
私
は
小
さ
な
子
ど
も
も
い
て
仕
事

を
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
必
然
的
に
農
業
を
手

伝
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

農
業
な
ん
て
初
め
て
な
の
で
、
た
だ
が
む
し
ゃ

ら
で
、
仕
事
を
し
て
い
る
の
が
嫌
で
た
ま
ら
な

く
、
毎
日
が
本
当
に
憂
う
つ
で
し
た
。
何
を
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
と
後
悔
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
で
も
、
子
ど
も
三
人
が
保
育
園
に
通
う
よ
う

に
な
っ
て
わ
れ
に
返
っ
た
と
き
に
、
自
分
の
若
い

頃
に
見
た
夢
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
食
に
関
わ
る

仕
事
に
憧
れ
が
あ
り
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
お
ば
ん
ざ

い
を
出
す
よ
う
な
お
店
を
経
営
し
た
い
と
い
う
夢

が
あ
り
ま
し
た
。
あ
る
き
っ
か
け
で
、
今
し
て
い

る
農
業
も
自
分
が
抱
い
た
夢
で
あ
る
食
に
関
わ
る

仕
事
で
は
な
い
か
と
気
が
付
い
た
と
き
に
、
農
業

に
対
す
る
向
き
合
い
方
が
変
わ
り
、
農
業
が
す
ご

く
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
き
れ
い
な
柿

を
作
り
た
い
と
す
ご
く
思
い
ま
し
た
。

自
分
の
こ
と
に
な
っ
た
分
、
真
剣
に
取
り
組
め

効
率
も
上
が
り
ま
し
た
。
人
に
聞
い
た
り
、
本
を

読
ん
だ
り
し
て
、
柿
に
つ
い
て
の
勉
強
も
た
く

さ
ん
し
ま
し
た
。
農
業
は
自
営
業
な
の
で
、
余
裕

が
出
て
く
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
も
仕
事
に
関
わ
ら

せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
私
は
積
極
的
に
子
ど
も

た
ち
に
も
仕
事
を
さ
せ
ま
す
。
無
理
や
り
さ
せ
て

嫌
に
な
っ
て
も
ら
っ
て
は
困
る
の
で
、
無
理
強
い

は
し
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
が
、
や
は
り

怒
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。
摘
花
や
収
穫
、
草

刈
り
、
溝
掃
除
な
ど
、
あ
と
は
冬
の
せ
ん
定
を
し

た
後
に
枝
を
拾
っ
て
た
き
火
を
し
、
カ
レ
ー
を

作
っ
た
り
と
、
な
る
べ
く
楽
し
く
農
業
に
関
わ
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
ブ
ド
ウ
を
定
植
し

ま
し
た
。
娘
の
誕
生
日
が
八
月
十
四
日
だ
っ
た
の

で
、
収
穫
に
は
ち
ょ
っ
と
早
い
の
で
す
が
、
娘
が

採
り
た
い
と
い
う
も
の
を
一
粒
ず
つ
採
ら
せ
て

試
食
さ
せ
、
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
し
て
み
ま
し

た
。
子
ど
も
が
す
ご
く
喜
ん
で
食
べ
て
く
れ
た
の

で
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

本
当
に
嫌
な
こ
と
で
も
、
目
線
を
変
え
る
こ
と

で
新
し
い
世
界
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
う
す
る

と
、
前
に
進
め
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
今



うみ・ひと・くらしシンポジウム 2019 in 松山 18

年
に
入
っ
て
、
内
子
町
の
株
式
会
社
楽
農
研
究
所

の
協
力
を
得
て
、
愛
媛
産
の
野
菜
の
オ
イ
ル
漬
け

の
製
造
販
売
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
こ

の
楽
農
研
究
所
の
社
長
の
菊
地
さ
ん
と
は
、
三
年

ぐ
ら
い
前
に
大
洲
市
で
行
わ
れ
た
マ
ル
シ
ェ
で

知
り
合
い
ま
し
た
。
楽
農
研
究
所
は
、
地
元
内
子

の
農
家
を
中
心
に
愛
媛
県
産
の
農
産
物
を
仕
入

れ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
給
食
セ
ン
タ
ー
に
卸
す
仲
卸

業
を
中
心
に
自
社
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
、
愛
媛

産
の
果
物
を
ジ
ャ
ム
や
コ
ン
ポ
ー
ト
に
加
工
し
て

「
S
O
I
L 

T
A
B
L
E
」
と
い
う
名
前
で
展
開

し
て
い
ま
す
。
知
り
合
っ
た
三
年
前
に
、
加
工
品

を
作
っ
て
み
た
い
人
を
募
集
し
て
い
る
と
聞
き
、

何
度
も
ア
ポ
を
取
り
プ
レ
ゼ
ン
を
し
ま
し
た
が
、

何
度
も
断
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
の
春
に
再
度
提
案
し
た
の
は
、
野
菜
の

オ
イ
ル
煮
で
し
た
。
こ
れ
な
ら
と
一
度
加
工
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
今
年
の

一
月
で
す
。
そ
れ
か
ら
十
カ
月
、
今
のfarm

er’s 
kitchen H

IM
A
R
IN
O

が
あ
り
ま
す
。
娘
、
ヒ

マ
リ
の
た
め
に
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
野
菜
を
お
い

し
く
食
べ
て
ほ
し
い
と
作
っ
た
商
品
で
す
。

愛
媛
県
産
の
野
菜
や
果
物
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用

し
て
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
煮
や
コ
ン
ポ
ー
ト
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
知
り
合
い
の
農
家
さ
ん
の
こ
だ

わ
り
野
菜
や
自
ら
が
生
産
し
た
果
物
を
利
用
し
て

加
工
し
て
い
ま
す
。
最
初
は
、
マ
ル
シ
ェ
で
の
試

食
販
売
が
中
心
で
し
た
が
、
今
は
地
元
の
フ
レ
ッ

シ
ュ
パ
ー
ク
か
ら
り
や
、
今
治
の
喜
助
の
湯
、
松

山
の
カ
フ
ェ
＆
イ
ー
ト
と
い
う
喫
茶
店
で
も
取
り

扱
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
八
月
に
は
、
大
洲
市
の
シ
ェ
ア
カ

フ
ェ
、「
は
た
ご
屋
霧
中
」
さ
ん
の
協
力
で
、
一
日

限
り
の
H
I
M
A
R
I
N
O
の
瓶
詰
め
を
使
っ
た

カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
私
の
カ
レ
ー
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
と
い
う
商
品
を
中
心
に
、
オ
イ
ル

漬
け
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
ラ
ン
チ
を
提
供
し
、

そ
の
使
い
方
や
味
の
試
食
を
し
て
も
ら
う
の
が

目
的
の
カ
フ
ェ
で
、
大
変
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
第
二
回
は
十
二
月
に
計
画
中
で
す
。
ま
だ
ま

だ
発
展
途
上
の
H
I
M
A
R
I
N
O
で
す
が
、
お

い
し
い
野
菜
を
加
工
で
き
る
こ
と
に
喜
び
を
感

じ
、
一
つ
の
瓶
詰
め
が
私
の
一
つ
の
作
品
に
な
る

よ
う
に
と
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
い

つ
か
若
い
頃
に
抱
い
た
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
お
ば
ん

ざ
い
を
出
す
よ
う
な
お
店
を
と
い
う
夢
を
現
実
の

も
の
に
で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
個
人
の
活
動
は
、
柿
、
ブ
ド
ウ
な
ど
の
生
産

と
、
H
I
M
A
R
I
N
O
の
瓶
詰
め
の
生
産
販

売
に
な
り
ま
す
が
、
グ
ル
ー
プ
の
活
動
と
し
て
愛

媛
県
の
大
洲
市
と
内
子
町
の
農
業
女
子
五
名
で
、

「
ぷ
ら
い
ま
り
ぃ
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ

て
い
ま
す
。「
ぷ
ら
い
ま
り
ぃ
」
は
、
自
分
一
人
で

は
で
き
な
い
マ
ル
シ
ェ
の
販
売
や
商
品
開
発
も
、

グ
ル
ー
プ
を
つ
く
れ
ば
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い

か
、
販
路
の
拡
大
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
あ

と
は
自
分
の
農
業
だ
け
で
は
知
る
こ
と
も
で
き
な

い
こ
と
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
思
い
を
胸
に
、「
と
っ
て
お
き
の
生
産
物

で
地
域
と
つ
な
が
る
一
次
産
業
女
子
」
を
合
言
葉

に
、
南
予
か
ら
一
次
産
業
の
未
来
を
切
り
開
く
べ

く
、
と
も
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
ぷ
ら
い
ま
り
ぃ
」
で
は
、
マ
ル
シ
ェ
を
し
た

り
、
異
業
種
で
の
交
流
会
や
勉
強
会
を
す
る
こ
と

で
、
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
少
量
多

品
目
生
産
で
一
人
で
た
く
さ
ん
の
商
品
を
作
っ

て
、
セ
ッ
ト
で
販
売
し
た
り
し
て
い
る
よ
う
な
農

家
さ
ん
も
い
ま
す
が
、
普
通
は
、
一
〜
三
品
目
ぐ

ら
い
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
私
も
柿
だ
け
で
、

一
年
中
柿
と
向
き
合
っ
て
、
柿
の
生
産
に
携
わ
る

み
た
い
な
形
の
作
り
方
を
し
て
い
ま
す
が
、
五

人
集
ま
り
、
一
人
が
三
つ
を
持
っ
て
い
た
ら
十
五

品
目
に
な
り
ま
す
。
マ
ル
シ
ェ
に
参
加
さ
せ
て
も

ら
っ
て
も
、
品
数
が
多
い
と
目
を
引
き
ま
す
。
個

人
で
は
二
〜
三
品
目
し
か
生
産
し
て
い
な
く
て

も
、
農
家
五
人
が
集
ま
れ
ば
多
品
目
を
取
り
扱
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

通
年
、
マ
ル
シ
ェ
に
出
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
生

産
が
追
い
つ
か
な
く
て
出
ら
れ
な
い
と
き
も
あ
り

ま
す
が
、
一
〜
二
人
が
参
加
し
三
人
は
委
託
と
い

う
形
の
参
加
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
五
名
の
生
産

形
態
や
販
売
形
態
が
全
く
違
う
の
で
、
見
て
学
ぶ

こ
と
や
聞
い
て
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
農
業
以
外
の
方
と
の
勉
強
会
を
こ

の
「
ぷ
ら
い
ま
り
ぃ
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
で
企
画

し
て
、
交
流
会
も
兼
ね
た
勉
強
会
を
企
画
す
る
こ

と
で
、
そ
の
方
た
ち
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
農
業
に
生
か

し
て
い
っ
た
り
、
そ
の
方
た
ち
と
コ
ラ
ボ
す
る
よ

う
な
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
風
に

考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
出
会
い
や
経
験
が
、
個
人
の
生
産
物
の
生

産
活
動
や
販
売
活
動
に
生
か
さ
れ
て
い
く
と
い
う

の
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
今
で
は
、「
ぷ
ら

い
ま
り
ぃ
」
の
野
菜
果
物
セ
ッ
ト
の
ネ
ッ
ト
販
売

が
で
き
な
い
か
と
、
都
会
に
向
け
て
売
る
話
な
ど

も
ち
ら
ほ
ら
出
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し

て
い
る
私
で
す
が
、
全
て
一
人
で
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
て
、
や
は
り
家
族
、
楽
農
研
究
所
、
ぷ

ら
い
ま
り
ぃ
の
メ
ン
バ
ー
が
い
た
か
ら
こ
そ
、
ま

み
ん
な
で
ト
ー
ク
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た
、
そ
れ
に
つ
な
が
る
人
が
い
た
か
ら
こ
そ
の
結

果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
一
つ
一
つ

の
出
会
い
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
人
と
の
つ
な
が

り
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
回
こ
の
よ
う
な
会
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
新
し
い
出
会
い
が

生
ま
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

チ
ャ
レ
ン
ジ
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
こ
れ
か

ら
ま
す
ま
す
大
き
く
な
り
、
さ
ら
に
枝
分
か
れ
し

て
い
け
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
漁
村
や
女
性
の
活
動
に

コ
ラ
ボ
が
必
要
な
の
か

副
島　

こ
こ
か
ら
は
、
会
場
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

い
ろ
い
ろ
意
見
交
換
を
す
る
時
間
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
、
い
ろ
い
ろ
な
コ
ラ

ボ
の
可
能
性
を
探
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
し
ま
し
た
。
今
は
何
か
と
コ
ラ

ボ
と
い
う
言
葉
が
は
や
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
で
使
わ
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
水
産
業
と
か
、
漁
村
、
女
性
の
活
動
と
い
う

も
の
に
、
コ
ラ
ボ
と
い
う
の
が
必
要
な
の
か
と
い

う
と
こ
ろ
を
確
認
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご

自
身
が
今
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
中
で
、
こ
う
い

う
コ
ラ
ボ
が
あ
っ
た
か
ら
今
が
あ
る
と
い
っ
た
経

験
や
、
な
ぜ
コ
ラ
ボ
が
必
要
か
と
い
う
と
こ
ろ
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

武
部　

皆
さ
ん
も
そ
う
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
私

た
ち
も
危
機
的
状
況
に
立
た
さ
れ
て
何
か
し
た

い
と
思
っ
た
と
き
に
、「
あ
れ
も
し
た
い
。
こ
れ

も
し
た
い
。
あ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
」
と
井
戸
端
会
議
的
な
こ
と
で
話
し
て
き
ま
し

た
。
で
も
、
そ
れ
で
一
歩
踏
み
出
す
と
き
に
は
、

自
分
の
考
え
だ
け
で
は
一
歩
も
進
め
な
い
、
誰
か

経
験
者
の
知
識
を
も
ら
わ
な
け
れ
ば
進
め
な
い

と
い
う
現
状
が
あ
り
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
一
つ

ず
つ
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
で
る
た
び
に
、
そ
こ

に
必
要
な
方
た
ち
の
声
を
聞
き
な
が
ら
と
い
う

こ
と
が
そ
の
コ
ラ
ボ
と
い
う
形
だ
っ
た
と
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。

副
島　

何
か
困
っ
た
と
き
に
周
り
の
人
の
意
見
を

聞
い
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
い
た
り
、
ち
ょ
っ

と
助
け
て
も
ら
っ
た
り
と
い
う
と
こ
ろ
の
コ
ラ
ボ

で
や
っ
て
き
た
感
じ
で
す
か
。
喜
田
さ
ん
も
長
年

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
で
す
か
。

喜
田　

や
は
り
新
し
い
商
品
を
作
り
た
い
と
い

う
願
望
は
あ
り
ま
す
。
長
年
続
け
る
と
い
う
こ
と

は
大
事
な
の
で
す
が
、
皆
さ
ん
と
加
工
を
し
て
い

る
と
、
今
し
て
い
る
も
の
は
ち
ょ
っ
と
飽
き
た
で

は
な
い
け
れ
ど
も
、
や
は
り
新
し
い
商
品
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
皆

さ
ん
に
湧
く
と
思
う
の
で
す
。
や
は
り
自
分
の
と

こ
ろ
の
じ
ゃ
こ
天
を
初
め
て
や
ろ
う
と
思
っ
た

と
き
も
、
地
元
の
魚
を
使
っ
て
何
が
で
き
る
か
と

い
う
こ
と
で
、
じ
ゃ
こ
天
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
に
、
地
元
で
何
が
獲
れ
る
か
。
一
年
中
あ
る

よ
う
な
も
の
で
新
商
品
を
作
ろ
う
と
し
た
ら
何

が
あ
る
か
と
い
っ
た
ら
、
女
性
部
の
力
だ
け
で
は

ち
ょ
っ
と
あ
り
ふ
れ
た
郷
土
料
理
ま
が
い
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

そ
れ
で
、
や
は
り
中
村
先
生
の
助
言
も
い
た
だ

い
て
、今
は
、短
大
生
と
の
コ
ラ
ボ
で
、学
生
さ
ん

の
新
し
い
発
想
も
取
り
入
れ
る
と
、
す
ご
く
楽
し

い
で
す
。
こ
の
間
も
、
天
草
を
使
っ
て
寒
天
を
作

ろ
う
と
し
た
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
カ
ル
ピ
ス
を
入

れ
て
作
っ
た
の
で
す
。「
え
、
カ
ル
ピ
ス
？
」
と

思
っ
た
け
れ
ど
も
、
す
ご
く
お
い
し
く
て
。
そ
の

よ
う
に
、
発
想
が
全
然
違
う
。
私
た
ち
は
、
カ
ル

ピ
ス
な
ん
て
入
れ
た
の
は
初
め
て
で
、
そ
ん
な
の

が
ヒ
ン
ト
に
な
っ
て
す
ご
く
助
か
っ
て
い
ま
す
。

副
島　

自
分
た
ち
で
、
こ
う
い
う
料
理
と
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
に
、
全
然
違
う
発
想
の
も
の
な
ど
が

入
っ
て
き
た
り
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

喜
田　

す
ご
く
い
い
で
す
。

コ
ラ
ボ
仕
掛
け
人
と
し
て
の
ポ
イ
ン
ト

副
島　

コ
ラ
ボ
の
仕
掛
け
人
と
い
う
か
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
中
村
先
生
か
ら
、
仕
掛
け
人
と

か
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
ポ
イ
ン
ト
と

か
、
こ
う
い
う
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
と
か
、
そ

う
い
う
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か
。

中
村　

仕
掛
け
人
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く

て
、
た
だ
や
は
り
出
会
う
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
で
人

は
出
会
う
と
い
う
こ
と
だ
け
は
、
人

生
を
経
験
し
て
き
て
思
う
の
で
す
。

自
分
自
身
も
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
こ
と
を
や
っ
て
い
く
こ
と

も
多
々
あ
る
の
で
す
が
、
と
に
か
く

声
を
掛
け
て
い
た
だ
い
た
り
す
る
と

き
は
、
必
ず
で
き
る
道
が
あ
る
と
い

う
ふ
う
に
自
分
で
は
思
っ
て
い
ま

す
。
な
の
で
、
人
か
ら
も
の
を
頼
ま

れ
た
り
す
る
と
き
に
は
、
答
え
は
、

「
は
い
」
か
、「
イ
エ
ス
」
か
、「
喜
ん

で
」
の
三
択
で
す
。

で
も
、
そ
う
や
っ
て
い
く
と
、
必

ず
必
要
な
人
と
巡
り
会
え
る
し
、
後

で
、
こ
の
間
の
あ
の
こ
と
が
こ
う

や
っ
て
つ
な
が
っ
て
く
る
の
だ
な
と

気
付
か
せ
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
本
当
に
人
生
に
無
駄
な
こ
と
は

何
も
な
い
。
一
生
懸
命
前
に
進
む
以

上
、
無
駄
な
こ
と
は
本
当
に
一
つ
も

な
い
と
し
み
じ
み
思
い
ま
す
。
き
ょ

う
は
高
校
生
の
皆
さ
ん
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
今
皆
さ
ん
が
経
験

し
て
い
る
こ
と
は
、
今
す
ぐ
分
か
ら

な
く
て
も
、
い
つ
か
必
ず
そ
れ
が
何
か
に
つ
な
が

る
こ
と
が
絶
対
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
な
の
で
、

本
当
に
前
を
向
い
て
生
き
て
い
れ
ば
、
出
会
っ
た

人
た
ち
と
い
う
の
は
、
必
ず
何
か
意
味
が
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
何
か
や
っ
て
い
る
と
き
に
、
ふ

と
思
い
出
し
た
り
す
る
わ
け
で
す
。
そ
う
す
る

と
、
あ
の
人
を
訪
ね
て
み
よ
う
と
か
、
そ
う
や
っ

て
い
く
と
、
本
当
に
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
そ
れ
が

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
僕
は
、
自
分
が
一
人
で

何
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
の

で
す
。
や
れ
ば
あ
る
程
度
は
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
一
人
で
ど
ん
な
に
頑
張
っ
て
や
っ
た
も
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の
よ
り
も
、
何
人
か
が
集
ま
っ
て
、
で
き
る
こ
と
、

で
き
な
い
こ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
皆
そ
れ
ぞ

れ
あ
る
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
皆
が
集
ま
っ
て
一

つ
の
も
の
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
の
ほ
う
が
、
何

十
倍
も
何
百
倍
も
素
晴
ら
し
い
も
の
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
を
数
々
経
験
し
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、

や
は
り
、
何
か
を
す
る
と
き
に
は
必
ず
た
く
さ
ん

の
人
が
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
な
仕
組
み
に
し
た

い
と
い
う
こ
と
は
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。

失
敗
を
プ
ラ
ス
に
か
え
て
い
く

副
島　
「
は
い
」
か
、「
イ
エ
ス
」
か
、「
喜
ん
で
」

が
モ
ッ
ト
ー
だ
と
い
う
中
村
先
生
な
の
で
す
が
、

こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
失
敗
し
た
な
と
か
、
難
し
か
っ

た
な
と
か
、
そ
う
い
う
ご
経
験
は
あ
り
ま
す
か
。

中
村　

そ
れ
は
た
ぶ
ん
い
ろ
い
ろ
あ
る
だ
ろ
う
と

思
う
の
で
す
が
、
僕
は
自
分
の
性
格
と
い
う
か
、

人
に
何
か
自
分
の
い
い
と
こ
ろ
と
聞
か
れ
た
と
き

は
、
何
が
あ
っ
て
も
楽
し
い
こ
と
に
変
え
て
し
ま

え
る
と
い
う
か
、
自
分
で
楽
し
さ
に
変
え
ら
れ
る

こ
と
、
し
ん
ど
い
こ
と
も
楽
し
い
と
思
え
る
、
楽

し
さ
に
変
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
自
分
の
長
所
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
な
の
で
、
基
本
的
に
し
ん
ど
い

と
思
う
こ
と
は
、
一
つ
も
な
い
で
す
。

副
島　

何
も
な
く
、
い
つ
も
プ
ラ
ス
に
変
え
て
き

た
と
。

中
村　

そ
う
で
す
。

モ
ノ
と
モ
ノ
の
コ
ラ
ボ

副
島　

見
習
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
は
、
人
と

人
の
コ
ラ
ボ
と
い
う
話
が
中
心
で
し
た
が
、
モ
ノ

と
モ
ノ
の
コ
ラ
ボ
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
、
ど
な
た

か
あ
り
ま
す
か
。

谷
岡　

あ
こ
や
ひ
め
さ
ん
の
商
品
が
載
っ
て
い
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私

も
オ
イ
ル
コ
ン
フ
ィ
と
い
う
商
品
を
作
っ
て
い
る

の
で
、
よ
か
っ
た
ら
一
度
コ
ラ
ボ
で
き
ま
せ
ん
か

と
い
う
話
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

副
島　

き
っ
と
一
年
後
ぐ
ら
い
に
は
、
こ
の
場
を

き
っ
か
け
に
新
た
な
商
品
が
確
実
に
生
ま
れ
る
と

思
い
ま
す
。来
年
の
う
み
・
ひ
と
・
く
ら
し
で
お
披

露
目
し
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
と
思
い
ま
す
。

魚
島
村
の
、「
梅
た
こ
ろ
っ
け
」も
、モ
ノ
と
モ
ノ

と
の
コ
ラ
ボ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ど
う
い
う
経

緯
で
そ
の
商
品
が
生
ま
れ
た
の
か
と
い
う
と
こ
ろ

を
あ
ら
た
め
て
ご
紹
介
い
た
だ
い
て
も
よ
ろ
し
い

で
す
か
。賞
も
取
ら
れ
た
今
注
目
の
商
品
で
す
。と

て
も
お
い
し
か
っ
た
の
で
、ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

三
上　

き
っ
か
け
と
い
う
の
は
、
魚
島
に
来
た
高

校
生
の
皆
さ
ん
が
、
私
た
ち
が
全
然
思
っ
て
も
い

な
い
よ
う
な
と
ん
で
も
な
い
発
想
を
す
る
の
で
、

や
は
り
い
ろ
い
ろ
な
人
と
交
わ
っ
た
ら
、
何
か
プ

ラ
ス
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
こ
と
で
す
。

今
、こ
う
い
う
コ
ロ
ッ
ケ
が
大
変
好
評
で
、本
当
に

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

中
村　

今
、
三
上
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う

に
、
最
初
は
魚
島
に
高
校
生
た
ち
と
一
緒
に
行
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
タ
コ
を
テ
ー
マ
に
す
る

と
い
う
こ
と
が
決
ま
っ
た
の
で
す
。
高
校
生
た
ち

が
最
初
に
考
え
た
の
は
、
タ
コ
を
た
こ
焼
き
み
た

い
に
、
少
し
大
き
め
に
切
っ
て
、
食
感
を
残
し
つ

つ
コ
ロ
ッ
ケ
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ま
ず

タ
コ
を
使
っ
て
コ
ロ
ッ
ケ
を
作
る
と
い
う
発
想

が
私
た
ち
に
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
以
外

に
も
、
実
際
に
六
種
類
ぐ
ら
い
タ
コ
を
使
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
の
ア
イ
デ
ア
を
生
徒
た
ち
は
持
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
タ
コ
を
塩
も
み
し
て
洗
う
と
こ

ろ
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
て
、
そ
こ
か
ら
体
験
し

て
、
魚
島
で
試
作
を
し
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
し
て
、
そ
こ
で
や
は
り
地
元
の
方
々
の
意
見

を
聞
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
女
性
部
の
皆
さ
ん
に

聞
い
た
と
こ
ろ
、「
き
ょ
う
作
っ
た
六
つ
の
中
で
、

私
た
ち
は
こ
れ
が
好
き
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た

の
が
コ
ロ
ッ
ケ
だ
っ
た
の
で
す
。
高
校
生
た
ち

は
、
揚
げ
物
だ
か
ら
最
後
の
後
口
を
あ
っ
さ
り
さ

せ
る
た
め
に
梅
を
入
れ
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
砥

部
町
に
は
砥
部
七
折
と
い
う
梅
の
産
地
が
あ
る
も

の
で
す
か
ら
、
そ
の
実
を
入
れ
た
い
と
い
う
ア
イ

デ
ア
を
言
っ
た
わ
け
で
す
。

私
た
ち
の
古
い
考
え
で
は
食
べ
合
わ
せ
と
い
う

考
え
が
あ
っ
て
、
梅
と
タ
コ
と
い
う
の
は
、
昔
か

ら
食
べ
合
わ
せ
と
い
う
点
で
は
あ
ま
り
良
く
な

い
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
大
人
に
は

絶
対
に
生
ま
れ
な
い
発
想
な
の
で
す
が
、
高
校
生

た
ち
は
そ
う
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
か
ら
、
単
に

お
い
し
い
も
の
を
作
り
た
い
、
お
い
し
い
も
の
で

喜
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
本
当
に
純
粋
な
発

想
で
、
そ
れ
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
試
作
を
繰
り
返
す
中
で
、
お
互
い
に
高

校
生
た
ち
も
、
何
を
入
れ
た
ら
い
い
と
か
、
逆
に

入
れ
な
い
ほ
う
が
い
い
の
か
な
ど
、
ア
イ
デ
ィ
ア

を
持
ち
寄
っ
て
は
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。
最
初
は

八
十
グ
ラ
ム
だ
っ
た
コ
ロ
ッ
ケ
が
、
最
終
的
に

四
十
グ
ラ
ム
に
な
っ
た
の
も
い
ろ
い
ろ
理
由
が
あ

る
の
で
す
が
、
そ
の
間
に
も
、
七
折
の
梅
園
か
ら

も
ど
ん
ど
ん
人
が
集
ま
っ
て
く
れ
て
、
つ
な
が
っ

て
い
っ
て
今
に
至
る
と
い
う
、
そ
ん
な
流
れ
で

す
。
一
度
に
い
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
最
初
は
ア
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イ
デ
ア
と
し
て
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
で
食

材
が
一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て
七
折
と
つ
な
が

り
も
で
き
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

喜
田　

も
う
一
つ
い
い
で
す
か
。
魚
島
村
は
、
瀬

戸
内
海
の
真
ん
中
に
島
が
あ
っ
て
、
す
ご
く
遠
い

の
で
す
。
広
島
の
ほ
う
か
ら
も
今
治
の
ほ
う
か
ら

も
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
で
、
済
美
高
校
生
は
、「
そ
ん

な
島
に
行
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
の
が
初
め
の

発
想
で
し
た
。
あ
そ
こ
へ
行
っ
た
お
か
げ
で
、
コ

ロ
ッ
ケ
が
で
き
ま
し
た
。

中
村　

去
年
、
大
阪
の
高
槻
の
百
貨
店
で
、
二
日

間
で
二
千
四
百
三
十
個
売
り
ま
し
た
。
す
ご
か
っ

た
で
す
。
魚
島
と
い
う
島
は
、
た
こ
つ
ぼ
が
本
当

に
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
て
、
た
こ
つ
ぼ
漁
が
あ
っ

て
、
冬
に
な
る
と
デ
ビ
ラ
カ
レ
イ
（
タ
マ
ガ
ン
ゾ

ウ
ビ
ラ
メ
）
が
干
し
て
あ
る
と
い
う
島
で
す
。

水
産
業
や
漁
村
の
生
活
で
驚
い
た
こ
と

副
島　

き
っ
と
高
校
生
と
か
外
か
ら
人
が
来
て
、

知
ら
な
い
か
ら
こ
そ
出
て
く
る
ア
イ
デ
ア
と
い
う

も
の
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
、
小
林
さ
ん
は
、
全
然
漁
業
と
関
係

な
い
世
界
か
ら
水
産
業
と
か
漁
村
に
入
っ
た
。
し

か
も
奈
良
か
ら
山
口
に
入
っ
て
こ
ら
れ
た
わ
け
で

す
が
、
全
く
異
分
野
な
と
こ
ろ
か
ら
そ
う
い
う
水

産
業
、漁
村
に
関
わ
っ
て
み
て
、目
か
ら
う
ろ
こ
と

か
、び
っ
く
り
し
た
と
か
、水
産
業
と
か
漁
村
の
生

活
と
か
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
何
か
あ
り
ま
す
か
。

小
林　

私
は
も
と
も
と
魚
が
好
き
だ
っ
た
の
で
す

が
、
山
口
に
来
て
、
近
所
の
人
と
か
も
、
自
分
た

ち
で
獲
っ
た
魚
を
近
所
の
人
で
消
費
す
る
文
化
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。

あ
く
ま
で
も
商
売
の
道
具
と
い
う
か
、
お
金
の

た
め
に
魚
を
獲
っ
て
い
て
、
み
ん
な
は
出
荷
を
し

て
お
金
を
得
る
た
め
だ
け
に
や
り
つ
つ
あ
っ
て
、

近
所
で
獲
れ
た
魚
は
み
ん
な
遠
方
へ
出
荷
さ
れ
て

い
き
ま
す
。
結
局
、
私
た
ち
も
近
所
の
人
た
ち
も
、

近
所
で
何
か
を
買
っ
て
も
、
現
地
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
山
口
県
産
の
魚
ば
か
り

を
食
べ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に

驚
き
ま
し
た
。

副
島　

そ
れ
は
時
々
聞
く
こ
と
で
す
。
漁
村
の
方

は
地
元
の
魚
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
い
る
と
思
っ
た

ら
、
実
は
ど
ん
ど
ん
外
に
出
荷
す
る
の
で
、
実
は

漁
村
で
は
、
イ
オ
ン
で
買
っ
た
よ
そ
の
魚
を
食
べ

る
み
た
い
な
話
も
聞
い
た
り
し
ま
す
。

小
林　

う
ち
の
主
人
な
ど
も
、
ハ
モ
を
メ
イ
ン
に

獲
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
獲
っ
て
き
た
ハ
モ
は
全

部
関
西
に
出
荷
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
山
口

の
防
府
市
の
人
た
ち
は
、
防
府
の
ハ
モ
を
全
然
食

べ
て
い
な
い
の
で
す
。
私
も
実
際
に
関
西
に
い
る

と
き
は
、
高
級
食
材
と
し
て
た
ま
に
買
っ
て
食
べ

て
い
た
け
れ
ど
も
、
こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
は
、
食

べ
る
こ
と
が
す
っ
か
り
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
こ
と
は
あ
る
か
な
と
思
い
ま
す
。

副
島　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
将
来
的
に
は
、
地

元
で
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
る
か
も
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

小
林　

ハ
モ
を
使
っ
て
ハ
モ
フ
ラ
イ
と
か
、
冷
凍

食
品
と
し
て
出
荷
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
と
き
に

ハ
モ
フ
ラ
イ
を
ふ
る
ま
っ
た
り
、
一
つ
一
つ
売
っ

た
り
と
か
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
そ
の
ハ
モ

も
地
元
の
人
た
ち
に
食
べ
て
い
た
だ
け
る
の
か
な

と
、
頭
の
片
隅
で
考
え
て
い
る
段
階
で
す
。

水
産
業
の
魅
力
と
可
能
性

副
島　

な
る
ほ
ど
。
楽
し
み
で
す
。
ほ
か
の
地
域

か
ら
来
た
と
か
、
水
産
以
外
か
ら
来
た
と
い
う
と

こ
ろ
で
は
、
浦
丸
さ
ん
、
ど
う
で
す
か
。
ち
ょ
っ

と
自
己
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
つ
つ
、
よ
そ
の
地

域
、
か
つ
漁
業
と
は
関
係
な
い
世
界
か
ら
や
っ
て

き
て
、
水
産
業
の
魅
力
と
か
可
能
性
や
、
ど
う
い

う
こ
と
を
今
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
か
、
そ
う

い
っ
た
辺
り
を
ご
紹
介
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

浦
丸　

も
と
も
と
僕
は
九
州
出
身
で
、
今
は
高
知

で
漁
師
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
も
と
も
と
一
次

産
業
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分
で
頑
張
っ
た

分
だ
け
自
分
の
成
果
と
し
て
返
っ
て
く
る
世
界
に

す
ご
く
憧
れ
て
農
業
を
行
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

大
分
で
恋
人
と
出
会
っ
て
、
今
は
、
恋
人
の
両
親

と
一
緒
に
漁
業
と
農
業
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。

今
は
、
限
界
集
落
と
い
う
か
、

二
十
年
後
の
存
続
が
難
し
い
よ
う
な

集
落
に
住
ん
で
い
ま
す
。
そ
う
い
う

集
落
が
、
今
後
ど
う
や
っ
た
ら
発
展

し
て
い
け
る
の
か
と
か
、
な
く
な
ら

な
い
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
と
心
の
隅
で
考
え
な
が
ら
生
活
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
解
決
す
る
よ
う
な

こ
と
で
は
な
い
の
で
す
が
、
今
回
の

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
中
で
、
同
じ
よ

う
な
思
い
と
か
考
え
と
か
を
持
っ
て

い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ら
、
ぜ

ひ
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

若
い
人
か
ら
み
る
水
産
業

副
島　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
、
若
い
男
性
の
浦
丸
さ
ん
に
、
新

た
な
人
生
と
し
て
漁
業
、
水
産
業
に

関
わ
っ
て
い
こ
う
と
い
う
お
話
を
聞

い
た
の
で
す
が
、
最
近
は
、
そ
う
い

う
風
に
若
い
人
が
、
漁
業
と
か
水
産
の
世
界
に
興

味
を
持
っ
て
入
っ
て
い
く
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
も
と
も
と
家

が
そ
う
だ
っ
た
と
い
う
人
も
い
れ
ば
、
全
然
違
う

と
こ
ろ
か
ら
行
こ
う
と
い
う
人
も
い
る
わ
け
で

す
が
、
そ
う
い
う
人
た
ち
が
そ
こ
に
入
っ
て
く
る

の
も
、
や
は
り
化
学
反
応
の
一
つ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
中
で
、
水
産
大
学
校
の
学
生
で
あ
り

つ
つ
、後
々
は
家
の
家
業
を
継
い
で
、加
工
品
開
発

を
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
前
の
シ
ー

フ
ー
ド
シ
ョ
ー
な
ど
に
も
う
み
・
ひ
と
・
く
ら
し
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フ
ォ
ー
ラ
ム
と
一
緒
に
出
展
し
た
西
居
く
ん
、
こ

れ
か
ら
自
分
の
歩
ん
で
い
こ
う
と
す
る
水
産
業

の
世
界
の
中
で
、
自
分
と
し
て
は
、
ど
う
い
う
風

に
人
と
も
の
と
つ
な
が
っ
て
い
け
た
ら
い
い
な
と

思
っ
て
い
る
か
ち
ょ
っ
と
教
え
て
く
だ
さ
い
。

西
居　

今
、
水
産
大
学
校
の
三
年
生
で
す
。
実
家

が
滋
賀
の
琵
琶
湖
で
水
産
加
工
会
社
を
営
ん
で
い

ま
す
。

僕
と
し
て
は
、
や
は
り
琵
琶
湖
に
漁
業
が
あ
る

と
い
う
こ
と
自
体
を
知
っ
て
い
る
人
が
い
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
の
を
す
ご
く
悲
し
く
思

い
ま
す
。
僕
は
最
終
的
に
は
琵
琶
湖
に
帰
っ
て
、

琵
琶
湖
の
水
産
業
が
な
く
な
ら
な
い
よ
う
に
し

た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
り
ま
す
。
と
い
う
の

も
、
実
家
は
滋
賀
県
な
の
で
す
が
、
中
学
を
卒
業

し
て
、
高
校
か
ら
は
も
う
実
家
を
離
れ
て
、
京
都

の
水
産
高
校
に
行
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
今
は

水
産
大
学
校
で
山
口
県
に
い
ま
す
。
中
学
校
三
年

生
で
実
家
を
離
れ
て
、
実
家
の
滋
賀
県
と
い
う
と

こ
ろ
を
見
て
み
る
と
、
琵
琶
湖
っ
て
こ
ん
な
に
お

い
し
い
魚
が
い
る
の
だ
な
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
た

め
て
思
い
ま
し
た
。

今
日
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
も
、
地
元

の
生
産
品
と
か
、
魚
と
か
野
菜
に
誇
り
を
持
っ
て

い
る
と
思
う
の
で
す
が
、
僕
も
そ
の
一
人
で
、
琵

琶
湖
の
魚
に
対
し
て
は
強
い
思
い
入
れ
が
あ
り
ま

す
。
こ
ん
な
に
お
い
し
い
魚
が
い
る
の
に
知
名
度

が
低
か
っ
た
り
、
あ
と
は
、
漁
師
さ
ん
が
い
な
く

な
っ
て
、
二
十
年
後
に
は
た
ぶ
ん
琵
琶
湖
に
漁
船

が
浮
い
て
い
な
い
と
い
う
状
況
が
、
今
の
ま
ま
で

は
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
れ
が
す
ご
く
悲

し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

今
年
の
夏
、
東
京
の
シ
ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
に
参

加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
き
、
琵
琶
湖
の
魚
を
持
っ

て
い
っ
た
ら
、
お
い
し
い
と
評
価
し
て
く
だ
さ
る

方
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
や
は
り
そ
う
い
う
と

こ
ろ
に
参
加
す
る
と
、
こ
ん
な
に
お
い
し
い
も
の

が
あ
る
の
に
と
い
う
悔
し
い
思
い
と
、
こ
れ
を
な

く
し
た
く
な
い
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
っ
て
、
卒

業
後
は
ま
だ
ど
う
す
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
す

が
、
最
終
的
に
は
絶
対
に
琵
琶
湖
に
帰
っ
て
、
実

家
を
継
ご
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ど
う
し
て
い
き
た
い
か
と
い
う
の

は
、
最
終
的
に
は
や
は
り
僕
だ
け
で
は
な
く
て
、

仲
間
を
つ
く
っ
て
、
若
い
人
た
ち
で
、
も
う
一
回

琵
琶
湖
の
漁
業
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
や
は
り
地
元
の
人
で
も
、
琵
琶
湖
に
漁

業
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
が
今
減
っ
て

き
て
い
る
の
か
な
と
思
う
の
で
す
。
そ
の
た
め

に
、
先
ほ
ど
中
村
さ
ん
の
ス
ラ
イ
ド
で
も
あ
っ
た

の
で
す
が
、
地
元
の
小
学
生
た
ち
に
漁
業
体
験
と

い
う
形
で
、
僕
自
身
が
船
に
乗
っ
て
、
小
学
生
た

ち
を
校
外
学
習
み
た
い
な
形
で
体
験
さ
せ
て
あ

げ
ら
れ
た
ら
、
や
は
り
小
さ
い
頃
の
記
憶
は
大
人

に
な
っ
て
も
残
る
と
思
う
の
で
す
。
僕
も
小
さ
い

頃
か
ら
魚
を
見
て
育
っ
た
の
で
、
今
こ
う
い
う
ふ

う
に
育
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
や
は
り
そ
う
い
う

触
れ
合
う
機
会
が
大
事
な
の
か
な
と
最
近
思
っ

て
い
ま
す
。
漁
師
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
そ
う
い

う
体
験
と
か
も
積
極
的
に
行
っ
て
、
地
域
を
巻
き

込
ん
で
若
い
人
た
ち
を
漁
業
に
引
き
込
め
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
中
で
の
つ
な
が
り

副
島　

水
産
業
が
こ
れ
か
ら
十
年
先
に
あ
る
か
な

い
か
と
い
う
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
の
西
居
く
ん
と
か
、
そ
の

前
の
浦
丸
さ
ん
と
か
を
見
る
と
、
ま
だ
ま
だ
漁
業

も
捨
て
た
も
の
で
は
な
い
と
希
望
を
持
て
る
感
じ

が
し
ま
す
。
今
、
人
と
人
の
コ
ラ
ボ
と
か
、
モ
ノ

と
モ
ノ
の
コ
ラ
ボ
と
い
う
話
が
出
て
き
た
の
で
す

が
、
今
度
は
、
分
野
と
分
野
の
コ
ラ
ボ
と
い
い
ま

す
か
、
漁
業
と
農
業
の
コ
ラ
ボ
と
い
う
の
も
あ
る

の
か
な
と
思
い
ま
す
。

徳
島
か
ら
い
ら
し
て
い
る
鳴
滝
さ
ん
、
今
日

は
「
こ
ま
つ
し
ま
漁
と
農
ゆ
め
会
議
」
と
い
う
こ

と
で
出
て
き
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
が
、
具
体
的

に
、
漁
と
農
で
ど
う
い
う
こ
と
を
会
議
の
中
で
さ

れ
て
い
る
の
で
す
か
。　

鳴
滝　

漁
業
と
農
業
で
地
域
活
性
の
こ
と
や
、
防

災
の
こ
と
な
ど
を
や
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
地

域
は
、
高
い
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
す
。
そ
れ
で
、

地
震
と
か
津
波
の
と
き
に
、
山
の
ほ
う
に
逃
げ
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
と
き

に
、
山
の
人
と
の
日
頃
の
お
付
き
合
い
と
い
う

か
、
パ
イ
プ
を
持
っ
て
い
た
ら
、
そ
の
と
き
に
困

ら
ず
に
行
け
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
大
学
の
先
生
な
ど
も
、
い
ろ
い
ろ
地
域
の
こ

と
を
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

副
島　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
の
お
付

き
合
い
を
つ
く
っ
て
、そ
れ
を
生
か
し
て
い
く
と
い

う
と
こ
ろ
の
連
携
か
と
思
い
ま
す
。
愛
媛
も
養
殖

大
国
で
す
が
、
同
じ
養
殖
が
盛
ん
な
牛
根
漁
協
の

川
筋
さ
ん
。
少
し
前
に
お
聞
き
し
て
印
象
的
だ
っ

た
の
で
す
が
、
地
域
で
養
殖
を
や
っ
て
い
く
に
当

た
っ
て
、働
い
て
く
れ
て
い
る
人
に
、み
ん
な
で
お

弁
当
と
か
を
作
っ
た
り
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い

る
と
数
年
前
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
と
思
う
の
で

す
が
、今
は
ど
う
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。
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川
筋　

鹿
児
島
の
垂
水
と
い
う
桜
島
の
根
本
に
あ

る
の
で
す
が
、
そ
こ
の
垂
水
市
一
万
四
千
人
の
町

の
中
に
、
牛
根
漁
協
と
垂
水
漁
協
が
二
つ
あ
り
ま

す
。
小
さ
い
市
に
は
普
通
、
漁
協
が
二
つ
も
な
い

の
で
す
が
、
カ
ン
パ
チ
と
ブ
リ
の
養
殖
が
盛
ん
な

町
な
の
で
す
。
そ
し
て
、
う
ち
の
近
所
に
も
弁
当

屋
さ
ん
が
な
い
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
こ
の
親

方
の
奥
さ
ん
方
は
皆
さ
ん
、
弁
当
を
朝
か
ら
何
十

個
も
作
る
の
で
す
。
そ
れ
で
弁
当
屋
さ
ん
が
で
き

た
ら
い
い
な
と
い
う
の
を
、
前
に
先
生
方
に
お
会

い
し
た
時
に
お
話
し
し
た
と
思
う
の
で
す
が
、
や

は
り
今
も
自
分
の
と
こ
ろ
の
従
業
員
、
お
手
伝
い

に
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
の
お
弁
当
は
、
そ
こ
の
親

方
の
奥
さ
ん
が
作
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

今
、
お
弁
当
屋
さ
ん
の
話
は
全
然
流
れ
て
い
る

の
で
す
が
、
今
の
コ
ラ
ボ
の
話
で
い
き
ま
す
と
、

桜
島
は
、
か
な
り
灰
が
降
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
驚

く
ほ
ど
の
灰
が
降
る
の
で
す
が
、
そ
の
灰
を
ろ
過

し
た
も
の
で
、
ブ
リ
や
カ
ン
パ
チ
を
漬
け
る
灰
干

し
と
い
う
や
り
方
を
し
て
い
る
業
者
が
幾
つ
か

出
て
き
ま
し
た
。
デ
パ
ー
ト
に
行
き
ま
す
と
、
灰

干
し
大
根
と
い
っ
て
大
根
も
灰
干
し
す
る
の
で

す
が
、
ブ
リ
も
全
て
灰
干
し
、
野
菜
も
魚
も
灰
干

し
と
い
う
も
の
が
出
て
き
ま
し
て
、
灰
も
邪
魔
な

も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
私
た
ち
の
感

想
で
す
。

私
た
ち
の
と
こ
ろ
で
は
、
ブ
リ
と
カ
ン
パ
チ
し

か
な
い
の
で
、
ど
う
し
て
も
何
か
を
加
工
し
て
出

し
た
い
と
い
う
よ
り
も
、
や
は
り
生
で
食
べ
て

ほ
し
い
。
ブ
リ
だ
っ
た
ら
生
で
食
べ
て
、
あ
ら
を

洗
っ
て
食
べ
て
、
ぶ
り
大
根
も
食
べ
た
い
。
カ
ン

パ
チ
だ
っ
た
ら
、
お
刺
身
や
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
で
食

べ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
や
は
り

ど
ち
ら
の
漁
協
で
も
、
お
祭
り
の
と
き
に
は
、
ぶ

り
大
根
を
作
り
ま
す
。
お
刺
身
も
あ
る
け
れ
ど

も
、
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
も
作
る
。
そ
う
い
っ
た
も
の

で
広
げ
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
い
う
の
が
、
同
じ

養
殖
の
魚
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
悩
み
で
す
。

そ
う
言
っ
て
い
た
ら
、
今
、
牛
根
の
ほ
う
で
は
、

海
外
輸
出
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
フ
ィ
レ
に
し
て
海

外
に
出
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
私
た
ち
の

出
番
が
全
く
な
く
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
も
、
や

は
り
ブ
リ
が
県
内
で
売
れ
て
ほ
し
い
の
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
小
学
校
で
魚
の
さ
ば
き
方
教
室
を
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
、
ブ
リ
、
カ
ン
パ
チ

の
大
き
さ
や
、良
さ
を
見
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
夢
を
表
現
し
て
い
く

副
島　

自
分
た
ち
が
い
ろ
い
ろ
思
い
、
行
動
し
よ

う
し
て
も
、
周
り
の
状
況
や
社
会
状
況
が
変
わ
っ

て
と
い
う
と
こ
ろ
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
と
か
、
波
に
乗

れ
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
な
っ
て

く
る
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
る
の
か
な
と
い
う
ふ
う

に
す
ご
く
感
じ
ま
し
た
。

そ
う
い
う
よ
う
な
話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

実
は
も
う
あ
っ
と
い
う
間
に
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
終
わ
り
の
時
間
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
コ
ラ
ボ
と
し
て
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ

て
み
た
い
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
に
対
し
て
こ
う
い

う
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る

と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
を
、
一
言
ず
つ
お
願
い
し

ま
す
。

中
村　

今
い
ろ
い
ろ
な
コ
ラ
ボ
の
必
要
が
出
て
き

た
と
い
う
の
は
、
ひ
と
昔
前
で
す
と
、
日
本
も
長

く
高
度
経
済
成
長
時
代
が
続
い
た
の
で
、
も
の
を

作
れ
ば
売
れ
る
、
も
の
を
獲
れ
ば
売
れ
る
と
い
う

時
代
が
長
く
あ
っ
た
と
思
う
の
で
す
。
今
は
、
成

長
時
代
も
と
っ
く
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
成
熟
社

会
で
す
。
成
熟
社
会
と
い
う
の
は
、
努
力
を
し
て

み
ん
な
す
ご
く
頑
張
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ

が
な
か
な
か
見
え
に
く
い
時
代
だ
と
思
う
の
で

す
。
み
ん
な
頑
張
っ
て
い
る
の
に
見
え
に
く
い
。

成
長
社
会
は
、
結
果
が
す
ご
く
出
た
時
代
だ
と

思
い
ま
す
が
、
今
は
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題
を
、
自

分
た
ち
だ
け
で
解
決
す
る
の
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
気
が
し
ま
す
。
な
の
で
、
や
は
り
そ
こ
で
同
じ

よ
う
な
思
い
を
持
つ
お
互
い
が
つ
な
が
り
あ
っ

て
、
そ
の
思
い
を
共
有
し
な
が
ら
一
緒
に
乗
り
越

え
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
絶
対

に
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

世
の
中
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
変
わ
っ
て
き
て

い
る
の
は
、
例
え
ば
、
全
然
違
う
話
で
す
が
、
昔

は
ア
イ
ド
ル
は
一
人
で
し
た
。
一
人
で
ア
イ
ド
ル

を
張
れ
た
の
で
す
。で
も
、今
は
グ
ル
ー
プ
で
す
。

嵐
も
そ
う
、
A
K
B
も
そ
う
で
す
。
昔
は
、
山
口

百
恵
に
桜
田
淳
子
で
す
。
知
ら
な
い
で
す
か
。
そ

う
い
う
ふ
う
に
一
人
で
ア
イ
ド
ル
を
張
れ
る
時

代
が
あ
っ
た
の
で
す
。
今
は
全
部
グ
ル
ー
プ
と
ユ

ニ
ッ
ト
な
の
で
す
。
や
は
り
、
芸
能
界
の
世
界
で

も
そ
う
い
う
ふ
う
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
は

通
じ
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

今
は
、
そ
う
や
っ
て
み
ん
な
が
つ
な
が
っ
て
、

発
信
し
て
い
く
と
、
世
の
中
に
与
え
る
影
響
と
い

う
の
は
す
ご
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
う
機

会
を
捉
え
な
が
ら
、
お
互
い
に
思
い
を
共
有
し
な

が
ら
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
い
い
。
あ
と
は
、
先
ほ

ど
学
生
の
方
も
言
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
す
が
、
皆

さ
ん
、
自
分
が
何
を
し
た
い
の
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
自
分
は
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
、
こ
ん

な
こ
と
を
夢
見
て
い
る
、
や
り
た
い
の
で
す
と
言

う
け
れ
ど
、
や
は
り
そ
れ
は
表
現
し
て
い
か
な
い

と
も
っ
た
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
先
ほ
ど
会
場
か
ら
拍
手
が
起
こ
っ
た

の
は
、
す
ご
く
感
動
が
起
こ
っ
た
の
だ
と
思
う
の

で
す
。
そ
う
や
っ
て
自
分
の
中
に
あ
る
思
い
を
一

生
懸
命
伝
え
て
い
け
ば
、
必
ず
そ
れ
に
賛
同
し
て

協
力
し
て
く
れ
る
人
が
絶
対
に
現
れ
ま
す
。
な
の

で
、
お
互
い
に
、
自
分
の
中
に
あ
る
夢
と
か
を
遠

慮
し
な
い
で
語
り
ま
し
ょ
う
。

い
ろ
ん
な
人
と
コ
ラ
ボ
し
て
い
き
た
い

喜
田　

何
年
か
前
に
、
島
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま

し
た
。
や
は
り
、
あ
の
頃
は
、
県
が
た
く
さ
ん
イ

ベ
ン
ト
を
し
て
く
れ
る
と
私
た
ち
も
う
れ
し
い

と
、県
に
押
し
掛
け
て
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
、
農
家
の
野
菜
の
ソ
ム
リ
エ
さ
ん
も
、
改

善
グ
ル
ー
プ
も
、
皆
お
隣
さ
ん
な
の
で
す
。
西
条
、

そ
れ
か
ら
伯
方
島
と
い
う
、
私
た
ち
の
近
く
の
と

こ
ろ
と
コ
ラ
ボ
し
て
バ
ー
ガ
ー
を
作
り
、
バ
ー

ガ
ー
を
日
に
何
個
も
売
り
ま
し
た
。
そ
の
パ
ン
な

の
で
す
が
、
パ
ン
は
ど
こ
に
で
も
あ
り
ま
す
。
で

も
、
そ
の
ソ
ム
リ
エ
さ
ん
が
、
ニ
ン
ジ
ン
の
パ
ン
、

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
パ
ン
、
ミ
カ
ン
の
パ
ン
と
い
う

五
種
類
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
皆
一
種
類

百
個
ず
つ
作
っ
て
く
れ
て
、
そ
の
中
に
私
た
ち
の

じ
ゃ
こ
天
を
入
れ
、
生
活
改
善
さ
ん
が
タ
マ
ネ
ギ

の
マ
リ
ネ
と
ネ
ギ
を
作
っ
て
く
れ
て
、
そ
う
や
っ

て
売
っ
た
の
で
す
。

や
は
り
、
学
生
さ
ん
も
い
い
の
で
す
が
、
農
業

の
人
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
と
コ
ラ
ボ
す
る
の

も
あ
り
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
そ
の
ソ
ム
リ
エ

さ
ん
が
、
今
は
横
浜
の
ほ
う
に
行
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
今
は
ち
ょ
っ
と
何
を
し
よ
う
か
と
考
え
て

い
ま
す
。
も
っ
と
ソ
ム
リ
エ
さ
ん
や
パ
ン
屋
さ
ん

た
ち
を
探
し
て
、
仲
良
く
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

武
部　

自
分
の
持
っ
て
い
な
い
分
野
、
い
ろ
い
ろ

な
分
野
の
人
た
ち
に
た
く
さ
ん
知
恵
を
借
り
て
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

阿
部　

私
た
ち
は
、
貝
柱
と
か
真
珠
と
か
を
盛
り
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上
げ
る
と
か
、
地
元
の
地
場
産
業
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
い
る
の
で
、
横
の
つ

な
が
り
と
い
う
の
は
今
ま
で
は
正
直
あ
ま
り
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
グ
ル
ー
プ
の
中
で
の
つ
な
が

り
は
大
事
に
し
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
三
年
前
に

店
を
建
て
た
時
、
ず
っ
と
お
弁
当
事
業
と
貝
柱
を

売
っ
て
い
る
だ
け
で
は
何
か
足
り
な
い
と
思
い

ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
こ
や
ひ
め
の
お
弁
当
に

は
、
外
国
産
の
サ
バ
と
シ
ャ
ケ
し
か
入
ら
な
い
の

で
す
。
で
も
、
高
齢
社
会
が
進
む
中
で
、
お
魚
が

食
べ
た
い
と
言
わ
れ
た
と
き
に
、
何
か
な
い
だ
ろ

う
か
と
考
え
ま
し
た
。
私
は
、
あ
こ
や
ひ
め
で
活

動
す
る
前
に
は
、
道
の
駅
の
き
さ
い
や
広
場
の
ほ

う
で
ず
っ
と
働
い
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
と
き

に
、
県
外
か
ら
来
る
お
客
さ
ん
に
店
頭
で
、「
宇
和

島
に
は
、
こ
ん
だ
け
有
名
な
タ
イ
や
、
カ
ン
パ
チ
、

ハ
マ
チ
が
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
持
っ
て
帰
れ
る

も
の
が
な
い
の
か
」
と
よ
く
言
わ
れ
て
い
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
き
っ
か

け
に
な
り
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
は
、
い
や
し
博
が
始
ま
っ
た

と
き
で
、
当
時
の
水
産
課
の
課
長
に
相
談
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
魚
を
ど
う
に
か
し
て
加
工
品
に
で

き
な
い
か
と
い
う
と
き
に
、
冷
風
乾
燥
機
と
い
う

も
の
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
十

年
ぶ
り
の
事
業
採
択
で
今
の
冷
風
乾
燥
機
を
導
入

し
ま
し
た
。ま
た
、鮮
度
を
保
つ
た
め
に
、今
ま
で

は
ブ
ラ
ス
ト
チ
ラ
ー
と
い
う
四
時
間
ぐ
ら
い
で
固

ま
る
も
の
を
使
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を
ア

ル
コ
ー
ル
リ
キ
ッ
ド
凍
結
と
い
う
、
十
五
分
で
マ

イ
ナ
ス
三
十
度
ま
で
凍
る
も
の
を
入
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
実
際
に
お
い
し
い
干
物
を
お

土
産
と
し
て
持
っ
て
帰
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
解
凍
し
て
食
べ
た
と
き
に
、
全
然
ド
リ
ッ
プ

が
出
な
く
て
、
お
い
し
い
も
の
が
で
き
た
と
い
う

の
で
、
地
元
の
リ
ピ
ー
タ
ー
の
お
客
さ
ん
も
来
ら

れ
ま
す
し
、
や
は
り
そ
の
魚
の
た
め
に
来
て
く
だ

さ
る
お
客
さ
ん
も
い
る
の
で
、
そ
こ
は
い
い
な
と

満
足
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
、
先
日
、

岡
山
の
マ
マ
カ
リ
で
有
名
な
胸
上
漁
協
さ
ん
か

ら
、
あ
こ
や
ひ
め
に
研
修
に
行
き
た
い
と
い
う
連

絡
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
車
で
来
た
の

で
す
か
と
い
う
ぐ
ら
い
、
も
の
す
ご
く
古
い
、
壊

れ
そ
う
な
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
の
ハ
イ
エ
ー
ス
に

乗
っ
て
、
八
十
代
の
本
当
に
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
が

五
名
ぐ
ら
い
と
、
そ
こ
の
組
合
長
さ
ん
が
、
話
を

聞
か
せ
て
く
れ
と
来
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
人
た
ち
も
、
先
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
方
が
言

わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
自
分
た
ち
は
マ
マ
カ
リ
を

獲
る
こ
と
し
か
で
き
な
く
て
、
で
も
こ
の
組
合
を

そ
の
ま
ま
存
続
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
で

も
、
若
い
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
年
に
一
回
か
二

回
働
け
る
繁
忙
期
し
か
な
い
の
で
す
。
で
す
か

ら
、
何
か
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
結
局
そ
の
干

物
の
話
を
し
た
と
き
に
、
新
鮮
な
と
き
に
液
体
凍

結
を
し
て
、
年
中
通
し
て
加
工
品
を
作
っ
て
い
け

ば
い
い
と
い
う
話
に
な
り
、
そ
の
人
た
ち
も
、「
私

た
ち
も
今
か
ら
頑
張
っ
て
助
成
金
を
取
っ
て
働
き

ま
す
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
七
十
代
、
八
十
代
の

方
で
も
馬
力
が
あ
り
、
私
た
ち
の
ほ
う
が
、
馬
力

が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ぐ
ら
い
で
し
た
。

そ
の
後
に
、
業
者
さ
ん
を
紹
介
し
ま
し
た
。

モ
ノ
と
モ
ノ
の
つ
な
が
り
と
い
う
こ
と
で
は
、

地
元
の
農
家
さ
ん
と
も
つ
な
が
り
た
い
で
す
。

せ
っ
か
く
私
た
ち
も
い
い
干
物
の
機
械
を
持
っ

て
、
そ
れ
は
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
と
か
も
作
れ
る

機
械
で
す
。
し
か
し
、
ま
だ
正
直
自
分
た
ち
の
こ

と
で
手
い
っ
ぱ
い
の
時
期
が
続
い
て
い
て
、
ま
だ

そ
ん
な
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
が
、
今
後
は
そ

う
い
う
こ
と
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。
今
回
、

「
ぷ
ら
い
ま
り
ぃ
」
さ
ん
と
つ
な
が
り
が
で
き
た

こ
と
で
、
そ
う
い
う
も
の
を
使
っ
て
ど
う
に
か
で

き
な
い
か
と
い
う
こ
と
と
と
も
に
、
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
上
で
、
私
た

ち
が
し
て
い
る
活
動
を
見
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方

た
ち
に
賛
同
し
て
も
ら
っ
て
、
そ
の
人
た
ち
と
一

緒
に
頑
張
っ
て
い
け
る
よ
う
な
環
境
に
な
っ
た
ら

い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

人
と
人
の
コ
ラ
ボ
が
大
事

小
林　

私
は
皆
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
、
分
野
や

モ
ノ
と
モ
ノ
の
コ
ラ
ボ
も
大
事
だ
け
れ
ど
も
、
私

の
場
合
は
、
特
に
人
と
人
と
の
コ
ラ
ボ
が
大
事
か

な
と
思
い
ま
し
た
。
私
の
島
の
漁
協
女
性
部
は
、

私
を
除
い
た
ら
、
あ
と
は
七
十
代
、
八
十
代
の
人

た
ち
ば
か
り
で
す
。
四
十
代
、
五
十
代
は
ほ
と
ん

ど
い
な
い
状
態
で
、
三
十
代
は
私
一
人
で
す
。
で

す
か
ら
、
結
局
何
か
を
や
ろ
う
と
思
っ
て
も
、
一

緒
に
長
く
や
っ
て
い
く
人
た
ち
が
い
な
い
状
態

で
す
。
人
と
人
と
で
コ
ラ
ボ
を
し
て
何
か
も
の
を

作
る
で
も
い
い
の
で
、
そ
こ
か
ら
ま
た
も
の
と
も

の
の
コ
ラ
ボ
で
あ
っ
た
り
、
分
野
と
分
野
の
コ
ラ

ボ
に
つ
な
げ
て
い
け
た
ら
い
い
か
な
と
感
じ
ま

し
た
。

自
分
を
大
き
く
し
て
い
き
た
い

谷
岡　

話
の
中
で
、
限
界
集
落
と
い
う
話
が
あ
っ

た
と
思
う
の
で
す
が
、
私
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
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も
限
界
集
落
で
、
三
十
代
後
半
の
主
人
が
一
番
若

く
て
、
あ
と
は
だ
い
ぶ
離
れ
て
と
い
う
形
の
と
こ

ろ
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
農
業
は
農
繁
期
が
あ

り
、
柿
な
ど
は
五
月
と
四
月
か
ら
十
二
月
ぐ
ら
い

ま
で
が
す
ご
く
忙
し
く
て
、
そ
の
間
は
人
の
雇
用

が
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
で
の
雇

用
が
全
然
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
部
分
で
、
自

分
が
携
わ
っ
て
い
る
加
工
品
と
か
と
組
み
合
わ
せ

て
、
何
か
人
を
雇
用
す
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
で

き
た
ら
い
い
の
か
な
と
い
う
の
が
自
分
の
頭
の
中

に
あ
り
ま
す
。
少
し
遠
い
未
来
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
う
い
う
こ
と
も
考
え
な
が
ら
、
農
業
と
加

工
業
の
コ
ラ
ボ
と
い
う
感
じ
で
、
自
分
を
大
き
く

し
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

夢
を
語
る

三
木　

皆
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
い
て
、
ふ
と
私

も
今
か
ら
夢
を
語
っ
て
い
い
の
だ
と
思
い
ま
し

た
。
語
っ
て
き
た
つ
も
り
な
の
で
す
が
、
あ
ら
た

め
て
も
っ
と
語
り
た
い
。
そ
れ
こ
そ
平
成
を
飛
び

越
え
て
昭
和
の
、
私
は
も
ち
ろ
ん
昭
和
生
ま
れ

で
す
が
、
昭
和
の
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
た
私
を
と
。

な
ん
で
笑
う
の
で
す
か
。
そ
の
と
き
の
イ
メ
ー
ジ

を
、
令
和
に
来
て
、
私
も
ま
だ
キ
ラ
キ
ラ
目
を
輝

か
せ
て
や
っ
て
い
い
の
だ
と
、
き
ょ
う
は
す
ご
く

開
放
さ
れ
た
気
分
で
い
ま
す
。
経
験
を
踏
ま
え
現

実
に
即
し
た
形
で
夢
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

を
、
今
日
は
あ
ら
た
め
て
思
い
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
も
っ
と
考
え
て
も
い
い
の
だ
と
、
私

自
身
も
す
ご
く
わ
く
わ
く
し
て
き
ま
し
た
。

「
夢
を
見
る
と
い
っ
て
も
」
と
い
う
思
い
も
皆

さ
ん
に
も
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
と

き
は
ぜ
ひ
、
う
み
・
ひ
と
・
く
ら
し
の
ミ
ニ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
技
術
的
に
こ
れ

が
よ
く
分
か
ら
な
い
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が
あ

れ
ば
研
修
の
場
を
設
け
ま
す
。
そ
う
い
う
と
き

は
、
夢
を
語
り
つ
つ
、
詰
め
の
部
分
は
ぜ
ひ
ミ
ニ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
ご
意
見
を
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

関　

き
ょ
う
は
本
当
に
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
印
象
に
残
っ
た

の
で
す
が
、
一
人
で
や
れ
る
こ
と
は
限
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
は
も
の
す
ご
く
身
に
染
み
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
一
応
三
人
で
、
う
み
・
ひ
と
・
く
ら

し
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
も
ま
だ
若
い
の

で
、こ
れ
か
ら
ま
だ
新
し
い
も
の
に
出
会
っ
た
り
、

新
し
い
人
た
ち
と
日
々
出
会
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
そ
う
い
う
出
会
い
そ

の
も
の
を
大
事
に
し
て
い
っ
て
、
今
の
パ
ワ
ー
を

倍
に
し
て
い
き
た
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
き
ょ
う
こ
こ
で
会
っ
た
皆
さ
ん
、
こ

れ
も
う
み
・
ひ
と
シ
ン
ポ
の
出
会
い
の
中
で
出

会
っ
て
し
ま
っ
た
運
命
的
な
仲
間
で
す
。
こ
の
つ

な
が
り
が
、
も
し
か
し
た
ら
明
日
何
か
実
を
結
ぶ

か
も
し
れ
な
い
し
、
十
年
後
に
何
か
大
き
な
実
を

結
ぶ
可
能
性
も
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
自
分
で

も
感
じ
て
い
ま
す
し
、
皆
さ
ん
に
も
そ
う
い
う
ふ

う
に
感
じ
て
、
き
ょ
う
の
出
会
い
を
大
事
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

副
島　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
が
い
ろ
い

ろ
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

印
象
に
残
っ
た
の
は
、
二
人
で
一
本
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
、
十
人
だ
と
四
十
五
本
に
な
っ
て
、
三
十

人
だ
と
五
百
本
に
な
る
と
い
う
話
。
で
は
、
こ
の

会
場
だ
っ
た
ら
何
本
に
な
る
の
か
。
た
だ
の
つ
な

が
り
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生

ま
れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
す
ご
く
印
象
的
だ
っ

た
の
と
、
ア
イ
ド
ル
も
昔
は
一
人
だ
っ
た
け
れ
ど

も
、
今
は
グ
ル
ー
プ
だ
と
い
う
こ
と
。
私
た
ち
も

グ
ル
ー
プ
で
や
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
発
散
さ
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
、
皆

さ
ん
と
の
相
乗
効
果
を
こ
れ
か
ら
も
期
待
し
て
、

皆
さ
ん
と
ま
た
ど
こ
か
で
お
会
い
で
き
た
ら
と
い

う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。
今
日
は
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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内
子
町
の
人
が
作
っ
た
農
産
物
し
か

販
売
し
な
い

こ
の
「
か
ら
り
」
は
道
の
駅
と
い
う
大
き
な

看
板
を
背
負
っ
て
い
ま
す
。
道
の
駅
は
全
国
に

千
百
六
十
ぐ
ら
い
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す

が
、
か
ら
り
は
最
初
か
ら
道
の
駅
を
つ
く
ろ
う
と

し
て
い
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
番
の
目
的
は

内
子
町
の
農
業
振
興
で
す
。
農
業
を
元
気
す
る
た

め
に
直
売
所
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
に
勉
強
会
や
い
ろ
い
ろ

な
研
究
会
を
し
て
、
実
験
施
設
も
つ
く
っ
て
や
っ

て
い
る
中
で
、
国
土
交
通
省
が
道
の
駅
と
い
う
新

し
い
制
度
を
作
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
国
土
交
通

省
の
方
か
ら
道
の
駅
に
登
録
し
て
い
た
だ
け
ま

せ
ん
か
と
い
う
依
頼
を
受
け
て
、
私
ど
も
は
断
る

理
由
も
全
く
な
い
の
で
登
録
し
た
と
い
う
経
緯
で

す
。
で
す
か
ら
か
ら
り
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
が
休

む
た
め
の
施
設
づ
く
り
で
は
な
く
て
、
内
子
町
で

作
ら
れ
た
も
の
を
い
か
に
た
く
さ
ん
の
方
に
来
て

い
た
だ
い
て
、
買
っ
て
い
た
だ
く
か
と
い
う
こ
と

を
一
番
の
基
本
理
念
に
し
て
い
ま
す
。

直
売
所
は
開
設
当
時
か
ら
今
も
そ
う
で
す

が
、
内
子
町
の
人
が
作
っ
た
も
の
し
か
販
売
し

ま
せ
ん
。
隣
の
町
か
ら
も
仕
入
れ
を
し
ま
せ
ん
。

扱
っ
て
い
る
の
は
全
部
内
子
町
の
品
物
で
す
。
唯

一
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
が
お
茶
や
飲
み
物
が
必
要

だ
と
言
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
分
だ
け
は
仕
入
れ
ま

す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
も
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
取
っ
て

買
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
施
設
内

に
自
動
販
売
機
は
一
台
も
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国
の

道
の
駅
で
自
動
販
売
機
が
な
い
の
は
私
ど
も
だ

け
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
内
子
町
に
特

化
し
た
直
売
所
と
い
う
よ
う
に
進
め
て
き
ま
し

た
し
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
て
今
ま
で
農
林
水
産
大

うみ・ひと・くらしフォーラム

司
会
進
行
：
三
木
奈
都
子

ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
　

　
　
　
　
　

内
子
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
か
ら
り

　
　
　
　
　

内
子
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
か
ら
り

in

内
子
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
か
ら
り
は
、
農
産
物
の
直
売
所
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
加
工
場
な
ど
が
一
体
と
な
っ
た
道
の
駅
で
す
。

自
分
た
ち
で
勉
強
会
を
積
み
重
ね
て
き
た
「
か
ら
り
」。
今
も
出
荷
者
た
ち
で
組
織
す
る
「
か
ら
り
直
売
所
出
荷
者
運
営
協
議
会
」
は
自
分
た
ち
で
組
織
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
度
に
は
「
か
ら
り
直
売
所
出
荷
者
運
営
協
議
会
」
が
農
林
水
産
省
「
豊
か
な
村
づ
く
り
部
門
」
で
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

設
立
に
尽
力
さ
れ
た
名
誉
会
長
や
現
在
の
会
長
、
社
長
、
出
荷
者
た
ち
か
ら
「
か
ら
り
」
へ
の
思
い
や
課
題
、
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

出
荷
者
自
ら
が
勉
強
会
を
積
み
重
ね
、
組
織
を
運
営
す
る 

― 

内
子
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
か
ら
り
の
取
組 

―

内子フレッシュパークからり
内子フレッシュパークからりは、農産物の直売所やレスト
ラン、加工場などが一体となった道の駅です。自分たちで勉
強会を積み重ねてきた「からり」。今も出荷者たちで組織する
「からり直売所出荷者運営協議会」は自分たちで組織を運営し
ています。
平成29年度には「からり直売所出荷者運営協議会」が農林
水産省「豊かな村づくり部門」で内閣総理大臣賞を受賞しま
した。設立に尽力された名誉会長や現在の会長たちから「か
らり」への思いや課題、これからについてお話を伺います。

内子フレッシュパークからり
http://www.karari.jp/

〒791-3301　愛媛県内子町内子2452番地

◆ 

土
居　

好
弘 

氏

株
式
会
社
内
子
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
か
ら
り

代
表
取
締
役
社
長
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臣
賞
や
内
閣
総
理
大
臣
賞
等
々
を
頂
き
ま

し
た
。

安
全
、
安
心
へ
の
こ
だ
わ
り

私
ど
も
の
こ
だ
わ
り
は
も
う
一
つ
あ
り

ま
す
。
農
産
物
が
中
心
で
す
の
で
新
鮮
な
も

の
、
安
全
・
安
心
な
も
の
と
い
う
こ
と
を
一

番
心
掛
け
て
内
子
町
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

作
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
ー
（
生
産
履
歴
）
の
追
跡
可
能
性
で

す
。
誰
が
ど
こ
の
畑
に
い
つ
植
え
て
、
ど
の

よ
う
な
肥
料
、
ど
の
よ
う
な
農
薬
を
や
っ
た

か
と
い
う
こ
と
が
全
部
分
か
る
よ
う
に
し

て
、
公
開
し
て
い
ま
す
。

先
ほ
ど
直
売
所
に
行
っ
て
里
芋
を
持
っ

て
き
ま
し
た
。
私
ど
も
の
も
の
は
、
今
ま
で

は
バ
ー
コ
ー
ド
だ
っ
た
の
で
す
が
、
も
う
既

に
Q
R
コ
ー
ド
に
替
わ
っ
て
い
ま
す
。
Q
R

コ
ー
ド
に
替
え
た
の
も
全
国
で
最
初
だ
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
小
さ
い
Q
R
コ
ー
ド

が
あ
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
値
段
等
を
管
理
す
る

Q
R
コ
ー
ド
で
す
。
誰
の
も
の
で
、
金
額
は
幾
ら

か
と
い
う
の
が
読
み
込
ま
れ
て
す
ぐ
パ
ソ
コ
ン
の

中
に
取
り
込
ま
れ
ま
す
。
も
う
一
つ
少
し
大
き
な

Q
R
コ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
専
用
の
パ
ソ
コ
ン
は

売
り
場
の
一
番
お
も
て
の
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
す

が
、
そ
れ
に
か
ざ
す
と
誰
が
ど
こ
で
ど
う
い
う
農

薬
を
や
っ
た
か
と
い
う
の
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
後
で
時
間
が
あ
っ
た
ら
、
農
産
物
の

コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
こ
ろ
ま
で
持
っ
て
い
っ
て

い
た
だ
く
と
、
こ
う
い
う
も
の
が
見
ら
れ
ま
す
の

で
ぜ
ひ
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

で
も
、
こ
れ
だ
け
で
は
農
家
の
人
が
記
帳
し
て

お
い
て
パ
ソ
コ
ン
に
打
ち
込
む
だ
け
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
で
、
そ
れ
を
証
明
す
る
た
め
に
毎
月

二
十
検
体
か
ら
五
十
検
体
を
無
作
為
で
抽
出
し
ま

す
。
内
子
町
で
や
っ
て
い
る
環
境
N
P
O
法
人
が

あ
る
の
で
す
が
、
そ
こ
へ
持
ち
込
ん
で
残
留
農
薬

の
検
査
を
し
ま
す
。
毎
月
何
検
体
調
べ
て
、
何
検

体
ど
う
い
う
も
の
が
出
て
き
た
か

と
い
う
の
を
報
告
し
て
い
た
だ
い

て
、
上
に
あ
る
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
し

ま
す
。
お
と
と
い
八
月
分
を
や
り

ま
し
た
。
八
月
は
少
し
忙
し
か
っ
た

の
か
検
体
が
少
な
か
っ
た
で
す
が
、

十
八
検
体
で
残
留
農
薬
の
検
出
は

ゼ
ロ
と
い
う
の
を
も
う
既
に
見
え
る

よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
徹
底
し
た
こ
だ
わ
り
を
皆
さ
ん

に
認
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

私
ど
も
の
店
は
松
山
の
方
が
わ

ざ
わ
ざ
車
に
乗
っ
て
買
い
に
来
て

い
た
だ
く
と
い
う
店
に
な
っ
て
い

ま
す
。
松
山
の
三
越
の
一
番
大
き
い

ホ
ー
ル
、
ア
ト
リ
ウ
ム
コ
ー
ト
と
い

う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
今
日
は
そ
ち
ら
に
も
私
ど

も
の
職
員
が
四
人
行
っ
て
、
農
産
物
等
の
販
売
を

一
週
間
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
基
本
は
来
て

い
た
だ
い
て
こ
こ
で
売
り
た
い
と
は
思
っ
て
い
ま

す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か
ら
評
価
を
受
け
た

り
呼
ん
で
い
た
だ
い
た
り
し
な
が
ら
、
内
子
町
の

農
産
物
を
い
か
に
売
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
徹
し

て
、
頑
張
っ
て
い
る
の
が
私
た
ち
か
ら
り
の
職
員

た
ち
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
訪
者
の
特
性
は
？

Ａ　

地
元
の
来
場
者
数
と
そ
れ
か
ら
観
光
客
の
方

の
大
体
年
間
の
来
場
者
数
を
教
え
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

社
長　

町
内
、
町
外
を
分
け
た
統
計
は
取
っ
て
い

な
い
の
で
す
が
、
た
ぶ
ん
町
外
の
方
が
六
〜
七
割

だ
と
思
い
ま
す
。
町
外
の
方
は
、
特
に
土
曜
、
日

曜
に
な
る
と
わ
ざ
わ
ざ
か
ら
り
に
野
菜
、
果
物
を

買
う
目
的
で
来
ら
れ
ま
す
。
町
内
の
方
が
少
な
い

の
は
、
こ
こ
で
は
内
子
町
の
も
の
し
か
売
っ
て
い

な
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
内
子
町
の
方
は
ほ

と
ん
ど
の
も
の
は
自
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
観
光
バ
ス
は
ほ
と
ん
ど
が

レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
の
方
で
す
。

経
営
者
に
な
り
た
い

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
ず
っ
と
専
業
農

家
で
、
タ
バ
コ
や
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
作
っ
て
き

ま
し
た
。
農
業
を
始
め
て
二
十
年
経
っ
て
子
ど
も

パネリスト紹介

内子町役場を退職後、現職。

土居 好弘 氏
株式会社内子フレッシュパークからり代表取締役社長

野田氏から直売所出荷者運営協議会会長を引き継ぎ、
同運営協議会を取りまとめる。

稻田 由美子 氏
からり直売所出荷者運営協議会 会長

谷岡 真衣 氏 たにおか農園

昭和60年代に開始された「知的農村塾」で女性主導の町づく
りの事例が紹介されたのをきっかけとして、それまでとは違う
農業を模索。平成6年の直売所開始時の第1号会員となり、そ
の後、直売所出荷者運営協議会の会長に。現在は名誉会長。

野田 文子 氏
からり直売所出荷者運営協議会 名誉会長

前日のトークに続き、登壇していただきます。

◆ 

野
田　

文
子 

氏

か
ら
り
直
売
所
出
荷
者
運
営
協
議
会

名
誉
会
長
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ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
内
子
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
か
ら
り

た
ち
が
成
長
し
た
時
に
、
自
分
は
こ
れ
か
ら
何
を

す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
し
た
。
自
分

は
農
家
に
嫁
い
だ
の
で
す
か
ら
自
分
が
満
足
の
い

く
、
納
得
の
い
く
農
業
が
や
り
た
い
と
、
そ
う
い

う
思
い
に
至
っ
た
時
に
、
内
子
町
が
こ
の
直
売
所

を
つ
く
る
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
は
今

ま
で
舅
と
主
人
の
農
業
労
働
者
で
し
た
。
何
と
か

自
分
が
経
営
者
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
直
売
所
の
申
し
込
み
を
し
た

と
こ
ろ
一
番
で
し
た
。
自
分
が
や
り
た
い
と
思
っ

て
も
、
な
か
な
か
主
人
の
思
い
切
り
と
い
う
の
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
家
族
の
葛
藤
で
し

た
。
で
も
直
売
所
で
自
分
が
作
っ
た
も
の
が
そ
の

場
で
売
れ
て
い
く
こ
と
に
す
ご
く
感
動
し
ま
し

た
。
も
う
今
ま
で
の
よ
う
な
農
業
で
は
な
く
て
、

こ
れ
か
ら
は
こ
の
よ
う
な
農
業
を
し
な
い
と
い
け

な
い
の
だ
と
い
う
思
い
に
の
め
り
込
ん
で
い
き
ま

し
た
が
、
そ
こ
か
ら
家
族
の
け
ん
か
が
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
乗
り
切
る
こ
と
が
自
分
の
生
き
方

に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
何
を
す
れ

ば
私
は
主
人
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
と
考

え
た
時
に
、
自
分
な
り
の
農
業
所
得
を
上
げ
る
こ

と
だ
と
思
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
お
父
さ
ん
の

目
を
盗
ん
で
と
っ
と
と
直
売
所
に
出
荷
し
て
い
き

ま
し
た
。

か
ら
り
を
自
分
の
農
業
の
場
と
す
る

平
成
九
年
に
県
の
職
員
か
ら
、「
毎
日
農
業
記

録
賞
」
と
い
う
の
が
あ
る
の
で
応
募
し
な
さ
い
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
全
国
で
優
秀
賞
を

頂
い
た
の
で
す
。
東
京
へ
賞
を
も
ら
い
に
行
っ
た

時
に
、
そ
の
賞
を
受
け
ら
れ
た
女
性
た
ち
一
人
一

人
が
、
も
の
す
ご
く
勢
い
の
あ
る
人
た
ち
で
し

た
。
私
は
絶
対
か
ら
り
を
成
功
さ
せ
て
や
る
、
や

る
ぞ
と
い
う
気
持
ち
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う

こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
新
聞
に
出
ま
し
て
、
そ
し

て
カ
メ
ラ
マ
ン
が
追
い
掛
け
て
き
ま
し
た
。
新
聞

社
、
雑
誌
社
そ
う
い
う
人
た
ち
が
追
い
掛
け
て
く

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
は
絶
対
こ
こ
を
自
分
の
農

業
の
場
と
す
る
と
決
心
し
て
お
り
ま
し
た
か
ら
、

何
事
が
あ
っ
て
も
こ
の
場
を
利
用
し
て
取
材
を
受

け
ま
し
た
。

役
場
も
上
手
に
私
た
ち
を
育
て
て
く
れ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
は
私
が
売
り
上
げ
を
一
生
懸
命
上

げ
て
い
く
ぞ
と
決
心
し
た
時
に
、
役
場
の
広
報
誌

で
流
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
野
田
文
子
さ
ん
は
直

売
所
で
何
百
万
稼
ぎ
ま
し
た
と
大
き
く
で
か
で
か

と
、
第
一
面
に
載
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
農
家
の
お

母
さ
ん
た
ち
が
、
直
売
所
で
こ
ん
な
に
も
う
け
る

の
か
と
い
う
こ
と
で
、
会
員
に
な
り
た
い
と
ど
ん

ど
ん
や
っ
て
き
だ
し
ま
し
た
。
直
売
所
の
会
員
に

な
る
時
に
は
自
分
の
通
帳
を
作
っ
て
く
る
の
で

す
よ
と
伝
え
て
い
ま
し
た
の
で
、
み
ん
な
自
分
の

通
帳
を
作
っ
て
J
A
の
会
員
に
な
り
ま
し
た
。
人

が
増
え
て
く
る
と
、
出
荷
に
際
し
て
違
反
者
も
出

て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
運
営
委
員
を
つ
く
っ
て
、

違
反
者
の
問
題
を
み
ん
な
集
め
て
い
き
ま
し
た
。

四
十
人
ほ
ど
の
運
営
委
員
さ
ん
が
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
運
営
委
員
で
意
見
を
ま
と
め
、
出
荷
ル
ー
ル

な
ど
の
規
約
を
十
年
か
か
っ
て
作
り
ま
し
た
。
規

約
を
つ
く
る
時
、
私
は
自
分
が
農
業
を
し
な
が
ら

こ
こ
に
勤
め
る
の
は
ど
う
し
た
ら
一
番
い
い
の
か

と
い
う
こ
と
を
よ
く
考
え
ま
し
た
。
か
ら
り
が
よ

く
な
れ
ば
自
分
の
農
業
も
よ
く
な
る
と
と
い
う
風

に
考
え
ま
し
た
。
役
場
も
私
を
引
っ
張
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
地
区
の
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
の
普
及
員

か
ら
、「
野
田
さ
ん
、
来
て
講
演
し
て
く
だ
さ
い
」

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
都
度
行
っ
て
か
ら
り
を

宣
伝
し
て
き
ま
し
た
。

問
題
は
み
ん
な
で
解
決

い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
発
生
し
ま
す
が
、
そ
れ
を

み
ん
な
で
集
ま
っ
て
解
決
を
し
て
き
て
、
今
の
か

ら
り
が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、自
分
の
も

の
を
売
り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
人
の
出
し
た

も
の
を
の
け
て
置
い
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
人
た

ち
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
生
産
者
が
他
の

人
の
も
の
を
触
ら
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
と
い
う
の
を
話
し
合
い
、
店
舗
員

と
い
う
の
を
選
ん
で
、
店
舗
員
さ
ん
だ
け
が
触
れ

る
よ
う
な
状
態
に
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
残

品
は
、
店
が
終
わ
っ
た
時
に
後
ろ
に
下
げ
ま
す
が
、

最
初
は
そ
れ
を
夕
方
に
取
り
に
い
っ
て
い
ま
し
た
。

千
円
、二
千
円
売
っ
た
ぐ
ら
い
で
、ま
た
四
時
く
ら

い
か
ら
出
て
き
て
自
分
の
返
品
を
取
り
に
行
く
の

で
は
割
に
合
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
翌
朝
出
荷

で
き
た
時
に
引
い
て
帰
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

話
が
前
後
し
ま
す
が
、
か
ら
り
が
で
き
る
ま
で

は
、
私
た
ち
は
出
荷
と
言
え
ば
J
A
さ
ん
か
青
果

市
場
く
ら
い
し
か
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
が

袋
に
入
れ
て
値
段
を
付
け
て
店
に
並
べ
て
売
る

と
い
う
こ
と
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
役
場
と
一

緒
に
二
年
間
そ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
き
ま
し

た
。
ス
ー
パ
ー
を
見
に
行
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
包

装
を
し
て
あ
る
か
、
ま
た
ど
の
く
ら
い
の
値
段
な

の
か
と
い
う
こ
と
を
見
て
、
勉
強
を
積
み
重
ね
て

き
ま
し
た
。
平
成
八
年
に
直
売
所
が
で
き
ま
し
た

が
、き
ち
ん
と
練
習
し
て
い
ま
す
か
ら
、み
ん
な
ス

ム
ー
ズ
に
動
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
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立
ち
上
げ
当
時
は
な
か
な
か
売
れ
な
く
て
、
隣
の

町
の
イ
ベ
ン
ト
に
持
っ
て
売
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。

農
家
の
女
性
の
自
立

最
初
に
立
ち
上
げ
た
時
に
は
二
つ
の
目
標
が
あ

り
ま
し
た
。老
後
の
生
き
が
い
、そ
し
て
女
性
の
自

立
で
す
。
女
性
の
自
立
に
つ
い
て
は
、そ
れ
ま
で
は

何
か
の
会
合
が
あ
っ
た
ら
旦
那
さ
ん
が
行
く
の
が

当
た
り
前
。
い
ろ
い
ろ
な
会
の
役
員
は
み
ん
な
男

性
。全
て
男
性
社
会
で
し
た
。初
代
の
会
長
は
私
よ

り
七
つ
か
八
つ
下
の
男
の
人
で
し
た
。
そ
の
人
が
、

僕
は
子
ど
も
の
高
校
の
P
T
A
会
長
を
し
な
い
と

い
け
な
い
か
ら
、
後
任
は
野
田
さ
ん
を
推
薦
す
る

と
言
っ
て
私
を
推
薦
し
て
出
て
行
か
れ
ま
し
た
。私

と
農
家
さ
ん
は
気
持
ち
が
一
緒
な
の
で
す
。皆
さ
ん

が
応
援
し
て
く
れ
て
付
い
て
き
て
く
れ
た
か
ら
こ

そ
、私
は
十
年
会
長
を
や
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
、
か
ら
り
は
指
定
管
理
者
制
度

に
な
り
ま
し
た
。
実
質
的
に
自
分
が
ト
ッ
プ
で

運
営
、
経
営
を
や
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
役
場
の

O
B
の
方
が
社
長
と
し
て
や
っ
て
く
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
最
初
は
戸
惑
い
も

あ
り
、
納
得
す
る
に
は
時
間
が

必
要
で
し
た
。
現
在
は
会
社
と

協
議
会
が
話
し
合
い
な
が
ら
車

を
回
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い

う
こ
と
で
や
っ
て
い
ま
す
。

協
議
会
の
会
長
と
し
て
私
も

十
年
た
ち
ま
し
た
。
き
ち
ん
と

後
継
者
を
つ
く
る
の
も
私
の
役

目
で
す
。
後
継
者
は
や
は
り
女

性
で
す
。
こ
こ
は
女
性
が
中
心

と
な
っ
て
運
営
し
て
い
る
の
で

す
。
や
は
り
女
性
だ
っ
た
ら
細

か
い
こ
と
に
気
も
付
く
し
、
女

性
が
頑
張
っ
て
や
ら
な
い
と
う

ま
く
い
か
な
い
の
で
は
な
い
か

と
私
は
今
で
も
思
っ
て
い
ま
す
。

今
、
ア
グ
リ
ベ
ン
チ
ャ
ー
21

と
い
う
農
家
の
お
母
さ
ん
た
ち

の
加
工
場
が
で
き
て
い
ま
す
。

私
は
シ
イ
タ
ケ
を
作
っ
て
い
る

か
ら
シ
イ
タ
ケ
の
佃
煮
を
作
っ

て
い
ま
す
。
今
は
大
豆
が
ブ
ー

ム
で
す
。
大
豆
の
煮
物
、
大
豆

の
水
煮
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
出

荷
し
て
い
ま
す
。
ア
グ
リ
ベ
ン
チ
ャ
ー
21
の
会
員

は
二
十
四
〜
二
十
五
人
い
ま
す
。
私
は
今
そ
こ
の

リ
ー
ダ
ー
を
し
て
い
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
商
品
も

ど
ん
ど
ん
作
っ
て
い
ま
す
。
い
く
ら
作
っ
て
も
直

売
所
で
売
る
場
所
が
あ
る
か
ら
い
い
の
で
す
。
今

の
ヒ
ッ
ト
商
品
は
サ
ツ
マ
イ
モ
で
す
。
生
産
者
の

大
き
い
芋
は
上
の
直
売
所
で
売
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

を
私
た
ち
が
買
っ
て
、
ア
グ
リ
モ
ッ
コ
と
い
っ
て

オ
ー
ブ
ン
で
焼
い
て
お
芋
を
出
し
ま
す
。
爆
発
的

に
売
れ
る
の
で
す
。
や
は
り
直
売
所
と
い
う
の
は

売
れ
る
商
品
を
作
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と

思
う
の
で
す
。

私
た
ち
は
年
取
っ
て
も
働
い
て
出
す
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。
も
の
を
作
っ
て
出
す
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。
直
売
所
は
一
番
大
事
な
働
く
と
こ
ろ
、
そ

し
て
出
荷
で
き
る
場
所
だ
と
私
は
信
じ
て
い
ま

す
。
私
も
動
け
る
間
は
直
売
所
に
何
ら
か
の
形
で

出
荷
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

司
会　

野
田
文
子
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
始
め
ら
れ
た
時
か
ら
現
在
ま
で
勢
い

を
維
持
す
る
の
は
本
当
に
大
変
だ
と
思
う
の
で

す
。
い
ろ
い
ろ
な
ご
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
方
は
フ

ロ
ア
に
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
自
分

の
こ
と
を
思
い
出
し
て
涙
し
て
し
ま
う
シ
ー
ン
も

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
面
白
さ

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
内
子
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー

ク
か
ら
り
出
荷
者
運
営
協
議
会
、
会
長
の
稲
田
由

美
子
で
す
。
県
外
か
ら
来
ら
れ
て
い
る
方
は
挙
手

を
お
願
い
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ざ
っ
と
五
十
名
で
す
。
皆
さ
ん
大
き
な
声
で
私
の

T
シ
ャ
ツ
の
文
字
を
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
会
場
：
愛
媛
産
に
は
愛
が
あ
る
。）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
T
シ
ャ

ツ
、
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
は
愛
媛
県
が
作
っ
て
い
ま
す
。

愛
媛
県
で
作
ら
れ
る
も
の
は
全
て
愛
を
込
め
て

作
っ
て
い
ま
す
。
私
が
今
愛
を
込
め
て
作
っ
て
い

ま
す
の
が
、
こ
の
梨
で
す
。
こ
れ
は
南
水
と
い
う

長
野
県
で
開
発
さ
れ
た
梨
で
す
。
少
し
病
気
に
弱

く
て
作
り
に
く
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
た
ぶ
ん
梨

の
種
類
の
中
で
一
番
糖
度
が
高
い
と
思
い
ま
す
。

幸
水
が
十
三
度
平
均
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
南

水
の
平
均
は
十
五
度
以
上
あ
り
ま
す
。
な
の
で
結

構
人
気
が
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
作
り
に
く
い

の
で
あ
ま
り
出
回
っ
て
い
ま
せ
ん
。
長
野
県
の
人

で
す
ら
あ
ま
り
食
べ
た
こ
と
が
な
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

実
は
私
は
直
売
所
出
荷
者
二
世
で
す
。
十
年
目

に
な
り
ま
し
た
。
夫
の
両
親
が
作
っ
て
い
ま
し
た

の
で
そ
れ
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
私
は
こ
の
梨
を

売
り
込
む
た
め
に
、
こ
の
箱
も
全
部
デ
ザ
イ
ン
し

て
発
注
し
て
作
り
ま
し
た
。
直
売
所
は
後
で
見
て

い
た
だ
い
た
ら
分
か
る
と
思
う
の
で
す
が
、
果
樹

の
方
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
箱
等
を
工
夫
し
て
作
っ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
自
分
の
ブ
ラ
ン
ド
に
な
り
ま

す
。
野
田
さ
ん
た
ち
が
立
ち
上
げ
た
頃
は
何
と
か

し
て
自
分
の
も
の
を
売
り
た
い
、
お
金
も
う
け
が

し
た
い
と
い
う
の
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
っ
た
と
思

う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
併
せ
て
農
家
の
お

母
さ
ん
た
ち
が
面
白
が
っ
て
や
っ
た
の
が
、
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
す
る
こ
と
で
す
。
何
を
作
れ
ば
売
れ
る

か
、
何
を
作
れ
ば
も
う
か
る
か
、
自
分
の
考
え
を

生
か
せ
て
そ
こ
に
発
信
で
き
る
か
で
す
。
こ
の
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
力
の
面
白
み
を
感
じ
た
女
性
と

◆ 
稻
田　

由
美
子 

氏

か
ら
り
直
売
所
出
荷
者
運
営
協
議
会　

会
長



うみ・ひと・くらしシンポジウム 2019 in 松山 30

い
う
の
は
、
絶
対
誰
に
も
止
め
ら
れ
な
い
と
思
い

ま
す
。
野
田
さ
ん
が
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
そ

れ
ま
で
は
一
家
の
中
の
単
な
る
労
働
力
と
し
て
位

置
し
て
い
た
女
性
が
こ
ん
な
に
面
白
い
こ
と
は
な

い
、
私
も
し
よ
う
と
、
今
ま
で
発
揮
で
き
な
か
っ

た
力
を
出
せ
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

野
田
さ
ん
の
立
ち
上
げ
て
こ
ら
れ
た
苦
労
や

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
本
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を

も
と
に
し
て
私
は
、「
か
ら
り
物
語
」
と
い
う
劇

を
作
り
ま
し
た
。
台
本
か
ら
演
出
も
や
っ
て
、
農

家
の
み
ん
な
で
演
じ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
に
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
を
し
て
作
り
上
げ
た
り
、
発
信
し
た
り

す
る
面
白
み
と
い
う
の
は
、
す
ご
く
パ
ワ
ー
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
集
約
し
た
も
の
が
こ
の
か

ら
り
直
売
所
で
は
な
い
か
と
私
は
受
け
取
っ
て
い

ま
す
。

自
分
た
ち
の
直
売
所
と
い
う
意
識

私
た
ち
が
日
頃
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
を
簡

単
に
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
、
出
荷
者
は

四
百
名
弱
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
代
表
が
二
年
に

一
度
選
ば
れ
て
運
営
委
員
会
が
組
織
さ
れ
ま
す
。

運
営
委
員
会
と
直
売
所
出
荷
者
運
営
協
議
会
の
二

つ
が
品
物
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
委
員
会
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
に
青
果
物
委
員
会
と
い
う
の
が
あ

る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
年
間
に
十
回
ぐ
ら
い
勉
強

会
を
開
い
て
い
ま
す
。
出
荷
す
る
た
め
に
ど
の
よ

う
な
こ
と
に
気
を
付
け
る
か
、
こ
ん
な
こ
と
を
し

て
い
た
ら
お
客
さ
ん
は
買
っ
て
く
れ
な
い
と
い

う
よ
う
な
こ
と
を
勉
強
し
ま
す
。
先
ほ
ど
も
野
田

さ
ん
が
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
結
構
厳
し
く
や
っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
柿
は
カ
メ
ム
シ
が
付
く
の
で

す
け
れ
ど
も
、
表
面
に
吸
い
跡
が
八
個
以
上
あ
っ

た
ら
出
荷
し
て
は
駄
目
だ
と
い
う
よ
う
な
細
か
い

こ
と
ま
で
決
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
勉
強
ば
か
り
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う

な
作
物
を
作
っ
た
ら
暑
さ
に
強
い
で
す
、
お
客

さ
ん
向
け
で
す
と
い
う
よ
う
な
情
報
交
換
も
、
県

の
人
や
役
場
の
人
い
ろ
い
ろ
な
人
に
助
け
て
も
ら

い
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
イ
ベ
ン

ト
委
員
会
が
あ
っ
て
、
大
体
月
一
回
ぐ
ら
い
試
食

サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
度
二
十
一

日
に
栗
と
お
芋
と
カ
ボ
チ
ャ
を
売
り
込
む
た
め

に
、
ゆ
で
た
り
調
理
し
た
り
し
て
お
客
さ
ん
に
配

り
ま
す
。
研
修
委
員
会
で
は
会
員
だ
け
の
冊
子
も

出
し
ま
す
。
一
年
間
に
三
回
か
ら
四
回
発
行
し
ま

す
。
加
工
品
委
員
会
で
は
、
保
健
所
に
来
て
い
た

だ
い
て
衛
生
管
理
の
勉
強
も
し
ま
す
。
店
舗
環
境

委
員
会
で
は
、
大
掃
除
を
し
た
り
草
刈
り
を
し
た

り
、
そ
う
い
う
環
境
に
も
力
を

入
れ
て
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

ま
ま
で
も
か
な
り
自
然
豊
か
で

い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の

で
す
が
、
草
も
生
え
ま
す
し
ご

み
も
出
ま
す
の
で
。

何
で
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
す

る
か
と
言
わ
れ
る
と
、
こ
こ
は

私
た
ち
の
直
売
所
だ
と
い
う
意

欲
が
皆
さ
ん
す
ご
い
の
で
す
。

自
分
た
ち
の
直
売
所
だ
か
ら
ど

う
い
う
ふ
う
に
お
客
さ
ん
に
快

く
来
て
い
た
だ
け
る
か
、
買
っ

て
い
た
だ
け
る
か
と
い
う
の
を

み
ん
な
で
模
索
し
て
や
っ
て
い

ま
す
。

年
に
一
回
総
会
も
し
ま
す
。

そ
し
て
二
年
に
一
回
は
生
産
者

大
会
と
い
っ
て
み
ん
な
出
し
物

を
し
た
り
、
歌
を
歌
っ
た
り
と

い
う
よ
う
な
楽
し
み
も
や
っ
て

い
ま
す
。
地
区
懇
談
会
と
い
っ

て
地
域
で
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を

話
し
合
っ
た
り
も
し
て
い
ま

す
。
二
年
に
一
回
は
研
修
旅
行

ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
内
子
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
か
ら
り
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に
も
行
き
ま
す
。
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
こ
と
、
勉
強

に
な
る
こ
と
、
そ
れ
か
ら
み
ん
な
が
仲
良
く
な
れ

る
こ
と
、
会
社
と
う
ま
く
や
っ
て
い
く
た
め
に
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
こ
と
も

年
中
、
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
や
り
ま
す
。
こ

う
い
う
の
が
協
議
会
の
活
動
で
す
。

初
心
に
戻
っ
て
乗
り
越
え
る

収
穫
祭
の
時
に
は
、
豊
年
踊
り
と
い
う
お
米
が

で
き
て
納
め
る
と
こ
ろ
ま
で
の
踊
り
を
や
り
ま

し
た
。
も
と
も
と
の
発
祥
は
、
こ
の
お
隣
の
大
洲

市
の
長
浜
と
い
う
と
こ
ろ
で
つ
く
ら
れ
た
踊
り

で
す
。
そ
こ
の
人
に
頼
ん
で
教
え
て
い
た
だ
い

て
、
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
劇
を
上
演
し
た
時
に
一

緒
に
踊
り
ま
し
た
。
今
度
も
十
一
月
二
十
三
日
に

や
る
予
定
で
す
。
そ
の
時
に
最
後
に
出
て
く
る
お

庄
屋
さ
ん
が
社
長
さ
ん
で
す
。
会
社
も
出
荷
者
も

み
ん
な
一
緒
に
な
っ
て
こ
う
い
う
こ
と
は
楽
し
ん

で
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
日
頃
の
活
動
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

収
穫
祭
で
は
、
お
米
の
収
穫
を
体
験
し
て
も
ら

お
う
と
い
う
こ
と
で
、
プ
ラ
ン
タ
ー
で
お
米
を
植

え
ま
し
た
。
脱
穀
も
や
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

な
取
り
組
み
を
工
夫
し
て
で
き
る
限
り
や
っ
て
い

ま
す
。

直
売
所
が
こ
こ
に
な
っ
て
か
ら
二
十
三
年
た

つ
の
で
す
が
、
勢
い
も
あ
っ
て
楽
し
く
て
、
ど
ん

ど
ん
も
う
か
っ
て
い
っ
て
、
野
田
さ
ん
が
会
長
の

十
年
間
は
す
ご
く
面
白
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
努
力
は
さ
れ
ま
し
た
け
れ

ど
も
み
ん
な
出
せ
ば
売
れ
ま
し
た
。
で
す
か
ら
シ

イ
タ
ケ
御
殿
が
建
つ
、
キ
ャ
ベ
ツ
御
殿
が
建
つ
、

タ
マ
ネ
ギ
御
殿
が
ぽ
ん
と
、
本
当
に
皆
さ
ん
、
そ

れ
ぞ
れ
す
ご
い
家
を
建
て
ら
れ
た
の
で
す
。

だ
ん
だ
ん
直
売
所
と
い
う
の
が
全
国
区
に
な
っ

て
き
ま
し
て
、
あ
ち
ら
で
も
こ
ち
ら
で
も
直
売
所

が
で
き
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
こ
こ
に
一
生
懸

命
出
し
て
い
た
直
販
の
仲
間
た
ち
は
勉
強
し
た

の
で
賢
く
な
り
ま
し
た
。
も
っ
と
も
う
け
よ
う
と

思
っ
て
よ
そ
に
で
き
た
直
売
所
に
持
っ
て
い
き
だ

し
た
の
で
す
。
そ
し
た
ら
あ
の
人
は
あ
そ
こ
に
出

す
、
こ
の
人
は
こ
こ
に
出
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と

で
、
だ
ん
だ
ん
直
売
所
の
競
争
が
始
ま
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
し
た
ら
一
番
初
め
か
ら
感
じ
て
い
た
自

分
た
ち
を
育
て
て
く
れ
た
、「
か
ら
り
愛
」
は
ど

う
な
っ
た
の
だ
と
な
り
ま
し
た
。だ
ん
だ
ん
何
か

元
気
が
な
く
な
っ
て
き
て
、会
社
が
立
ち
上
が
っ

た
と
同
時
に
何
だ
か
み
ん
な
も
ほ
わ
ん
と
な
っ

て
下
降
気
味
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
う
い
う
時

に
皆
さ
ん
な
ら
ど
う
さ
れ
ま
す
か
。
放
っ
て
お

き
ま
す
か
。
必
死
で
縛
り
付
け
ま
す
か
。
あ
な
た

は
行
か
な
い
で
と
引
っ
張
り
ま
す
か
。
い
ろ
い

ろ
な
方
法
は
あ
る
か
と
思
う
の
で
す
が
、
人
の

心
と
い
う
の
は
ほ
か
の
人
か
ら
縛
れ
る
も
の
で

は
な
い
で
す
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
に
こ
こ
で
直
売
所
の
全
国

大
会
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
時
に
全
国
か
ら
三
百

ぐ
ら
い
の
い
ろ
い
ろ
な
お
客
さ
ん
が
来
ら
れ
ま

し
た
。
歓
迎
す
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
た
め
に
先

ほ
ど
言
い
ま
し
た
劇
を
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、

農
家
の
有
志
を
募
っ
て
四
十
人
ぐ
ら
い
で
劇
を

や
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
も
と
に
な
っ
た
の
が

野
田
さ
ん
の
本
で
し
た
。
野
田
さ
ん
だ
け
の
こ

と
を
し
た
ら
不
公
平
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

は
み
ん
な
の
こ
と
で
す
よ
と
い
う
こ
と
で
、
第

一
部
は
、
す
ご
く
伸
び
て
面
白
か
っ
た
時
、
第
二

部
は
、
低
迷
し
て
み
ん
な
ぎ
す
ぎ
す
し
て
す
ご
い

け
ん
か
。
第
三
部
は
こ
れ
で
は
い
か
ん
と
い
う
こ

と
で
、
み
ん
な
が
頑
張
ろ
う
っ
て
、
も
う
一
度
振

り
返
る
時
と
い
う
、
三
部
作
に
し
て
上
演
し
た
わ

け
で
す
。
そ
し
た
ら
全
国
の
方
に
も
も
ち
ろ
ん
好

評
だ
っ
た
の
で
す
が
、
一
番
良
か
っ
た
こ
と
は
、

会
員
の
心
で
し
た
。
そ
う
だ
っ
た
、
忘
れ
て
い
た

の
で
す
。
そ
れ
を
見
た
り
演
じ
た
り
す
る
こ
と

で
、
一
番
初
め
に
自
分
た
ち
が
や
り
始
め
た
時
の

絡
み
合
い
を
忘
れ
て
い
た
と
、
み
ん
な
が
気
付
い

て
く
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
み
ん
な
の
気
持
ち

が
戻
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
前
の
よ
う
に
は
い

き
ま
せ
ん
が
、
み
ん
な
が
仲
良
く
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
戻
っ
て
き
た
の
で
ま
た

少
し
雰
囲
気
が
明
る
く
な
り
は
じ
め
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
か
ら
り
を
担
う

若
者
を
育
て
る

で
も
、
大
事
な
こ
と
が
追
い
掛
け
て
き
て
い
ま

す
。
全
国
的
な
問
題
で
も
あ
り
ま
す
が
、
少
子
高

齢
化
の
問
題
で
す
。
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
よ
ね
。
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
こ
と
を

考
え
ま
し
た
。
内
子
町
は
こ
こ
十
年
来
、
十
七
〜

十
八
人
の
I
タ
ー
ン
さ
ん
が
入
っ
て
き
て
く
れ

て
い
ま
す
。
か
ら
り
が
あ
る
か
ら
、
農
産
物
が
出

せ
る
か
ら
と
言
っ
て
入
っ
て
き
て
く
れ
た
人
も

い
ま
す
。
そ
の
十
七
〜
十
八
人
と
い
う
の
は
内
子

町
の
補
助
を
受
け
た
人
だ
け
な
の
で
、
補
助
を
受

け
な
い
で
来
ら
れ
て
い
る
方
の
人
数
は
把
握
し
て

い
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
ま
あ
入
っ
て
き
て
く
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
が

知
っ
て
い
る
だ
け
で
十
六
軒
の
I
タ
ー
ン
さ
ん
が

こ
こ
の
会
員
に
も
な
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

人
た
ち
と
い
う
の
は
す
ご
く
情
報
網
を
持
っ
て
い
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ま
す
。
そ
の
た
め
、
と
て
も
生
き
生
き
と
活
動
を

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
I
タ
ー
ン
さ
ん
だ
け
で
こ

こ
を
盛
り
上
げ
て
い
く
の
は
な
か
な
か
難
し
い

の
で
す
が
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
内
子
は
果
物
が

多
く
、
果
物
農
家
に
は
そ
こ
そ
こ
後
継
者
が
い
ま

す
。
ブ
ド
ウ
農
家
に
は
も
う
九
割
五
分
ぐ
ら
い
後

継
者
が
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
も
う
か
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
私
も
梨
で
は
な
く
て
ブ
ド
ウ
が
よ
か
っ

た
と
、
亡
く
な
っ
た
じ
い
ち
ゃ
ん
に
言
い
た
い
感

じ
で
す
。

こ
れ
か
ら
話
し
て
い
た
だ
く
谷
岡
さ
ん
も
そ
う

で
す
け
れ
ど
も
、
若
者
の
会
を
今
回
十
月
に
立
ち

上
げ
ま
す
。
若
者
で
顔
見
知
り
に
な
っ
て
、
こ
れ

か
ら
か
ら
り
を
ど
う
し
て
い
く
か
と
い
う
会
で

す
。
あ
な
た
が
会
長
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
と
言
う

と
、
も
う
み
ん
な
は
近
づ
き
ま
せ
ん
の
で
、
み
ん

な
仲
良
く
な
り
ま
し
ょ
う
、
顔
合
わ
せ
を
し
ま

し
ょ
う
と
い
う
会
で
ざ
っ
く
り
し
た
会
か
ら
始

ま
っ
て
、
こ
れ
か
ら
か
ら
り
を
担
っ
て
い
く
若
者

を
育
て
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
な
と
い
う
の
を
企

画
し
始
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
て

現
在
会
員
さ
ん
に
向
け
て
も
、
こ
の
よ
う
な
野
菜

を
作
っ
て
出
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
、
苗
を
少
し
お

安
く
提
供
し
ま
す
と
い
う
こ
と
も
や
り
始
め
て
い

ま
す
。
消
費
者
に
向
け
て
は
こ
の
カ
ボ
チ
ャ
は
た

く
さ
ん
あ
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
て
食
べ
た

ら
い
い
で
す
と
い
う
試
食
会
の
よ
う
な
も
の
も
進

め
よ
う
と
今
取
り
組
み
始
め
て
い
ま
す
。
あ
れ
や

こ
れ
や
ア
イ
デ
ア
は
あ
る
の
で
す
が
、
人
が
動
く

こ
と
で
す
の
で
す
ぐ
に
は
い
き
ま
せ
ん
け
れ
ど

も
、
で
き
る
こ
と
か
ら
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

か
ら
り
と
の
出
会
い

こ
ん
に
ち
は
。
昨
日
も
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、

私
は
内
子
町
の
山
間
部
で
柿
の
生
産
や
、
野
菜
や

果
物
の
加
工
の
瓶
詰
め
をfarm

er’s kitchen 
H
IM
A
R
IN
O

と
し
て
製
造
販
売
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
洲
市
・
内
子
地
区
の
一
次
産
業
女
子
グ

ル
ー
プ
ぷ
ら
い
ま
り
ぃ
の
代
表
を
し
て
い
ま
す
。

昨
日
の
う
み
・
ひ
と
・
く
ら
し
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
日
は
、
今
の
私

と
か
ら
り
に
つ
い
て
少
し
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

こ
の
内
子
町
は
愛
媛
県
で
も
内
陸
に
位
置
し
、

漁
業
関
係
者
の
多
い
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
参

加
者
の
住
む
沿
岸
部
と
は
全
く
違
い
、
海
の
な
い

ま
ち
で
す
。
こ
の
か
ら
り
や
美
し
い
町
並
み
の
あ

る
こ
の
地
区
周
辺
は
大
体
海
抜
二
百
メ
ー
ト
ル
前

後
で
す
。
そ
し
て
私
の
住
む
大
瀬
南
江
子
地
区
は

三
百
五
十
メ
ー
ト
ル
前
後
で
す
。
さ
ら
に
生
産
し

て
い
る
柿
の
園
地
は
五
百
メ
ー
ト
ル
前
後
と
山
間

部
に
位
置
し
ま
す
。

私
が
こ
の
か
ら
り
と
出
会
っ
た
の
は
夫
と
結

婚
し
た
十
三
年
前
の
平
成
十
八
年
頃
、
当
時
住
ん

で
い
た
松
山
に
帰
る
道
中
に
立
ち
寄
っ
た
の
が

初
め
て
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
直
売

所
が
現
在
の
よ
う
に
全
国
に
た
く
さ
ん
あ
る
わ

け
で
は
な
く
、
自
然
あ
ふ
れ
た
こ
の
土
地
に
こ
の

よ
う
な
直
売
所
が
あ
り
活
気
あ
ふ
れ
る
こ
の
場

所
で
ア
イ
ス
を
食
べ
た
り
、
涼
ん
だ
り
し
て
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
当
時
の
私
は
出
荷
者
に
な
る
な
ん
て
全
く

想
像
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
七
年
前
に
柿
の

生
産
農
家
だ
っ
た
夫
の
実
家
に
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
内
子
町
の
柿
農
家
と
し
て
は
小
規
模
で
一
年

を
通
じ
て
一
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
柿
、
夏
の
間
は

キ
ュ
ウ
リ
を
三
ア
ー
ル
耕
作
し
て
い
ま
す
。
昨
年

新
規
に
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
苗
十
本
を
定

植
し
ま
し
た
。

当
時
は
生
活
の
こ
と
を
考
え
て
夫
は
勤
め
に
出

て
、
義
母
と
ま
だ
ま
だ
小
さ
な
子
ど
も
が
い
た
私

が
平
日
の
農
作
業
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
週
末
に

機
械
を
使
う
大
き
な
作
業
を
す
る
こ
の
よ
う
な
兼

業
タ
イ
プ
の
農
業
体
系
で
、
丸
七
年
が
た
と
う
と

し
て
い
ま
す
。

農
業
に
対
す
る
夫
の
考
え
方
は
、
も
う
け
た
い

や
そ
れ
で
生
活
し
た
い
と
い
う
も
の
で
も
な
く
、

減
農
薬
で
栽
培
し
て
み
ん
な
に
健
康
的
な
お
野
菜

や
果
物
を
提
供
し
た
い
と
い
う
も
の
で
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
後
継
者
と
し
て
、
既
に
増
え
つ
つ

あ
る
耕
作
放
棄
地
を
こ
れ
以
上
増
や
し
た
く
は
な

く
、
自
分
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
退
職
し
た
後
の
仕

事
と
し
て
現
状
を
維
持
し
た
い
と
い
う
も
の
で
し

た
。
農
家
の
長
男
で
大
学
も
農
学
部
を
卒
業
し
て

い
る
夫
で
す
が
、
柿
作
り
に
関
し
て
は
全
く
の
素

人
で
、
現
在
は
渋
の
刀
根
柿
は
大
体
十
二
ト
ン
、

富
有
柿
六
ト
ン
、
そ
の
他
の
柿
一
ト
ン
を
生
産
し

て
何
と
か
利
益
が
出
て
い
ま
す
が
、
帰
っ
て
き
て

か
ら
五
年
近
く
は
赤
字
で
し
た
。
自
営
業
な
の
で

働
い
て
も
手
伝
い
と
な
り
、
お
給
料
は
も
ら
え
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
時
に
思
い
立
っ
た
の

ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
内
子
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
か
ら
り

◆ 

谷
岡　

真
衣 

氏

た
に
お
か
農
園
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が
、
か
ら
り
の
出
荷
者
登
録
で
し
た
。
私
の
自
由

に
で
き
る
現
金
を
得
ら
れ
な
い
か
と
安
易
な
考
え

で
し
た
が
、
内
子
の
暮
ら
し
に
慣
れ
は
じ
め
て
一

年
が
経
過
し
た
頃
、
私
自
身
の
名
前
で
登
録
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

試
行
錯
誤
の
日
々

そ
れ
か
ら
六
年
、
出
荷
者
と
し
て
か
ら
り
と
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
谷
岡
農
園
の
柿
や
キ
ュ
ウ
リ

は
共
同
出
荷
で
農
協
を
通
じ
て
の
出
荷
を
目
的
に

生
産
し
て
い
る
た
め
に
、
か
ら
り
へ
の
出
荷
は
そ

れ
ら
の
格
外
品
を
中
心
に
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

夜
な
べ
を
し
て
作
っ
た
バ
ッ
グ
や
ヘ
ア
ピ
ン
な

ど
の
手
芸
品
を
販
売
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
農

作
業
を
し
な
が
ら
の
夜
な
べ
と
子
育
て
は
体
に
こ

た
え
ま
す
し
、
手
芸
品
を
極
め
た
わ
け
で
も
な
い

私
の
作
品
は
思
う
よ
う
に
売
り
上
げ
も
伸
び
ま

せ
ん
。
売
れ
な
い
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
ら

ず
、
だ
ん
だ
ん
作
成
が
面
倒
に
な
り
ま
し
た
。
い

つ
し
か
手
芸
品
に
か
け
る
時
間
も
取
れ
ず
出
荷
品

は
ゼ
ロ
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
間
い
ろ
い
ろ
考
え
ま
し
た
。
か
ら
り
に
は

や
は
り
野
菜
を
買
い
に
来
る
お
客
さ
ま
が
多
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
結
論
に
な
り
、
余
っ
て
い
る

畑
を
耕
作
し
、
家
庭
菜
園
で
使
用
予
定
の
野
菜
を

多
め
に
作
り
販
売
す
る
形
態
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
し
た
。
こ
れ
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
か
ら
り

が
で
き
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
思
想
と
似
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
柿
や
キ
ュ
ウ
リ
の
生
産
の
空
き
時

間
に
作
付
け
し
た
少
し
珍
し
い
野
菜
や
、
一
般
野

菜
の
キ
ャ
ベ
ツ
や
レ
タ
ス
も
作
り
ま
し
た
。
最
初

は
楽
し
く
販
売
し
て
い
た
の
で
す
が
、
一
人
で
少

量
多
品
目
の
生
産
を
す
る
大
変
さ
、
メ
イ
ン
の
柿

や
キ
ュ
ウ
リ
の
生
産
と
の
折
り
合
い
、
自
宅
か
ら

か
ら
り
ま
で
の
距
離
十
三
キ
ロ
、
そ
れ
に
価
格
競

争
に
負
け
て
自
分
の
生
産
物
が
売
れ
残
る
こ
と
が

多
く
な
り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
ら
ず
自
家

栽
培
の
野
菜
で
収
入
を
得
る
こ
と
も
挫
折
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
は
夏
は
キ
ュ
ウ
リ
、
秋

は
柿
、
干
し
柿
な
ど
メ
イ
ン
の
生
産
物
の
規
格
品

の
み
の
出
荷
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
間

に
も
メ
イ
ン
の
農
産
物
を
作
り
な
が
ら
収
入
を
得

る
方
法
を
模
索
し
て
い
ま
し
た
。

一
次
産
業
女
子
ぷ
ら
い
ま
り
ぃ

そ
う
い
っ
た
と
き
に
結
成
し
た
の
が
、
私
が
代

表
を
務
め
る
大
洲
・
内
子
地
区
一
次
産
業
女
子
ぷ

ら
い
ま
り
ぃ
で
す
。
昨
日
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、

ぷ
ら
い
ま
り
ぃ
は
農
家
の
女
性
五
名
で
昨
年
四
月

に
結
成
し
ま
し
た
。
マ
ル
シ
ェ
へ
参
加
し
た
り
異

業
種
で
の
交
流
会
や
勉
強
会
を
す
る
こ
と
で
、
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
個
人
で
は
二
〜

三
品
目
し
か
生
産
し
て
い
な
い
農
家
も
、
五
人
集

ま
れ
ば
多
品
目
を
取
り
扱
う
お
店
と
し
て
マ
ル

シ
ェ
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
マ
ル

シ
ェ
に
参
加
す
る
と
お
客
さ
ま
に
直
接
野
菜
や
果

物
を
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
お
野
菜
の

食
べ
方
を
提
案
し
た
り
、
果
物
の
試
食
販
売
を
す

る
こ
と
で
お
客
さ
ま
と
お
話
が
で
き
ま
す
。
そ
れ

が
帰
っ
て
か
ら
の
作
業
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
五
名
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
形
態

や
販
売
形
態
が
異
な
る
の
で
、
学
ぶ
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
他
業
種
の
方
と
勉
強
会

を
企
画
す
る
こ
と
で
、
そ
の
方
た
ち
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
農
業
に
生
か
し
て
い
っ
た
り
、
コ
ラ
ボ
す
る
こ

と
も
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
出
会
い
や
経
験
が
個

人
の
生
産
物
の
生
産
活
動
や
販
売
活
動
に
生
か
さ

れ
て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
今
で

は
こ
の
ぷ
ら
い
ま
り
ぃ
メ
ン
バ
ー
五
人
の
野
菜
・

果
物
セ
ッ
ト
の
ネ
ッ
ト
販
売
が
で
き
な
い
か
と
、

都
会
に
向
け
て
の
販
売
方
法
な
ど
も
勉
強
し
て
い

る
途
中
で
す
。

ぷ
ら
い
ま
り
ぃ
の
結
成
当
時
は
現
在
の
よ
う

な
活
動
を
全
く
想
定
し
て
お
ら
ず
、
隣
町
の
大
洲

で
あ
る
マ
ル
シ
ェ
の
み
の
活
動
を
想
定
し
て
い

ま
し
た
。
と
い
う
よ
り
は
マ
ル
シ
ェ
に
参
加
す
る

こ
と
で
お
客
さ
ま
か
ら
直
接
話
が
聞
け
て
、
新
し

い
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
販
路
拡
大
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
、
そ
れ
だ
け
の
思
い
で
結
成
し
た

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
マ
ル
シ
ェ

の
よ
う
な
一
時
的
な
営
業
で
あ
れ
ば
、
飲
食
店
営

業
の
許
可
が
な
く
て
も
お
に
ぎ
り

や
カ
レ
ー
な
ど
を
販
売
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
そ
れ
を
う
ま
く
利

用
し
て
自
分
の
料
理
の
腕
を
試

し
た
り
、
加
工
品
の
試
作
販
売
や

試
食
販
売
を
し
て
み
た
い
と
い
う

思
い
が
大
き
か
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
加
工
場
を
造
る
の
は
か
な

り
の
投
資
が
必
要
で
す
が
、
マ
ル

シ
ェ
の
み
の
販
売
で
あ
れ
ば
か
な

り
緩
く
な
り
ま
す
。

farm
er's kitchen 

H
IM
A
R
IN
O

を

立
ち
上
げ
る

マ
ル
シ
ェ
に
参
加
す
る
中
で
内

子
町
の
楽
農
研
究
所
の
菊
地
社

長
と
の
出
会
い
が
あ
り
、farm

er’
s kitchen H

IM
A
R
IN
O

の
瓶

詰
め
の
製
造
に
つ
な
が
り
ま
す
。

H
I
M
A
R
I
N
O
の
瓶
詰
め
の

原
点
は
、
昨
日
来
て
い
た
の
で
す

が
娘
ひ
ま
り
の
た
め
に
と
い
う
こ

と
で
、
野
菜
や
果
物
を
お
い
し
く

食
べ
て
ほ
し
い
家
族
に
対
す
る
思
い
を
形
に
し
た

も
の
で
す
。

今
年
の
一
月
か
ら
製
造
を
開
始
し
た

H
I
M
A
R
I
N
O
の
瓶
詰
め
で
す
が
、
今
現
在

の
加
工
日
数
は
一
カ
月
に
一
日
か
二
日
で
す
。
加

工
場
所
は
先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
楽
農
研
究
所
さ
ん

の
加
工
場
を
お
借
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
優
秀
な

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
加
工
し
ま
す
の

で
、
一
日
で
百
本
か
ら
百
二
十
本
の
製
造
を
目
標

に
作
っ
て
い
ま
す
。
当
初
マ
ル
シ
ェ
で
の
試
食
を

し
な
が
ら
の
販
売
を
想
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
瓶
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詰
め
に
す
る
こ
と
で
賞
味
期
限
が
長
く
設
定
で
き

る
の
で
委
託
販
売
に
も
適
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
う

ど
今
年
四
月
に
か
ら
り
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
き
っ

か
け
に
、
製
造
者
で
あ
る
楽
農
研
究
所
が
出
荷
者

登
録
を
し
た
た
め
に
出
品
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
大
変
好
評
を
頂
い
て
お
り
自
分
の
想
定
し

て
い
た
販
売
量
を
超
え
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
他
出
身
の
今
治
の
喜
助
の
湯
や
お
隣
の
大
洲
市

の
赤
煉
瓦
館
で
も
取
り
扱
っ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
ま
だ
ま
だ
販
路
は
拡
大
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
瓶
詰
め
へ
の
加
工
は
柿

の
生
産
と
の
共
存
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
と
て
も

有
意
義
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
製
造
が
で
き
る
の
も
楽
農
研
究
所
の
菊
地

社
長
と
の
出
会
い
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
。

こ
の
よ
う
に
私
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
の
き
っ
か
け
に
な
っ

て
き
た
の
が
、
内
子
フ
レ
ッ

シ
ュ
パ
ー
ク
か
ら
り
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
挫
折
も
あ
り

ま
し
た
が
、
次
の
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
や
集
客
、
ポ
ッ
プ
等

の
検
証
や
勉
強
も
さ
せ
て
く

れ
る
場
所
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
例
え
ば
今
年
の
四

月
か
ら
置
か
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
H
I
M
A
R
I
N
O

の
瓶
詰
め
で
す
が
、
や
は
り

マ
ル
シ
ェ
な
ど
の
対
面
販

売
や
試
食
販
売
の
よ
う
に

は
販
売
数
を
伸
ば
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
試
食
販
売
で
は
な
い
の

で
味
が
分
か
ら
な
い
、
使
い
方
が
分
か
ら
な
い
な

ど
の
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
ポ
ッ
プ
の
作
成

も
自
分
自
身
で
し
て
い
ま
し
た
が
、
限
界
を
感
じ

知
り
合
い
の
写
真
家
さ
ん
に
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
、

シ
ョ
ッ
プ
カ
ー
ド
と
使
い
方
の
提
案
カ
ー
ド
を

作
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
写
真
で
ポ
ッ
プ
を
作
っ

て
み
ま
し
た
。
七
月
の
か
ら
り
の
売
り
上
げ
を
百

と
し
、
夏
休
み
や
お
盆
の
あ
る
八
月
の
売
り
上
げ

と
の
比
較
を
し
て
み
た
ら
、
大
体
百
八
十
パ
ー

セ
ン
ト
の
売
り
上
げ
の
伸
び
率
に
な
り
ま
す
。

H
I
M
A
R
I
N
O
の
瓶
詰
め
の
売
り
上
げ
は
七

月
の
売
れ
た
本
数
を
百
と
し
た
場
合
、
ポ
ッ
プ
を

置
い
た
八
月
の
売
れ
た
本
数
の
比
率
は
三
百
三
十

パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
七
月

と
八
月
で
か
ら
り
を
利
用
し
て
く
れ
た
お
客
さ

ま
の
目
的
な
ど
が
異
な
っ
て
、
は
っ
き
り
比
較
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
れ
ど

も
、
こ
の
ポ
ッ
プ
が
お
客
さ
ま
の
購
買
意
欲
を
刺

激
し
て
い
る
こ
と
に
違
い
な
い
と
い
う
検
証
が
で

き
た
数
字
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
検
証
が
で
き
る
の
も
、
か
ら
り
直

売
所
の
出
荷
者
運
営
委
員
会
と
株
式
会
社
内
子
フ

レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
か
ら
り
の
シ
ス
テ
ム
が
、
今
ま

で
の
歴
史
と
と
も
に
構
築
さ
れ
て
お
り
、
出
荷
者

に
向
け
て
公
開
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
総
売
上
を
教
え
て
ほ
し
い
と
、

例
え
ば
委
託
し
て
い
る
店
舗
に
言
っ
て
も
、
そ
ん

な
の
は
教
え
ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
現
状
だ
と
思

う
の
で
す
。
か
ら
り
は
出
荷
者
さ
ん
全
員
で
運
営

し
て
い
る
と
い
う
意
識
か
ら
、
一
カ
月
の
総
売
上

は
幾
ら
と
い
う
よ
う
な
形
で
し
っ
か
り
公
開
さ
れ

て
い
る
の
で
、
来
客
人
数
と
か
レ
ジ
通
過
人
数
な

ど
も
伺
っ
た
ら
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
自
分
の
商
品
の
検
証
と
い
う
部
分

で
勉
強
に
も
な
る
し
、
動
向
な
ど
も
知
る
き
っ
か

け
づ
く
り
な
ど
、
あ
と
サ
イ
ズ
や
陳
列
方
法
な
ど

も
研
究
す
る
材
料
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

私
自
身
も
で
す
け
れ
ど
も
H
I
M
A
R
I
N
O

も
か
ら
り
に
と
ど
ま
ら
ず
さ
ら
に
飛
躍
で
き
る
よ

う
に
、
ま
た
昨
日
も
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
か
な

り
過
疎
の
進
む
内
子
町
の
自
分
の
住
ん
で
い
る
大

瀬
地
区
が
元
気
に
な
る
よ
う
に
日
々
勉
強
し
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）

研
修
会
へ
の
出
席
率
の
高
さ

Ａ　

研
修
会
は
年
に
十
回
、
そ
れ
以
外
に
収
穫
祭

な
ど
い
ろ
い
ろ
お
や
り
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
研

ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
内
子
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
か
ら
り
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修
会
の
出
席
率
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な

の
で
し
ょ
う
か
。

稲
田　

年
十
回
と
い
う
の
は
青
果
物
で
十
回
で

す
。
イ
ベ
ン
ト
は
大
き
な
も
の
が
収
穫
祭
と
記
念

祭
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
青
果
物
に
関
し
ま
し

て
は
例
え
ば
梨
を
出
荷
し
て
い
る
人
は
全
員
来
な

さ
い
と
、
全
員
に
案
内
し
ま
す
。
昨
年
出
荷
し
て

い
る
人
は
名
簿
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら

み
ん
な
に
案
内
を
し
ま
す
。
必
ず
ほ
ぼ
来
て
い
た

だ
け
ま
す
。
と
い
う
の
は
出
荷
説
明
会
と
い
う
の

も
併
せ
て
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、
例
え
ば
先
ほ
ど

も
言
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
柿
は
カ
メ
ム
シ
の
吸

い
跡
が
何
個
以
上
は
駄
目
と
い
う
よ
う
な
細
か
い

約
束
事
を
決
め
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
来
て
い

な
け
れ
ば
出
荷
し
て
も
す
ぐ
は
ね
ら
れ
ま
す
。
そ

う
な
っ
た
ら
嫌
な
の
で
ほ
と
ん
ど
の
方
が
来
ら
れ

て
い
ま
す
。
も
し
来
て
い
な
か
っ
た
ら
、
こ
う
い

う
申
し
合
わ
せ
事
項
と
い
う
文
書
を
必
ず
取
り

に
来
て
か
ら
で
な
い
と
出
荷
し
て
は
駄
目
と
言
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
今
年
か
ら
シ
ス
テ
ム
が
変

わ
っ
た
の
で
す
が
、
先
ほ
ど
社
長
が
言
い
ま
し
た

よ
う
に
、
ぱ
っ
と
Q
R
コ
ー
ド
を
出
し
た
ら
農
薬

等
な
ど
が
全
部
分
か
り
ま

す
と
い
う
の
は
、
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
ー
シ
ス
テ
ム
と

い
っ
て
ま
た
別
の
組
織
で
、

や
っ
て
い
る
安
全
講
習
会

が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
講
習
を

受
け
ま
す
。
青
果
物
は
必
ず

安
全
講
習
会
を
受
け
な
け

れ
ば
出
荷
で
き
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
一
年
に
一
回
で
い
い

で
す
。
前
年
に
安
全
講
習
を

受
け
て
い
な
け
れ
ば
、
バ
ー

コ
ー
ド
が
出
せ
ま
せ
ん
の

で
出
荷
で
き
ま
せ
ん
。
皆

さ
ん
に
安
心
・
安
全
を
届
け

る
た
め
に
は
、
こ
れ
だ
け
は

守
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
講
習
を

勉
強
会
と
抱
き
合
わ
せ
に

し
て
や
っ
て
い
ま
す
。
今
年

か
ら
は
年
二
回
、
安
全
講
習

は
別
に
特
別
に
日
を
取
っ

て
や
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
、
出

席
率
は
か
な
り
い
い
で
す
。

Ａ　

私
た
ち
は
昔
か
ら
の
朝
市
を
や
っ
て
い
ま
す

が
、
細
か
い
決
ま
り
や
厳
し
い
決
ま
り
が
な
い
の

で
す
け
れ
ど
も
、
や
は
り
こ
れ
か
ら
安
心
・
安
全

の
食
の
提
供
に
な
り
ま
す
と
、
細
か
い
規
定
と
い

う
の
が
必
要
か
な
と
思
っ
て
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

稲
田　

そ
の
安
全
・
安
心
を
売
り
の
材
料
に
し

て
、
き
ち
ん
と
発
信
し
て
い
ま
す
の
で
お
客
さ
ま

は
こ
れ
を
目
当
て
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
れ

か
ら
付
け
加
え
ま
す
と
、
内
子
町
認
証
シ
ー
ル
と

い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
農
薬
を
半
分
、
三

割
、
そ
れ
か
ら
農
薬
を
使
っ
て
い
ま
せ
ん
と
い
う

よ
う
な
認
証
シ
ー
ル
で
す
。
農
薬
を
す
ご
く
気
に

さ
れ
る
お
客
さ
ま
は
そ
の
シ
ー
ル
が
貼
っ
て
あ
る

と
お
求
め
に
な
り
や
す
い
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と

も
提
供
し
て
い
ま
す
。

続
け
る
工
夫

Ｂ　

鹿
児
島
県
か
ら
来
ま
し
た
。
安
心
・
安
全
の

基
準
と
い
う
の
が
各
県
で
違
う
と
思
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
農
薬
が
半
分
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
基

準
に
対
し
て
な
の
で
し
ょ
う
か
。

稲
田　

指
針
は
県
と
農
協
が
出
し
て
い
る
指
針
を

参
考
に
し
て
、
町
で
決
め
て
い
ま
す
。

司
会　

私
か
ら
も
質
問
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
い
ろ

い
ろ
な
集
ま
り
が
あ
っ
て
、
時
間
的
な
や
り
く
り

や
工
夫
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
あ
た
り

は
ど
う
い
う
こ
と
を
さ
れ
て
い
る
の
か
を
お
教
え

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

野
田　

私
は
か
ら
り
が
自
分
の
農
業
の
場
と
思
っ

て
い
た
か
ら
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
十
年
会
長
を

や
っ
て
い
て
、
ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
も
何

を
し
て
も
、
こ
こ
が
成
功
す
れ
ば
自
分
の
農
業

が
よ
く
な
る
と
信
じ
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、

そ
ん
な
時
間
は
惜
し
い
と
思
っ
た
こ
と
は
一
度
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
役
場
か
ら
支
配
人
が
来
て

い
た
け
れ
ど
も
、
あ
な
た
た
ち
の
市
場
で
す
よ
、

農
業
は
楽
し
く
や
り
な
さ
い
と
い
う
よ
う
な
考
え

で
、
全
て
農
家
に
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
た

ち
は
や
り
た
い
よ
う
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

私
が
立
ち
上
げ
た
十
年
は
、
農
業
に
つ
い
て
は

自
分
た
ち
は
プ
ロ
だ
と
、
プ
ロ
だ
か
ら
指
導
員
を

雇
う
必
要
も
な
い
し
、
自
分
の
プ
ロ
を
生
か
し
て

こ
こ
で
や
ろ
う
と
い
う
考
え
で
し
た
。
し
か
し
、

ど
ん
ど
ん
お
金
を
も
う
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
不

良
品
を
出
し
た
り
、
お
客
さ
ん
に
お
金
を
も
ら
う

の
に
こ
の
よ
う
な
も
の
を
出
し
て
と
い
う
よ
う

な
こ
と
も
徐
々
に
出
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
勉
強

会
を
し
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
十
年

た
っ
て
勉
強
会
を
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
出

荷
の
勉
強
会
で
す
。
そ
う
や
っ
て
お
客
さ
ん
に
お

金
を
出
し
て
買
っ
て
も
ら
う
の
だ
か
ら
、
し
っ
か

り
と
勉
強
し
て
い
い
も
の
を
売
っ
て
い
こ
う
と
い

う
の
が
こ
こ
の
願
い
で
す
。

稲
田　

結
構
い
ろ
い
ろ
な
組
織
が
あ
り
ま
す
。
先

ほ
ど
言
い
ま
し
た
運
営
委
員
会
と
い
う
の
は
運

営
委
員
さ
ん
が
四
十
名
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の

上
に
執
行
委
員
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
長
と

四
役
が
入
っ
た
会
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
に
私
は

会
長
で
す
け
れ
ど
も
、
あ
と
副
会
長
が
三
名
い

ま
す
。
四
役
会
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
っ

と
し
た
話
は
四
役
会
で
決
め
ま
す
が
、
大
変
な
こ

と
に
な
っ
た
ら
執
行
委
員
会
に
か
け
ま
す
。
運

営
委
員
会
で
認
め
ら
れ
な
く
て
は
ゴ
ー
が
出
ま

せ
ん
。
も
う
一
つ
は
私
が
頭
悪
い
の
で
困
っ
た
な

と
思
う
時
に
は
、
名
誉
会
長
を
含
む
歴
代
会
長
会

に
、「
歴
代
会
長
さ
ん
、
助
け
て
く
だ
さ
い
」
と
言

い
ま
す
。
こ
う
い
う
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
の
だ

け
れ
ど
も
、
今
ま
で
の
歴
史
を
踏
ま
え
て
ど
う
し

た
ら
い
い
か
と
い
う
の
を
歴
代
会
長
さ
ん
に
集

ま
っ
て
も
ら
っ
て
話
し
ま
す
。
こ
の
話
し
合
い
は
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ほ
ぼ
会
社
の
方
に
も
参
加
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
会
社

と
協
議
会
と
出
荷
者
は
共
通
認

識
を
持
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
前
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
し
た

の
で
す
が
、
よ
り
よ
い
も
の
を

つ
く
る
た
め
に
と
、
建
設
委
員

会
を
臨
時
に
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
こ
こ
で
少
し
本
音
を
言
い

ま
す
と
、
大
変
で
す
。
会
長
を

辞
め
た
い
と
実
際
思
っ
て
い
ま

す
。
今
、
う
ち
は
出
荷
が
最
盛

期
で
す
。
今
こ
こ
に
出
て
い
る

間
は
仕
事
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら

出
荷
準
備
は
夜
中
で
す
。

野
田　

そ
れ
は
考
え
方
だ
と
思

う
の
で
す
。会
長
が
出
て
こ
な
く

て
も
、う
ち
は
副
会
長
が
三
人
で

す
。
副
会
長
が
進
め
て
い
け
ば

い
い
の
で
す
。
だ
か
ら
会
長
、
副

会
長
が
し
っ
か
り
と
こ
の
運
営

に
携
わ
っ
て
み
ん
な
が
百
パ
ー

セ
ン
ト
知
っ
て
い
る
よ
う
に
し

て
い
か
な
い
と
、う
ま
く
回
っ
て

い
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

稲
田　

今
副
会
長
の
話
が
出
た
の
で
す
け
れ
ど

も
、
会
え
な
い
時
は
今
は
も
う
L
I
N
E
が
あ
り

ま
す
、
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
、
電
話
が

あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
の
を
フ
ル
活
用
し
て
や
っ

て
い
ま
す
。

社
長　

今
言
わ
れ
た
よ
う
に
私
が
答
え
な
く
て
い

い
の
で
す
よ
。
会
社
は
全
然
関
係
な
い
で
す
。
出

荷
者
協
議
会
は
協
議
会
で
運
営
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。
先
ほ
ど
質
問
が
あ
っ
た
研
修
会
、
イ
ベ
ン
ト

も
会
社
で
や
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
す
。
出
荷

者
協
議
会
が
自
ら
企
画
し
講
師
も
呼
び
、
こ
こ
の

会
場
づ
く
り
も
し
て
、
全
て
や
る
の
で
す
。
だ
か

ら
出
席
率
も
高
い
し
、
自
分
の
責
任
と
し
て
や
る

の
で
す
。
会
社
が
呼
ん
で
や
れ
ば
、
会
社
か
ら
呼

ば
れ
た
か
ら
行
か
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
義
理

な
ど
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
が
、
そ
う

で
は
な
い
で
す
。
全
部
出
荷
者
協
議
会
が
自
ら
や

る
会
で
す
。
私
は
呼
ば
れ
て
行
く
時
に
は
開
会
の

来
賓
あ
い
さ
つ
だ
け
で
す
。
そ
れ
ぐ
ら
い
こ
の
出

荷
者
協
議
会
と
い
う
の
は
独
立
し
た
組
織
で
す
。

自
ら
の
組
織
と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

運
営
も
や
っ
て
い
け
ま
す
し
協
力
も
あ
る
と
い
う

と
こ
ろ
が
、
か
ら
り
の
出
荷
者
協
議
会
の
す
ご
さ

だ
と
私
は
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。

年
代
別
の
集
ま
り
を
創
る

野
田　

そ
う
な
の
で
す
。
や
ら
さ
れ
で
は
な
い
で

す
。
こ
れ
は
自
分
た
ち
で
や
る
会
で
す
。
自
分
た

ち
の
農
業
を
自
分
た
ち
で
守
っ
て
、
自
分
た
ち
が

や
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

司
会　

若
手
を
う
ま
く
取
り
込
ん
で
い
く
工
夫
の

と
こ
ろ
を
も
う
少
し
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

稲
田　

若
い
人
に
ど
ん
な
に
し
て
つ
な
げ
て
い

く
か
が
、
私
の
中
の
課
題
で
し
た
。
だ
か
ら
年
代

別
の
集
ま
り
を
、
先
の
組
織
と
は
別
に
や
り
ま

し
ょ
う
と
い
う
こ
と
を
ず
っ
と
言
い
続
け
て
い

ま
す
。
こ
ん
な
に
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
の
あ
る
若
者

が
い
る
の
だ
か
ら
、
谷
岡
さ
ん
は
組
織
を
つ
く
ら

れ
て
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

の
で
す
が
、
こ
う
い
う
こ
と
を
他
の
人
に
も
伝
え

て
い
く
と
い
う
の
も
大
切
で
す
。
農
作
業
は
大
変

で
す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
の
名
物
の
芋
で
も
つ
ま
み

な
が
ら
、
ビ
ー
ル
で
も
傾
け
な
が
ら
、「
若
者
よ
、

集
っ
て
く
れ
」
と
い
う
会
を
ぜ
ひ
や
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
二
十
年
た
っ
て
高
齢
化
も
進
ん

で
い
ま
す
。
リ
タ
イ
ア
さ
れ
た
方
も
少
し
ず
つ
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
人
た
ち
は
昔
か
ら
「
私
た

ち
は
や
っ
た
ぜ
」
と
必
ず
言
い
ま
す
。
そ
の
バ
イ
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タ
リ
テ
ィ
ー
を
私
た
ち
に
も
与
え
て
欲
し
い
で

す
。
私
が
勝
手
に
ゴ
ー
ル
デ
ン
シ
ル
バ
ー
会
と
い

う
の
を
命
名
し
て
い
る
の
で
す
が
、
若
者
の
会
の

次
に
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
シ
ル
バ
ー
会
を
絶
対
や
る

よ
と
野
田
さ
ん
に
も
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に

は
社
長
に
も
お
願
い
し
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど

も
メ
デ
ィ
ア
を
呼
ん
で
、
昔
か
ら
私
た
ち
は
そ
の

ま
ま
や
っ
て
い
る
よ
と
い
う
の
を
必
ず
発
信
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
話
を

し
て
い
ま
し
た
ら
私
た
ち
の
年
代
の
人
は
、
ア
ラ

カ
ン
の
会
も
し
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

で
す
か
ら
若
者
の
会
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
シ
ル
バ
ー

会
、
ア
ラ
カ
ン
の
会
で
す
。
で
は
五
十
代
は
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
の
を
今
悩
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
い
う
出
荷
別
で
は
な
く
て
、

年
代
別
の
組
織
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
ま
た
か
ら
り
の
魅
力
の
一
つ

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
十
月
の
中

頃
に
若
者
会
を
や
り
ま
す
。

司
会　

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
密

に
調
整
さ
れ
た
組
織
と
、
こ
う
い
う
ぱ
っ
と
や
っ

た
ら
い
い
の
だ
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
、
そ
し
て
こ
の
言
葉
の
勢
い
と
い
う
の
は
、
や

は
り
実
体
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
自
信
の
表
れ
だ
と

思
う
の
で
す
。
人
に
伝
わ
る
勢
い
、
パ
ワ
ー
と
い

う
も
の
も
私
た
ち
は
取
り
込
ま
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）
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